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外部評価報告書第８報発刊にあたって 

校 長   江 﨑 尚 和 

 

近年、AI、IoT、ロボティクス、バイオテクノロジーといった新しい科学技術が急速

に進展し、社会や産業のあり方を根本から変えつつある。高専は高度経済成長時代の

エンジニア不足に対応するべく設置され、60 年の長きに亘り数多くの優秀な人材を

輩出してきた。しかしながら、その時代からは予測もつかないような昨今の科学技術

の急速な進歩に対応し、これからの時代を支えられるエンジニアを育成するには、そ

の教育体制や教育内容、さらには教育手法を常に改善・向上させていく必要がある。

この３年間の取り組みの主なものを以下に紹介する。 

最近では、一つの専門分野に精通するだけでなく、複数の工学分野の知識を融合さ

せて課題を解決するなど、分野横断的に工学を学んだ人材の育成が重要になってきて

いる。このような要請に対応するため、本校では令和 4年 4月より既存の機械工学科、

電気電子工学科、電子制御工学科、電子情報工学科、環境都市工学科の 5学科を「工

学科」に統合し、情報エレクトロニクス、機械ロボティクス、都市デザインの 3つの

系に加えて副専攻・分野横断科目を配置した教育体制を整えた。この新体制で教育を

受けた学生は３年生を修了し、令和７年度に４年生へと進級することになる。 

また、グローバルに活躍できるエンジニアの育成や、自らが起業を目指すことがで

きるスタートアップ人材の育成にも重点が置かれるようになってきている。教育のグ

ローバル化に対しては、本校が進めるグローバルエンジニア育成事業の中で全学生を

対象にした海外研修の実施や、海外協定校での語学研修、海外インターンシップの実

施環境を整えてきた。またこれまでは派遣先がアジア圏の国が中心であったところを、

カナダの高等教育機関 2校と新たに連携協定を結び、ネイティブの英語に触れる機会

を提供できるようにした。さらに、スタートアップ人材の育成に向けては外部講師に

よる講演会の実施や、アイデアを形にできるソーシャルイノベーション・サポートセ

ンターを設置することによって人材育成の環境を整えてきている。 

本校の研究や産学官連携の推進に関しては、地域共同テクノセンターならびに全国

高専の中でも最大規模を誇る技術振興会の支援等により積極的な取り組みが展開さ

れている。令和 6年度には新たにオープンラボ制度を制定した。この制度では企業が

校内に研究室を設置する。企業研究者は客員教授として本校の複数の教員と開発研究

に取り組む中で、学生の教育研究指導にも関わって頂く。学生は企業技術者の指導の

下、実社会での課題解決につながる研究開発を実体験できることになり、その教育効

果は極めて高いものとなる。 

長野高専では、学外有識者の方々によって構成される参与会を毎年 1 回開催し、

様々な視点からのご意見を頂くことで、地域企業や社会のニーズを教育や学校運営に

反映してきている。この外部評価報告書第８報は、第 19回、第 20 回及び第 21 回

の参与会において、その 3年間に長野高専が取り組んだ教育・運営システムの点検評

価結果ならびに参与の皆様方からいただいた貴重なご助言をまとめたものである。 
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１．外部評価実施概要 

 

１．１ 参与会の設置 

長野工業高等専門学校（以下「本校」という。）では、1995年に「有識者との懇話

会」を設置し、長野県内有識者との意見交換会を開催して、本校の運営に反映して

きた。その後、外部評価活動を活性化することを目的として、2002 年には「外部評

価委員会要項」を定め、同年に第 1回外部評価委員会を実施した。さらに、独立行

政法人化を控えた 2004 年には、上述の「有識者との懇話会」及び「外部評価委員

会」を整理統合し、新たに「参与会」を設置し、現在に至っている。なお、2003年

３月に「外部評価報告書 第１報」、2006年 10月に「外部評価報告書 第２報」、2010

年６月に「外部評価報告書 第３報」、2013年６月に「外部評価報告書 第４報」、

2016年６月に「外部評価報告書 第５報」、2019年６月に「外部評価報告書 第６

報」及び 2023年２月に「外部評価報告書 第７報」を刊行した。以下に、長野工業

高等専門学校参与会設置要項を示す。 

 

 

長野工業高等専門学校参与会設置要項 

 

（設 置） 

第１条 長野工業高等専門学校（以下「本校」という。）に学外の有識者から広く意見を求め

るため参与会を置く。 

（目 的） 

第２条 参与会は、本校の教育研究活動等の状況について検証及び評価を行ない、本校の自己

点検・評価に関する活動を支援するとともに、本校が将来にわたって目指すべき改革・改善

の方向性を提言することを目的とする。 

（任 務） 

第３条 参与会は、次の各号に掲げる事項について、校長の諮問に応じて検証及び評価ならび

に提言を行う。 

(１) 教育活動に関すること。 

(２) 研究活動に関すること。 

(３) 産学連携・地域貢献に関すること。 

(４) 管理運営に関すること。 

(５) 施設設備に関すること。 

(６) 入学者募集・卒業後の進路指導に関すること。 

(７) その他校長から諮問のあった事項 

（組 織） 

第４条 参与会は、本校の職員以外の者で次の各号に掲げる若干名をもって組織し、参与は、

校長が委嘱する。 

(１) 地方公共団体の関係者 
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(２) 産業・経済界の関係者 

(３) 教育研究機関の関係者 

(４) 本校を卒業した者 

(５) 本校後援会の関係者 

(６) その他高等専門学校に関してすぐれた識見を有する者 

（任 期） 

第５条 参与の任期は２年とし、再任を妨げない。 

（会長等） 

第６条 参与会に会長及び副会長を置き、校長が指名する。 

２ 会長に支障あるときは、副会長がその職務を代行する。 

（運 営） 

第７条 参与会は、校長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 参与会は、原則として毎年１回以上開催する。 

（意見の聴取） 

第８条 会長が必要と認めたときは、参与以外の者に前条の会議への出席を求め、意見を聴く

ことができる。 

（事 務） 

第９条 参与会の事務は、総務課において処理する。 

（補 則） 

第10条 この要項に定めるもののほか、参与会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定め

る。 

 

附 則 

１ この要項は、平成16年６月30日から施行する。 

２ 長野工業高等専門学校と有識者との懇話会設置要項（平成７年12月１日制定）は廃止す

る。 

附 則 

この要項は、平成16年11月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成 19 年４月１日から施行する。 
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１．２ 参与の委嘱 

2021年 10月以降に委嘱した参与は以下のとおり。 
 

≪2021年 10月１日～2023年９月 30日≫              （敬称略） 

設置要項 

第 4条 
氏名 現職 備考 

 

 

（１） 丸 山 陽 一 長野市教育委員会教育長  
 

（１） 

庄 村 栄 治 

長野県産業労働部産業技術課長 

 

倉 島   浩 2022.4.1～ 

（２） 池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング名誉顧問 
 

（２） 

小根山 克 雄 信越放送株式会社取締役相談役  
 

 

渡 辺 雅 義 信越放送株式会社代表取締役社長 2022.10.1～ 
 

（２） 

水 本 正 俊 

一般社団法人長野県経営者協会専務理事 

 
 

 

平 林 靖 久 2022.4.1～ 
 

（３） 天 野 良 彦 国立大学法人信州大学工学部長 会長 
 

 

（４） 小河原 敏 男 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

（５） 

倉 沢 弘 二 

長野工業高等専門学校後援会会長 

 
 

 

高 橋 健 也 2022.4.1～ 
 

白 井 幸 一 2023.4.1～ 
 

（６） 柳見沢   宏 
NPO法人長野スポーツコミュニティクラブ

東北 会長 
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≪2023年 10月１日～2025年９月 30日≫              （敬称略） 

設置要項 

第 4条 
氏名 現職 備考 

 

 

（１） 丸 山 陽 一 長野市教育委員会教育長  
 

（１） 倉 島   浩 長野県産業労働部産業技術課長  

（２） 池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング名誉顧問 
 

（２） 渡 辺 雅 義 信越放送株式会社代表取締役社長  
 

（２） 平 林 靖 久 一般社団法人長野県経営者協会専務理事  
 

（３） 

天 野 良 彦 

国立大学法人信州大学工学部長 

会長 
 

 

香 山 瑞 恵 2024.4.1～ 
 

（３） 萱 津 理 佳 
長野県立大学グローバルマネジメント学科 

准教授 
 

 

（４） 小河原 敏 男 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

（５） 

白 井 幸 一 

長野工業高等専門学校後援会会長 

 
 

 

金 澤   彰 2024.4.1～ 
 

 

 

＜参考＞ 

長野工業高等専門学校参与会設置要項（抄） 

（組織） 

第４条 参与会は、本校の職員以外の者で次の各号に掲げる者若干名をもって組織し、参与は、

校長が委嘱する。 

（１）地方公共団体の関係者 

（２）産業・経済界の関係者 

（３）教育研究機関の関係者 

（４）本校を卒業した者 

（５）本校後援会の関係者 

（６）その他高等専門学校に関してすぐれた識見を有する者 
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１．３ 参与会実施概要 

第１回（2004年度）から第 19回（2021年度）までの主な検討事項は以下のとおり。 
 開催日 主な検討事項 備考 

第１回 2004年 12 月８日(水) 学校運営全般について ※１ 

第２回 2005年５月 26日(木) 教育の現状と課題について ※１ 

第３回 2006年１月 25日(木) 長野高専専攻科の教育について ※１ 

第４回 2007年１月 29日(月) 長野高専各学科の現状と今後の課題について ※２ 

第５回 2008年２月 12日(火) 
長野高専のあり方について 

―高専特別委員会からの提言を受けて― 
※２ 

第６回 2009年１月 30日(金) 
長野高専の現状と課題 

―長野高専の高度化に向けて― 
※２ 

第７回 2010年１月 25日(月) 長野高専における教育の質の向上について ※２ 

第８回 2011年２月９日(水) 長野高専の将来計画について ※３ 

第９回 2012年２月６日(月) 長野高専における地域社会との連携について ※３ 

第 10回 2013年２月４日(月) 長野高専の国際化について ※３ 

第 11回 2014年７月７日(月) 長野高専の中期ビジョンについて ※４ 

第 12回 2016年２月１日(月) 
長野高専における教育の改善に関する取組み

について 
※４ 

第 13回 2017年２月９日(木) 
長野高専における教育・運営システムの点

検・評価について 
※５ 

第 14回 2018年２月８日(木) 長野高専の評価の実施について ※５ 

第 15回 2019年２月８日(金) 長野高専における高度化再編成について ※５ 

第 16回 2020年２月５日(水) 国際化について ※６ 

第 17回 2021年２月 12日(金) 
コロナウイルス感染症拡大防止の本校の取組

について 
※６ 

第 18回 2022年２月８日(火) 学科改組の取組みについて ※６ 

第 19回 2023年２月 14日(火) 自己点検・評価について  

第 20回 2024年１月 23日(火) 改組進捗状況について  

第 21回 2025年１月 29日(水) 新系設置構想について  

（※１：外部評価報告書第２報参照、※２：外部評価報告書第３報参照、 

 ※３：外部評価報告書第４報参照、※４：外部評価報告書第５報参照、 

6



 

 

 ※５：外部評価報告書第６報参照、※６：外部評価報告書第７報参照） 

 

なお、2002年 12月 25日(水)に、学校運営に係る現状と課題を検討事項として、

参与会の前身ともいえる外部評価委員会を開催した。（外部評価報告書第１報参照） 
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１．３．１ 第 19回参与会 

日時：2023年２月 14日(火) 10:00～12:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第一会議室 

 

主な検討事項：自己点検・評価について 

 

出席者： 

＜参与＞ 

天 野 良 彦 [信州大学工学部長]（会長） 

小河原 敏 男［長野工業高等専門学校同窓会長］（副会長） 

丸 山 陽 一［長野市教育委員会委員長］ 

倉 島   浩［長野県産業労働部産業技術課長］ 

池 田   明［株式会社ミマキエンジニアリング名誉顧問 

／長野高専技術振興会会長］ 

渡 辺 雅 義［信越放送株式会社代表取締役社長］ 

平 林 靖 久［一般社団法人長野県経営者協会専務理事］ 

高 橋 健 也［長野工業高等専門学校後援会会長］ 

柳見沢   宏［NPO法人長野スポーツコミュニティクラブ東北 会長］ 

＜長野高専＞ 

江 﨑 尚 和［校長］ 

濵 口 直 樹［副校長（教務主事）］ 

児 玉 英 樹［副校長（学生主事）］ 

松 下 英 次［副校長（寮務主事）］ 

渡 辺 誠 一［副校長（専攻科長）］ 

古 川 万寿夫［副校長（総務主事）/第三者評価対応委員会委員長］ 

小 野 伸 幸［副校長（研究主事）］ 

亀 井 耕 治［副校長（事務部長）］ 

春 日 貴 志［工学科情報エレクトロニクス系長］ 

中 山 英 俊［工学科機械ロボティクス系長］ 

酒 井 美 月［工学科都市デザイン系長／男女共同参画推進室長］ 

冨 永 和 元［工学科リベラルアーツ教員院長］ 

板 屋 智 之［学生相談室長］ 

楡 井 雅 巳［教育改善委員会委員長］ 

鈴 木   宏［入試広報室長］ 

森 田 智 士［総務課長］ 

中 嶋 広 隆［学生課長］ 
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議事： 

１．開会 総務課長 

２．会長・副会長紹介 総務課長 

３．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

４．校長あいさつ 

 本参与会は本校の教育研究、学校運営全般に関わることについて、外部の有識者

の意見を本校の改革・改善につなげていくことを目的としている。 

 今年度の参与会は本校で作成した自己点検・評価について意見をいただきたい。 

 今年度、このようなテーマを選んだ理由は、学校教育法で義務づけられている機

関別認証評価において指摘があったためである。 

自己点検・評価の内容は、「教育の質保証」「教育環境」「学生支援」「教育カリ

キュラム」「入試」「研究」「地域貢献」「学校運営」と非常に幅広い内容になって

いる。議論が絞りにくいところもあるが、評価項目、評価の結果も含めて、忌憚

のない意見をいただきたい。 

５．配付資料確認 

６．議事 

天野会長から、これまでの参与会と違い、外部評価について、各参与の方々か

ら忌憚のない意見等を伺いたいとのあいさつがあった。 

 以下、参与会設置要項第７条第１項の規定により天野会長が議長となり、議事が

進行された。 

（１）自己点検・評価表の評価方法 

 古川副校長から、「資料№２ 自己点検・評価の方法」に基づき、自己点検・評価

の方法について説明が行われた。 

（２）自己点検・評価の説明 

 引き続き、配付資料に基づき、長野高専担当者から自己点検・評価の説明があっ

た。その後、大項目毎に質疑応答が行われた。 

 

大項目１：教育の内容質保証（発表者：総務主事） 

古川副校長：ディスプレーの表示になりますけれども、大項目１番は教育の内部質

保証ということで、番号１、番号２、それから次のスライドになりますが、番

号３と分かれています。番号１は点検改善システムの整備・実施がされていて、

結果が公表されているかという観点なんですが、それが自己評価は５点になっ

ております。それから、番号２、これは学校の構成員とか外部の方から意見を

聞いて学校の改善に生かしているかという項目ですが、これは自己評価が３に

なります。それから次のスライドですが、番号３、３つのポリシーとなってい

ます。これは入学者募集の方針、それからカリキュラムの方針、それから卒業

認定の方針、方針とポリシーと書いてありますが、３つのポリシーが設定され

ていて、公表して見直しを行っているかということについては、これは自己評

価５といたしております。この３つの中から、今日は、最初の番号１番のとこ

ろ、点検改善システムについて中央のスクリーンで詳しく御説明させていただ

きます。中央のスクリーンを御覧ください。番号の１番は自己点検・評価にな
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りますが、点検改善システムがルール化されて整備されていて、定期的に実施

していて、結果をちゃんと公表しているかという項目になりますが、これは自

己評価５といたしておりまして、点検改善システムはこの６項を実施しており

ます。下から御説明しますが、６番の学生への支援体制点検システムというこ

とで、これは授業アンケートですとか、満足度調査をして改善に生かしていて、

そういったものを使いながら５番の授業改善システムということで、こちらの

オレンジ色のところ、ここでＰＤＣＡサイクルを回して各教員が授業改善を行

っています。そして、４番目のところ、これは各委員会の重点項目の点検シス

テムということで、こちらの青いところになります。各委員会で年度計画とか

目標を立てまして、それを実際の教育活動を行ってＰＤＣＡサイクルを回して

いるという点検システムになります。それから、２番、３番ですけれども、こ

れは年度計画ですとか、３つの方針、これは先ほどの３ポリシーといっている

ものですが、これらを執行会議でプランニングをした上で、各委員会でそれを

実施して、その結果を教育改善委員会に戻してチェックをして、また執行会議

に戻すというＰＤＣＡサイクルで回しています。それから一番上、これは一番

外枠の上位の点検システムになりますが、自己点検・評価項目による点検シス

テムということで、これは本日実施しているものですが、執行会議でプランニ

ングをしまして、それを学校全体で実行してみてそれを自己評価した上で、参

与会で外部評価をした上で、また学校へフィードバックいただいて、学校で執

行会議でまたそれを学校の中へフィードバックしていく、こういったような点

検システムをつくって実施しております。以上が大項目の１番になります。何

か御質問がありましたらお願いいたします。 

天野参与：ありませんでしょうか。 

池田参与：定期的というのは、どのくらいの定期なんですか。これ、年度計画が参

与会の場合は年に１回なのかなと。その他の定期的にというのは、どんな周期

でおやりになられて、１年に１回だとＰＤＣＡは回せないのではないでしょう

か。 

古川副校長：基本的に、５番と６番、ここは授業改善の部分ですので、これは年に

２回ほど授業アンケートを行っております。それで回しています。それ以上の

ところ、４、３、２、１のところは、これは１年に１回になっております。 

天野参与：よろしいですか。 

池田参与：１年に１回だとＰＤＰＤになっちゃうんじゃないかな。だから、年度計

画を立てて１年に１回見直して次の年度計画になっちゃうんですよね。という

ふうで、ＣＡは回らないんじゃないでしょうかということです。 

古川副校長：分かりました。途中で中間評価、いろいろなことを行ったほうがよろ

しいという意味合いですね。 

池田参与：そのほうがいいんじゃないでしょうか。 

古川副校長：ありがとうございます。 

平林参与：今のお話の延長ですけれども、これは階層がみんな違うものだから、最

後のところのＰＤＣＡは多分１回でいいと思うんですけれども、参与会送りは

１回しかないわけだから、でも、その下の階層は回数を増やさないと次に回ら
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ないと思います。 

古川副校長：２番より下のところですね。 

平林参与：それともう一点、前提ですけれども、十二分にというのと十分にってど

う違うんですか。５と４。 

古川副校長：５と４の違いですね。 

平林参与：十二分と十分と、それで実施しているが３ですよね。５の評価は十二分

にという位置づけなんですよね。 

古川副校長：５はそうですね。十二分ですね。 

平林参与：そこの意味合いを教えてください。十二分に実施している、十分に実施

している、実施している、５、４、３と、これ、非常に曖昧な言い方なもので

すから、評価のしようがない。もっと定量的な評価が必要じゃないかなと思う。

そこを御説明いただきたい。 

古川副校長：分かりました。評価というのをどうやってつけるかというので議論が

いろいろあって、なかなか難しかったんですけれども、十二分というのは一応、

点検を実施しているかどうかという観点でつけました。きちんとこういうシス

テムが出来上がっていて、きちんと実施しているであれば、十二分ということ

で考えました。十分というのは、十分、十二分と同じなんですけれども、なか

なか難しいところなんですけれども、また来年度、その辺よく検討していきた

いと思います。 

柳見沢参与：お願いします。この後、この質疑応答、意見交換というのを大項目ご

とにこういう形でやっていくというようなことで進行されるんですか。 

古川副校長：はい。そうです。大項目ごとに３分程度質問になります。 

柳見沢参与：分かりました。全体を通して、評価３というのが８か所あるんですよ。

ここの教育の内部質の保証が、アンケートが１５％ですよね。このことが非常

に気になるんですよ。今回の結果ですから、これをどうするかということにな

るかと思うんですが、１５％というのはあまりにも回答率としては低過ぎて、

評価の対象にならないんじゃないかとも思うんですが、ここら辺はどういう原

因なり、考えられることがあるのか、現時点で教えてもらいたいですね。 

古川副校長：番号の２番のところで、ここに回収率１５％とあるんですが、これは

実は卒業生、修了生に対して郵送で送って、それで回答をお願いしたものなん

ですが、そのため、郵送で送っているので回答率が低かったということになり

ます。うちの在学生であれば、アンケートを取って何日までに出してねという

ことを言えるんですが、なかなか卒業生ですので、それができなくて１５％と

いう数字になっています。 

柳見沢参与：失礼しました。これは学生の評価ということでいいんです？教員では

ないんですか。 

古川副校長：教員ではないです。卒業生と修了生になっています。これ、今ここに

あげてあるものですね。 

柳見沢参与：そうすると、ここに示された自己評価・点検というのは学生の評価と

いうことで判断してよろしいですか。 

古川副校長：番号の２番ですよね。これは学生も含んでいます。学生と、それから
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卒業生とか、それから学校の外部の方、そういった意見を収集してということ

で、取りあえず今ここには卒業生と修了生しか書いていないんですけれども、

あと企業も書いておりますけれども、そのほか在校生に対しては満足度調査な

どをしております。 

柳見沢参与：分かりました。そうすると、点検項目の１と２、これも全て学生の評

価ということなんでしょうか。要するに、自己評価しているのは、学生の評価

に対して、今評価を求められているのか、それとも教員の方の評価で判断して

いる資料なのか。先ほど外部評価ということもあったんですけれども、誰を対

象にして評価し、まとめてきたのかということが分からないものですから。 

古川副校長：学校の運営、教育の運営の仕方に対する評価になりますので、こちら

の表にまとめてある評価になりますね。 

柳見沢参与：そうすると、その運営というものが、学生がそれを把握しながら評価

するということが可能なのか。私は、これ、高専に勤務される方の、教員の質

を見るための評価なんじゃないかと思ったんですよ。そうしないと、この内容

から学生がこれを見て評価してくださいと出すのは、どういうアンケートを取

られたか分からないんですが、そこが見えなかったものですから。 

古川副校長：これは学校全体の運営で、教員の質もありますし、それから学校の施

設ですとか学校の運営方針、運営の仕方とか、それから我々の授業の仕方とか、

その辺の評価になります。 

柳見沢参与：ですから、何か評価するときの、誰を対象に評価するかというと、そ

れは項目をやはりきちっとそれに対応するようなものを求めないと、なかなか

学生と教員との立場で、同じアンケート基準、または評価基準で評価するとい

うのは実情を見ることは難しいんじゃないかと思うんですけれども。これ、高

専機構からこういう形でやってくれという指示で出ている内容というか、形式

なんですか。 

古川副校長：そうです。最初の点検項目、高専機構から来ている、高専認証評価の

点検の内容がありまして、それを基にしてつくられた点検項目になります。 

柳見沢参与：それで、学生も同じものを評価しているとやってきているということ

なんですか。 

古川副校長：ここには基本的に学生の評価はなくて、学生が学校でどんなふうに満

足しているとか、学生が授業に対してどういうふうに思っているとかというこ

とを吸い上げて、我々がそれを授業の改善に生かしているかどうかという観点

の評価です。 

柳見沢参与：そうすると、学生にやった評価というのはまた別のものがあって、そ

の回答率が１５％だという判断ですか。 

古川副校長：この１５％は学生ではなく卒業生、修了生に対して、学校でやってき

た教育、教わってきたことが社会で生かされているかとか、社会に出て自分が

高専を卒業してどんなふうに学校で学んだことが生かされているかとか、そう

いったようなことを聞いたものになります。番号２番のここに書いてあるもの

は。 

柳見沢参与：学生さんにどういう評価というか、どういうものを求めたかというこ
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とが分からないので何とも言えないんですけれども、いずれにしろ１５％とい

うのは低過ぎるなという感想を持ったものですから。ありがとうございました。 

古川副校長：ありがとうございました。 

天野参与：ありがとうございます。内部質保証は非常に文科省でも今求められてい

るもので、一番は多分学生がＤＰ・ＣＰ等に合うように、一定レベルが確保さ

れているかどうかというところが多分内部質保証の一番大事なところで、その

ためにいろいろな項目があるのかなと思っています。多分学びの履歴書みたい

なものがあって、例えば、就職するときにそれぞれの人がそれを持って企業へ

自分の学びはこうであったということを出せるというようなことを文科省で

多分今出せという話になってきていて、私どものところも今それに対応してい

るんですが、なかなかこれが難しい問題ではあるかなと思います。この大項目

１のところではよろしいでしょうか。項目が幾つかありますので、項目を進ま

せていただいて、また全体のところで議論をさせていただければと思います。

それでは、次の項目をよろしいでしょうか。 

 

大項目２：組織及び教員・教育支援者（発表者：教務主事） 

濵口副校長：次の項目、大項目２につきまして、教務主事、濱口から御報告させてい

ただきます。まず、小項目でいうと４から７までになります。こちらを説明させ

ていただきます。まず、４ですが、教育活動を展開する上で必要な運営体制が適

切に整備され、機能しているかという項目になります。こちらについては評価４

ということで点検をさせていただいております。５番目の教員等の配置になりま

す。準学士課程、専攻科課程において、一般及び専門の教員並びに教育支援者が

適切に配置されているかというところにつきましては評価４とさせていただい

ております。こちらは後ほど大きな画面で説明させていただきます。６番目、教

員の評価についてです。教員の採用や承認に関する基準があり、適切な運用がさ

れており、教員の教育・研究活動に対して定期的な評価が行われているかという

項目になります。こちらについては自己評価を４とさせていただいております。

７番目がＦＤ活動、ＦＤ・ＳＤ活動が実施され、改善等に結びついているかとい

うことで、こちらにつきましては自己評価を３とさせていただいております。こ

の３の理由としましては、支援等の具体的な評価手法、こちらが定まっていない

という自己評価ということで、教育及びその支援等の具体的評価手法について今

後検討していくという改善点をまず挙げさせていただいております。では、５番

に戻りまして、教員等の配置となります。大きな画面で、こちらには教員の配置

ということで教職員数を挙げさせていただいております。こちらは準学士課程に

おいて、本科のほうですが、一般及び専門の教員を各科目担当者として配置、必

要に応じて技術支援部より技術職員を配置しているということになります。技術

支援部、一番下の合計の上にございますが、１５名ということになっております。

括弧内は女性数ということになっておりまして、こちらも御覧いただければと思

います。専攻科課程においては、生産環境システム専攻に機械工学、電気電子工

学、土木工学を専門とする教員、電気情報システム専攻には電気電子工学を専門

とする教員を配置しているという形になっております。こちらの自己評価につい
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ては４ということで、今後も、令和４年度に学科再編を行っております。このカ

リキュラムに従い、学科再編による変更点を確認しながら今後も適切に配置して

いくという予定としております。大項目２の説明については以上となります。御

質問等ありましたらよろしくお願いいたします。 

天野参与：いかがでしょうか。私から１点、この教員の組織というのは、あくまでも

この課程に張りついていて、専攻科というのはまた別というか兼任という形で考

えたらよろしいでしょうか。 

濵口副校長：そうですね。専攻科にも適切に兼任の形になります。 

天野参与：分かりました。何か皆さんからございますでしょうか。もう一点、ＦＤの

ところが３ということで、このＦＤが、私どものところもなかなか難しい問題だ

なと思っていまして、ＦＤはもちろんいろいろなことをやっているんですけれど

も、その効果をどうはかるかというのは非常に難しいところだなと私も思ってお

ります。そこら辺の評価手法というのは非常に効率的なものがあるかどうかとい

うのは難しいけれども、何らかのものはしなければいけないというのも確かかな

と私も思っておりますけれども、ぜひ御検討をよろしくお願いします。 

濵口副校長：ありがとうございます。 

天野参与：ほかはよろしいでしょうか。そうしましたら、また全体でありましたらお

願いします。では、３番目の項目に移らせていただきます。 

 

大項目３：学習環境及び学生支援（発表者：総務主事、教務主事、学生主事） 

古川副校長：では、大項目３、学習環境及び学生支援ということで御説明いたします

が、この大項目３は番号がたくさんありまして、３名の担当者からそれぞれ分割

させて御説明させていただきます。まず、私は番号８、９、１０についてになり

ます。番号８は、施設とか設備の整備・活用がきちんとした安全とか衛生管理の

下行われているかどうかということで、これは自己評価４。それから、番号９、

これは、ＩＣＴ環境が適切な情報セキュリティー管理の下で整備されて活用され

ているかということで、これは自己評価４。番号１０は、図書類の収集とか整備・

活用、これがきちんとなされているかということで、自己評価４とさせていただ

きました。この中で番号９のＩＣＴ環境とか情報セキュリティーのところについ

て中央のスクリーンで説明させていただきます。まず、ＩＣＴ環境について、学

生に対する満足度のアンケート調査を令和３年度に行っております。その中の設

問の２番に、本校のＩＣＴ環境について満足していますかという設問がありまし

て、それに対する回答はこちらです。やや満足と満足、これを合計すると約８０％

の学生が回答しておりまして、ほぼ満足される環境になっているんだなと考えて

います。ただ、一方で、不満、やや不満を合計すると約２０％になりますが、不

満もないわけではないと。その設問の自由記述のところに挙げていただいたのが

これらなんですが、ネットワーク環境の通信が不安定とか、それから、学校の無

線ＬＡＮにタブレット端末をつなぎたいとかいろいろな要望があります。それか

ら、教室のプロジェクターが暗いとか、そういったものがありますが、ネットワ

ーク環境に関しては、通信速度に関しては今年度夏に整備いたしました。それか

ら、教室のプロジェクターについては、また予算がつき次第、順次明るいものに
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変えていっております。それから、セキュリティーですけれども、パスワードポ

リシーの遵守とか多要素認証の実施とかウイルス対策ソフトなどを使ってセキ

ュリティーを強化しております。それから、ネットワーク接続は申請許可制、そ

れからこういったセキュアが、これはＩＥＥＥ８０２.１Ｘ認証というセキュア

なネットワーク環境も使っております。それから、学校の集合してやるパソコン

を整備して、絶えず新しいものに公費で更新していくというのはなかなか難しい

ところがありまして、令和３年度からＢＹＯＤのＰＣ、学生にノートパソコンを

購入していただいて、その学生所有のＰＣで授業を受けていただくということを

始めました。これによって費用負担がかかるんですけれども、新しい情報環境を

使いながら学生が授業を受けていくということができるようになってきていま

す。以上で終わります。何か御質問ありましたらよろしくお願いいたします。 

天野参与：いかがでしょうか。 

池田参与：学習に使うためのパソコンだとかそういうのを各個人が使えるんですけれ

ども、それは学ぶために使うのと、個人で使う場合がありますよね。個人で使う

ものもどの程度個人に守るのか。そこにあるデータというのはどなたかチェック

して、好ましくない情報なんかがあったらまずいよ、というのも言うのかどうか。

その辺に、学生が学ぶために使う、そうでない別な目的で使う、ここを皆さんは

どういうふうに監視というのか見るのか、そこで何かが起きたらその情報ってど

んな扱いをされるのか、その辺をお伺いしたい。 

古川副校長：例えば、学生が自分のスマホでＳＮＳを使っていたりとか、スマホでい

ろいろなウェブを見たり、いろいろなところに情報発信したいという部分の話に

なりますかね。 

池田参与：例えば未成年の学生がお酒を飲んでいる写真が出たとしたらどうされま

す？ 

古川副校長：その場合は、学校で把握した場合には、本人に事情聴取して、その内容

によって学校の……。 

池田参与：ですから、把握するには周期的に監視されるということですか。 

古川副校長：監視はしていません。学校として……。 

池田参与：しないと、何が入っていてもいいんですね。 

古川副校長：よくはないんですが。 

池田参与：とんでもないものが載っていても全然見ないわけだから、使うことができ

るわけですよね。 

古川副校長：学校としてのウェブとかそこには一切学生は情報を載せられません。 

池田参与：そういう記憶する部分がないんですか。例えば、学生が実験した実験デー

タを入れておくところがありますよと。これを別の目的で使って、どなたも見ら

れないとすると、不正アクセスからいくと、何に使われているか分からないです

よね。大丈夫ですか。 

古川副校長：学校としては、そういったものはウェブに置くようなことはしていなく

て、基本的にグーグルドライブとか、マイクロソフトのワンドライブのようなも

のですが、それを学生が使っている形ですね。 

池田参与：個人のメモリに勝手に入れなさいよという形になっているということです
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か。 

古川副校長：そうです。 

池田参与：分かりました。 

天野参与：ほか、いかがでしょうか。情報セキュリティーの問題は非常に大学も大き

くて、個人管理の問題と公的なもの、しかも研究データとかいろいろな公的なも

のをどうやって保存していくかというのは、今大変な問題になっていまして。 

池田参与：高いものは難しいですよね。 

天野参与：そうですね。非常にこれは悩ましい問題だと思います。ほかはいかがでし

ょうか。よろしいでしょうか。なければ次の項目に移らせていただきます。 

 

濵口副校長：それでは、１１から１３番まで、大項目３、学習環境及び学生支援の部

分の前半になりますが、再び教務主事、濱口から御説明させていただきます。１

１番につきましては、新入生、留学生、編入生に対して、履修や施設、設備等に

関するガイダンスを実施しているかという点検項目となります。こちらにつきま

しては、それぞれ実施しているという自己評価４となっております。様々な変更

点を含めて、適切にガイダンスの実施を継続していくということにしております。

１２番、後ほど説明させていただきますが、学生の自主的学習を進める上での相

談・助言等を行う体制が整備され、機能しているかという項目になります。１３

番は、特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援及び生活支援等が行われ

ているかという点検項目となります。こちらにつきましては、入学前の調査、保

健調査票による保護者からの申出等をはじめとして、それぞれ特別な支援の確認、

必要な学生の確認を行って進めております。自己評価としては４とさせていただ

いております。今後も学生一人一人の状況に応じて支援を行っていくということ

で継続をしていきたいと考えております。それでは、１２番に戻りまして、学習

環境及び学習支援のところの学生の自主的学習を進める上での相談・助言等の体

制になります。こちらにつきましては、準学士課程においては学級担任制により

学生の相談、助言を行っています。学級担任制をしいておりますが、非常に学生

に近い立場ということで、学級担任業務ガイドというものをつくりまして、こち

らを参考資料に学生に対して担任を中心に学年団というまとまりであったり、ま

たは学科単位の相談に対して教員の中での相談体制も進めていただきながら学

生一人一人に対応しているということになります。また、メール目安箱等、学生

の意見や苦情を受けるシステムというものが構築されていて、対応は遅延なく行

われているということを確認しております。また、専攻科課程については、専攻

長及び専攻科長が相談、助言を行っています。専攻長というのは準学士課程でい

うと、学級担任に当たる専攻科の教員ということになります。今後も学級担任ガ

イドブックの確認、見直しを継続して進めて、学校としての体制、学生に周知す

る仕組みを今後も検討して進めていくということにしております。私からの説明

は以上です。御質問等ありましたらお願いいたします。 

天野参与：いかがでしょうか。お願いします。 

小河原参与：今のメール目安箱とか学生の意見や苦情というのがあるんですけれども、

これは大体年に何件くらいあるんでしょうかというのと、それと、その下の１３
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番の入学前に保健調査票による保護者から云々の入学時の支援可能な体制を整

えているということがあるんですが、これも全体の今の学生の中で何人でも何％

いいんですけれども、どのぐらいおられるんでしょう。 

濵口副校長：まず、後半の部分の御質問についてですけれども、入学前に保健調査票

によって、例えば、入学式の前に相談を希望するとか、入学式の日に保護者の方

が見えたときに保健室で相談を希望するとか、そういうところ、まず、保健調査

票を入学書類と共に郵送していただくんですけれども、そこに記述があったとき

に学校から電話で連絡を入れまして、そういうことを必要でしょうかというよう

な話をしたりしております。毎年１０件程度ぐらいだと把握をしております。後

半についてはそのような形になります。また、メール目安箱の件数についてです

けれども、２１年度、昨年度は２１件、今年度については１４件ということで対

応をしているというところになります。 

小河原参与：ありがとうございました。 

天野参与：ほかはいかがでしょうか。 

渡辺参与：伺いたいんですが、コロナ禍でやっと経済が上向き始めたんですが、学生

の相談の件数というのはどんな推移で来ているんですかね。 

濵口副校長：それにつきましては学生相談室長からお願いします。 

板屋学生相談室長：学生相談室長の板屋と申します。よろしくお願いします。まずは、

本年度の学生相談室の件数が、学生及び保護者からの相談を全部含めまして、こ

れは先週末までで３１０件です。そのうち学生の相談が２３０件です。昨年度は

大体２００弱、その前の年がコロナで学校が途中でオンライン授業とかがありま

した件でかなり少ない年もあったんですけれども、大体２００を超えております。

学生自身の相談が２００超えております。以上です。 

渡辺参与：あわせて伺いたいんですが、この大項目３のその２にあるいじめの関係と

か、こういう類いの相談が多いんですか。 

板屋学生相談室長：いじめに関しては、もしあった場合にはいじめ対策委員会があり

まして、そこで話し合うことになりますが、いじめに関しても、いじめアンケー

トは大体、嫌な思いをしたかどうかという確認は年４回やっておりまして、実際

いじめアンケートは詳しくは前期後期１回ずつやっておりまして、今年度は多少

未然防止というところでいじめに発展する前に対処していて、実際にいじめが起

こったというのは今年度は実はそれで議論したことはありません。昨年度は１件

ありました。 

渡辺参与：ありがとうございます。こういうことで相談が多いという傾向みたいなも

のというのはございますか。 

板屋学生相談室長：相談内容ですけれども、勉学不振とか、あとはメンタルの、いろ

いろメンタルが落ちるといいますが、あとは家族との関係ですか、そういうとこ

ろが主な相談内容となっております。 

渡辺参与：ありがとうございます。 

天野参与：よろしいでしょうか。まだ項目がたくさん残っているので、次に進ませて

いただきたいと思います。 

濵口副校長：ありがとうございました。 
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児玉副校長：よろしくお願いいたします。学生主事の児玉といいます。本校には学生

支援委員会という組織がございまして、次に挙げます４本柱をメインとして業務

を遂行しております。１つ目が、就職や進学に対する進路指導、それから問題行

動などに対する生活指導が２つ目、３つ目は奨学金ですとか授業料免除などの学

生生活の支援、４つ目として学生会活動とか文化祭ですとか、あるいは課外活動

などの支援を行っております。こちら、今メインでお示ししていますスライド、

同じものを手元にも資料があると思われますが、本日はその中で特に４つ目に挙

げました課外活動支援について報告させていただきます。テーマは課外活動に対

する支援が適切に機能しているかと書かせていただきました。まず、根拠資料に

今までも出てきていますが、マニュアルですとかガイドラインですとか、たくさ

ん登場してきますので、長野高専の教員は教科書がないと動けないのかと感じら

れる向きもあるかもしれません。電気科ですとかあるいは機械科、特に専門学科

の先生方は大学の博士課程を出て研究機関に勤めた後に本校に着任されたり、企

業に複数年お勤めになってから本校に来られたりする方もいらっしゃいますの

で、冒頭で申し上げた学生支援委員会、私どもが担当しております業務に関して

は、経験が不足する場合もございますので、支援が不十分で学生の不利益となら

ないようマニュアルですとかガイドラインなどを作成して業務を進めておりま

す。スライドを見ていただいて、左側、支援体制の３項目めに書いてございます

令和４年の３月に長野市の北部地域で活動を展開されております３つの総合型

スポーツクラブ、北部スポーツクラブ連合と包括連携協定を結ぶことができまし

た。スポーツクラブの会員に長野高専の体育施設が空いている時間帯にその場所

をお使いいただいたり、逆に長野高専の課外活動をスポーツクラブのスタッフに

指導いただいたり、ウィン・ウィンの関係が構築できればと考えております。ま

た、卒業生中心に外部指導者として登録いただきまして、技術指導などサポート

をしていただいております。令和４年度に関しては１７の団体や２４人の外部指

導者から支援や指導をいただきました。続いて、スライドの右側ですが、御覧く

ださい。中学の部活動が令和５年度から３年間で地域に移行されるというニュー

スをお聞きになられていると思います。高専の課外活動に関しても例外ではござ

いませんで、支援の質が低下しないようにしつつ、業務負担の軽減を模索してお

ります。令和２年の秋から課外活動指導員と呼んでおりますが、非常勤職員を２

名雇用しまして、土日など休日の課外活動に関してはその団体の顧問が登校し、

見守り等の指導を行わなくても大会やコンテストに向けた活動を行えるように

しました。さらに、令和４年の春からは、ちょうど１年たとうとしておりますが、

平日の放課後、１７時以降の勤務時間外に関しても、課外活動指導員が緊急時対

応を行えるよう指導員の数を増員して対応しております。また、団体の名前は一

覧表に書かれているが、実際の活動が充実していない団体、いわゆる幽霊部員と

申しましょうか、幽霊団体に関しては整理を行えるようにスライドに書いてござ

いますが、団体活動の継続に関する許可基準を定めまして、年度末に審査を行い、

評価の低い団体に関しては解散ですとか降格などの指導が行われるようにいた

しました。団体の数の最近の増減に関してはスライドに書かれたとおりでござい

ます。以上で説明を終わります。 
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天野参与：御質問、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、まだありま

すので、次の項目に移らせていただきます。 

 

大項目４：準学士課程の教育課程・教育方法・学習成果（教務主事） 

濵口副校長：それでは、再び、三度ですが、濱口から説明をさせていただきます。大

きなＡ３の資料７ページ分の４ページということになりますが、こちら全て１８

から２７の中から主には１９と２０について説明をさせていただきます。１８に

つきまして、点検項目はカリキュラムポリシーに基づき、教育課程が体系的に編

成されているかということで、自己評価は４、学科再編のカリキュラムについて、

さらに整理を進めていくということにしております。飛ばしまして、２１番のカ

リキュラムポリシーに沿って適切なシラバスが作成され、活用されているかとい

うことで、授業の最初に説明を含めまして、カリキュラムポリシーに沿って到達

目標を記したシラバスを策定して活用しているということですが、再編によって

少しウェブシラバスの十分な対応等の部分で点検、整理していかないといけない

ところが残っているというところで自己評価を３とさせていただいております。

成績評価、進級及び卒業判定についてですが、番号２２、成績評価、単位認定、

卒業認定の基準等が学生等に周知されているかというところで、自己評価は４と

いうことで、こちらは必要に応じて改善を進めていくということで確認をすると

いうことにしております。２３番、成績評価は適切に行われているかということ

で、こちらも点検どおり、自己評価のとおり、４ということで、点検がより効果

的に運用できる体制を検討するとしております。２４番、進級判定、卒業認定が

適切に行われているかということで、学年末、成績判定会議を開催しまして、資

料を作成し、教員会議において確認をしているということで、自己評価を５とし

ております。２５番、学習教育の成果ということで、ディプロマポリシーに沿っ

た学習教育の成果が認められるかということで、こちらにつきましては自己評価

を４としております。必要に応じた改善を進めることとしています。２６番、卒

業時の学生及び卒業生、進路先関係者からの意見聴取で、ディプロマポリシーに

沿った学習、教育の成果が認められるかということで、自己評価を３としており

ます。こちら、先ほどもお話にございました回答率の改善に向けて、また新設し

た教学ＩＲ室を中心にさらに体制を整えて整備していくということにしており

ます。自己評価は３としております。２７は、卒業後の進路状況から判断して学

習教育の成果が認められるかということで、進路先等を確認しつつ、自己評価を

４とさせていただいております。大きな画面の方ですが、上に戻りまして、１９

番と２０番になります。１９番、左側が教育課程には学生の多様なニーズ、学術

の発展動向、社会からの要請に対応した科目、創造力・実践力を育む科目、異文

化や地域の文化を理解する科目などが配置されているかということで、こちらは

自己評価４とさせていただいております。現状、実践的な問題解決型学習、アク

ティブラーニング、実験実習、卒業研究などにより、課題の発見能力、解決能力

及び論理的に表現する能力を育成する授業科目を編成しております。今後、学科

再編によって、左側の図にありますが、こちら学科再編の図になります。工学科

は１学科となりまして、今後はエンジニアリングデザインという項目のところで、
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２年生、あるいは４年生で、クラス、分野を超えた形の授業というものを設計し

て進めていくということにしております。こちらは新しい形の、これまでにない

学科再編後の科目ということで、計画をして進めるということにしております。

また、下の方では、今日、注目されている分野でありますデータサイエンス、あ

るいはリベラルアーツ教育にも力を入れていくということで、進めるということ

になっております。今年度１年生、学年末を初めて迎えているということになり

ますが、また来年度の１年生、また２年生に進む、工学科の新しい２年生に対し

ましてもしっかり教育活動、新しい形の活動をしていくということになります。

右側、番号２０になります。教育内容に応じた適切な学習指導、途中指導上の工

夫がなされているかということで、自己評価を４とさせていただいております。

主体的な学習活動に向けた教材の利用や新たなオンライン教材の活用、遠隔授業

でも利用できるカメラやＰＣの設置など様々な工夫を行っているということの

現状になっております。少し写真を載せさせていただいておりますが、コロナ禍

で新しい教育の手法というものがどの大学や高専でも、また中学校や小学校でも

扱われております。こちら、我々も教員としてのいろいろな技を身につけたとい

う部分もあります。これらを例えば家庭学習に利用したり、新しい説明の方法と

したいということで、今後も取り入れて進めていくということになろうかと思い

ます。こちらは根拠資料にも挙げさせていただいているんですけれども、授業公

開のときに教員相互で参加をしているところの教員のコメントの中に実は出た

りしているんですけれども、こういうところが参考になった、新しい先生方、そ

れぞれが工夫される技というものを教員相互に参加して自分のところでも取り

入れるとかというようなことも行っているということになります。私からの説明

は以上になります。御質問等よろしくお願いします。 

天野参与：御質問等ありましたらお願いします。私から、ここは多分すごく項目が多

くて、学びの質保証のところとかなりかぶるところが多いなと思うんですけれど

も、これはこのままの項目でいいんですかね。もう少し整理ができないのかなと

いうような気はしたので、というところで、自主的なものとならなければいけな

いんですけれども、それともう一点、ディプロマポリシーで質保証というところ

の中でそれを確保するためのカリキュラムのポリシーとか授業へのひもづけと

いうのが多分これから求められるのかなと思って我々もやっていますけれども、

そこら辺は、今、作業はされていますか？ 

濵口副校長：これまでもディプロマポリシー、今、３ポリシーをしっかり整理という

ことで注目されている前の段階から学習面に対する学習教育目標ということで、

目標を設置しまして、それと各科目がひもづいているというような状態になって

おります。これがディプロマポリシーの中の例えば専門科目であったり一般科目

であったりというところの理解というものがディプロマポリシーの中に入って

いるというような形、各科目との対応ができているという形になっています。 

天野参与：分かりました。 

平林参与：実は２３番と２４番について確認したいんですが、成績評価が適切に行わ

れているかが評価４で、その評価を基に進級判定等をするわけですよね。これは

５なんですよね。というか、これが分かれること自体がよく分からないんですね。
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これは矛盾があると思うんですが、いわゆる成績評価はちゃんと行われていなけ

れば進級判断はできないんじゃないかなと。だから、この項目を分けた意味を、

４と５にした、さっき言われたみたいに評価が曖昧過ぎるもんだから分からない

んですけれども、成績評価をちゃんとしないと進級判定並びに卒業認定が適切に

行われているかというところは共通じゃないんですかねと思います。 

濵口副校長：ありがとうございます。先ほどの項目の整理というところも関係してく

るとは思います。成績評価が適切に行われているかということで、まず、科目の

成績評価についてはシラバスどおりということで、科目担当者による学生の成績

の評価ということになります。こちらが正しく行われていることを成績評価履歴、

あるいはその根拠となる資料を確認しながらそれを行っているということにな

ります。項目としては、作業としては、そういう形になります。進級判定、卒業

認定というところにつきましては、学校全体ということで、判定資料を見て、そ

れを教員会議、成績判定会議、卒業認定会議において認定しているというところ

になります。先ほどの自己評価の上が４で下が５というのは確かに違和感という

こともあるかもしれないので、ここは項目の整備というところと併せて観点のと

ころも整理していかないといけないと思いますので、こちらについては再度確認

をさせていただきたいと思います。 

池田参与：１年次から２年次に行くときに、専攻の選択というのはそれぞれが勝手に

できるんですよね。アンバランスが起きちゃうとどうするんだろうなという。 

濵口副校長：新しい１年生が１２月に希望を取って、そこから調整を行いまして、お

よそ順番にいくと、情報エレクトロニクス系が２クラス、８０人程度、機械ロボ

ティクス系が８０人程度、都市デザイン系が４０人程度ということで、まず、１

年生に周知しまして、希望調査を行うということになります。今回、それ以前に

２回予備調査のような形で、年度途中で行っておりまして、最終的に４名の学生

に対して第２希望に移動してもらうというような調整となりました。そこにつき

ましては、担任との面談という形で、機械的な形ではなく、進めたという形にな

ります。 

池田参与：辞めちゃう可能性もあるけれども、それはそれでしようがないねと。 

濵口副校長：そうならないように話をしていただきながら進めていただいて。 

池田参与：せっかく高専に入って、こういうところへ行きたいんだと言って入ったん

だけれども、あとは説得されて残りますか、自分の意思を通しますかという判断

を二、三回やりますよと。要するに、入学するときに選んでくるんじゃなくて、

２年になるときに選ぶんですよねとおっしゃっているんですよね。 

濵口副校長：そうですね。入学の段階でもう既に決めていたという学生も当然いたり、

入学のときとは変わってこちらを希望するという学生も結構多い数ありました。

入学時には決まってないという学生もおりました。いろいろな学生がいて、実際

に１年生に入って、それぞれの分野の内容をしっかり理解した上で変わった、あ

るいは変わらなかった、それぞれ一定数いて、中学校の段階で選ぶというのは難

しいということはあると思います。実際に話を聞いてみると、こっちの分野だと

いうことに変わった学生がおりましたので、選択としては、行けなかった子がい

るのは我々も残念な部分はあるんですけれども、選択するという部分については
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これまでよりは情報としては与えられたかなと思っております。 

天野参与：よろしいでしょうか。まだまだ項目が残っておりますので、先に進ませて

いただきたいと思います。それでは、次の項目をお願いします。 

 

大項目５：専攻科課程の教育課程・教育方法・学習成果（専攻科長） 

渡辺副校長：よろしくお願いします。専攻科長をしております渡辺といいます。Ａ３

の大きい自己点検・評価の項目の５ページ目のところの資料が専攻科に関連する

ものになっていまして、項目が２８番から３７番という項目になっています。そ

れぞれの点検項目、２８から３７については、先ほど濱口から説明させていただ

きました準学士課程と同様の項目になっています。本科の場合には卒業という項

目を使っていますが、専攻科の場合にはと修了という項目になっております。も

しかすると御存じない方もいらっしゃるかもしれませんが、御説明させていただ

きますと、専攻科は本科５年間の課程を修了した後に２年制の教育課程になりま

す。その２年、ちょうど大学の３年生と４年生の課程が本科の５年の上について

おりまして、２年間修了しますと、大学改革支援・学位授与機構から学位が授与

される、または、もう一つ、本校は豊橋技術科学大学との連携教育プログラムと

いうのを実施しております。そちらのところとちょうどダブルディグリーといっ

ているのかどうかあれですけれども、ちょうど本校の専攻科と豊橋技術科学大学

に同時に入学いたしまして、同時に入学した学生は豊橋技術科学大学から学士、

いわゆる大卒の資格をもらうというような制度になっております。各それぞれ、

ちょうど２８番、２９番が教育課程の編成につきましては、２つとも自己評価４

で評価させていただきました。続きまして、３０番、３１番のところの授業形態、

学習指導法につきましても、ともに４で評価させていただいております。 続き

まして、３２番、３３番、３４番の成績評価、修了判定につきましては、最終的

な３４番の修了判定については５で評価させていただきました。あとの項目につ

いては４で評価させていただきました。特に成績評価の点検というのは、各教員

が成績をつけたものをエビデンスという形で提出いたしまして、それを教育改善

委員がちゃんとシラバスどおりに評価されているかというのを、ある意味目視的

にチェックしていますので、もう少し効率的に検討できるような体制ができない

かなというところはあります。最後の項目が３５から３７番の学習教育の効果に

つきましても、全て４と呼んで評価させていただきました。今回中心で説明させ

ていただきますのは、３７番の学習教育の効果について御説明させていただきま

す。この表につきましては、過去５年間の専攻科の学位取得状況と進路決定状況

になります。平成２９年度から昨年度令和３年度までのものになっています。専

攻科の１学年の定員が２０名になっております。大体学位授与機構から１３０％

以内にしなさいという指導をいただいて、今年度２７名と、昨年度は２７名でし

た。昨年度からちょうど連携教育プログラムの学生が２名在籍していましたので、

２７名中２５名は大学改革支援・学位授与機構で学士を取得しました。また、２

名につきましては豊橋技術科学大学から学士を取得したという形になります。進

路状況につきましては、専攻科の特殊なところもあって、就職が大体８割で進学

が２割というような状況になっています。昨年度については進路決定率１００％
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という形になっています。そのほかも、進路決定率は１００％と、修了者につい

ては１００％になっているところなんですけれども、年によって休学とかそうい

うのが出てきまして、学位取得率が１００％になっていないというような年度が

出ております。以上です。 

天野参与：何か御質問ございますか。特にここはよろしいでしょうか。それでは、次

に進ませていただきます。 

 

大項目６：アドミッションポリシーに沿った学生の受け入れ（入試広報室長） 

鈴木入試広報室長：アドミッションポリシー、いわゆる受入れ方針に基づいた学生の

受入れについて、本科と専攻科について説明させていただきます。入試広報室長

の鈴木です。よろしくお願いいたします。専攻科のほう、ここはアドミッション

ポリシーにのっとったということで、専攻科と本科は同じ項目で評価しておりま

す。まず、４１番が適切な選抜方法、４２番が入学選抜の改善、４３番が受験者

数増加対策というような形になっております。おのおの評価が４、３、３という

形になっています。適切に選抜が行われていますが、４２番、改善法が具体的な

例がないということと、あと、４３番は先ほどの話で１３０％を超えているとい

うことになります。これは専攻科です。 本科のほう、２枚戻っていただいて、

こっちも適切な選抜方法ということでやっていますが、選抜をしているんですが、

改善する余地があるということで３にしております。３９番は入学者選抜の方法、

ここは先ほどの話にありました教学ＩＲ室の新設につきまして、これまでの検証

を進めていっているところですので、評価を３にしております。次、４０番につ

いて詳しく説明したいと思います。４０番におきましては、受験者数の増加対策

ということで、そちらの大きな画面に示してありますように、本校主催のイベン

トとして３つ実施しております。１日体験入学として、中学生の３年生を本校に

呼びまして、新学科の体験ですとか学校説明会を４２３名に行いました。 その

２つ下、秋の説明会というのも行いまして、これも学校説明と授業見学及び施設

見学を９０名の生徒さんに行っております。真ん中のところのオンライン進学説

明会は、これは中学校の先生に対してオンラインで説明会を実施しました。８４

人の先生が参加しております。下のほうは中学校からの依頼でのもので、まず、

直接中学校から本校に依頼がありまして、本校の先生が中学校に直接訪問して中

学３年生に対して説明を行うというのが３校ありまして、人数が多くて４４５名

です。あと、個人とかからの申込みがあって学校を見学するというのが７件、あ

と先輩の話を聞くとかというので本校の学生が中学校に行って、中学３年生を対

象にお話をするというのが７件ありました。このような形で行っております。先

ほどの説明会の話はウェブで公開しておりまして、そこからも見ることができま

すし、あとサイエンスツアーという形で出前授業という形で申し込んで高専を多

くの小中学生に知ってもらうという機会をつくっております。しかし、受験者数

の対策に対してはまだまだ改善する余地がありまして、今年度新しく入試広報室

を立ち上げました。入試広報室で新たな手法を始めているところですが、なかな

か倍率が上がらないのは事実ですので、もうちょっと中学生に来ていただければ

なと思いますし、あと女子学生の増加も今考えているところです。以上です。 

23



 

 

天野参与：何か御質問ございますでしょうか。 

丸山参与：長野市です。お疲れさまでございます。いろいろと体験入学ですとか出前

授業、公開講座ですとかいろいろやっていただいて本当にありがとうございます。

我々も今、義務教育の中で、基本的にはもうちょっと理工系へ進む学生といいま

すか、生徒を増やしたいと。要するに、理科とか科学とかＩＴとか、そういった

ものに興味を持たせるようなことをやろうということで、Ｒ５年からスーパーサ

イエンスプログラムみたいな形でやろうとしておりますので、また御協力いろい

ろとお願いしたいと思うんですけれども、特に今、鈴木先生からそんなに、これ

だけやられても受験者数が伸び悩んでいる、あるいは女子が少ないということな

んですけれども、具体的に数字的にどのぐらいなんですかね。 

鈴木入試広報室長：女子学生は、ここ５年間で大体３８から４２人くらいとか、２０％

ですね。ずっと横ばいになっております。工学科が１学科になって少し増えるか

なと思ったけれども、今年の１年生は３８人という、例年どおりということにな

っています。 

丸山参与：分かりました。今も申し上げたとおり、これから初等・中等教育において

も理科好きをもっと増やして、特に女子なんですけれども、優秀な子は本当にた

くさんいます。ただ、国もそう言っていますけれども、もう少し女性の活躍でき

る、理系へ進む子をぜひとも増やしていきたいと思っていますので、またいろい

ろと御協力のほどよろしくお願いしたいと思います。 

鈴木入試広報室長：こちらもよろしくお願いいたします。 

天野参与：ほかはいかがですか。 

倉島参与：要望というか、県なんですけれども、他高専の取組としまして、同窓生、

卒業生に対してホームカミングデーだったかな、４０歳前後、要はお子さんがち

ょうど中学卒業前後の卒業生に対しまして、学校から案内を出して、学校のまた

説明とかそういう活動をされている高専があります。そんなことも検討していた

だいて、また、入学者数の増加に活用していただければと思いますので、新たな

手法ということの中でひとつ御検討いただきたいと思います。 

鈴木入試広報室長：ありがとうございます。ぜひ参考にしたいと思います。 

天野参与：もう一方、お願いします。 

柳見沢参与：お願いします。先ほど部活動の支援のところで関わらせてもらっている

スポコミなんですけれども、週１回ぐらいは今高専へ来て、活動の場を提供いた

だいてやっているんですけれども、高専の魅力ってすごくあるように感じている

んです。生徒の質が非常に高い。これはすごい魅力になると思うんです。だから、

何かもう少し発信の仕方をすると、高専の魅力が伝わりながら子供たちが集まっ

てくるという状況はきっとあるんだろうなと思うんですが、そんな中で、３８番

のところで、選抜実施の子供の気持ちと何か一致しないで入学しちゃっていると

ころの改善の余地があると評価されて３なんですけれども、これは具体的にどん

なようなことでこういうことを感じられているのか、ここら辺をもう少し教えて

もらいたいのが一つと。それから、先ほど入試広報室というのはここで言ってい

るＩＲ室という、ＩＲというのがよく分からないんですが、そのことなのかなと

思ったんですが、２点を教えていただきたいんですが、お願いします。 
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鈴木入試広報室長：アドミッションポリシーというのは科学、数学、理科、英語がよ

くできる人と、あとは科学に関心を持っている人ということで選抜しているんで

すけれども、必ずそれら全てがついて入学選抜に関わっているかというのは、ま

だ疑問するところがあります。改善するところがあります。特に学力選抜は単純

に成績だけというか、ペーパー試験だけで取っています。推薦の場合は面接とか

があるんですけれども、そんなようなところでもうちょっと適切な評価ができる

かなということで今考えているところです。そういうことを考えるに当たって追

跡調査、入ってきた学生がどのような形で本校の教育を受けているかということ

で、そういうことを分析する部屋が教学ＩＲ室です。分析室みたいなところです

ね。そういうところで分析をして検証を進めていきながら入試改革とか入学者の

人数をたくさんになるようなことを考えているところです。 

柳見沢参与：ありがとうございました。 

天野参与：よろしいでしょうか。それでは、次の項目、よろしくお願いします。 

 

大項目７：研究活動の状況（研究主事） 

小野副校長：それでは、大項目７番、研究活動の状況ということで私から説明させて

いただきます。まず、番号の４４番ですけれども、研究体制と支援体制というこ

とで、特別経費、配分経費等を使いまして研究活動を活性化していただこうとい

うような活動をしたり、科学研究費の補助金の申請書の提出、こういうものをや

っております。あと、リサーチャーのニュースレターを活用しまして、地域との

連携、共同研究の推進ということをやってございます。４５番と４６番、自己評

価が３ですが、表のほうは４になっております。４に訂正させていただきたいと

思います。研究活動の成果としては、こういうことをやりましたよと、皆さんも

一緒に活動しませんかということでシーズ集を発行して、共同研究等に使うよう

な、あるいは地域への我々の研究活動の展開、こういうことを取り組んでおりま

す。また、研究業績、これはもうどこでもそうなんですけれども、集約しまして、

どんな教員がどういう活動しているのか、これを把握しながらより改善していく

ような取組を進めてございます。４６番、研究活動の改善なんですけれども、実

は従前、研究支援委員会という形で、研究倫理とか特許とか研究活動の活性化と

いうことを含めてやっておりましたが、本年、研究推進委員会と研究倫理委員会

というものに分離しまして、研究活動の推進を担当する部分と、見た目が違う研

究倫理に関してはもうちょっと違う組織でやりましょうということで体制を整

備させていただきました。大きいスクリーンのほうですけれども、研究活動の状

況ということで、これは令和３年度、こちらは令和４年度の１２月の時点ですけ

れども、共同研究、受託研究、受託事業補助金等でどのぐらい外部資金を取って

きているか、どのぐらいの件数の活動をしているかというところでございます。

前年度と比べまして、ほぼ同等ということで４をつけさせていただいたんですけ

れども、本来でしたらこれをもっと伸ばすような我々も努力していかなきゃいけ

ないところであると考えております。あと、科学研究費補助金ですけれども、こ

れも前年度とほぼ同等の件数、あるいは金額となっております。科研の申請書の

添削事業で、何名か新たに科研採択になっている場合もございます。こういう事
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業を今後とも継続して続けて取り組んでいくという考えでおります。私からは以

上です。 

天野参与：いかがでしょうか。 

池田参与：研究活動をやっていく中で、長野高専だから長野県にあるわけですけれど

も、長野県の産業だとか、これからの要するに、将来を考えて、こういうところ

を長野高専の強みとしていこうじゃないかというような研究の方向づけという

んですか、ビジョンみたいなのがあったら聞かせていただきたいんですが。 

小野副校長：非常に難しい御質問なんですけれども、今、実際長野県の企業と共同研

究の件数が恐らく今ここの共同研究３０件の中の１０件、１２、３件だったと思

うんですけれども、正確な数字を私は把握していませんでした。こういうものを

もっと県内の企業と深めていければなというつながりを、大きなことから始めず

に、小さなことからもうつながりをつくりながらうまく進めていきたいなと考え

ております。大きなビジョンとしては、長野高専、これだけ地域とつながってお

りますので、そこのところのパイプをうまく生かしながら取り組んでいく体制を

これから考えていきたい、取り組んでいきたいと考えています。 

池田参与：そういう方向ですと、今からの延長線上でしかなかなか見えないと思うん

ですけれども、たまたまちょうどコロナかなんかがあって、これから地球環境も

含めて変わらなきゃいけないんだよね。変わる方向に対して長野高専はこういう

技術でリーダーシップを取っていきたいから、産学連携をやろうじゃないかみた

いな方向づけをぜひ出していただきたいと思っているんです。お願いします。 

小野副校長：ありがとうございます。 

天野参与：よろしいでしょうか。そうしましたら、次の項目に進ませていただきます。 

 

大項目８：地域貢献活動等の状況（総務主事） 

古川副校長：では、私から大項目の８番、地域貢献活動について御説明いたします。

では、Ａ３の資料の７ページを御覧ください。７ページ目の上のほう、８番にな

りますけれども、小項目の３つに分かれています。まず、１つ目が地域貢献活動

の計画ということで、地域貢献活動が適切に定められて、計画的に実施されてい

るか、これについては、定められていて計画的にやっておりますので、自己評価

を５としました。それから、次の項目、地域貢献活動の成果ということで、目的

に沿った成果が得られているかというところで、これは自己評価を４にしており

ます。それから、次の４９番、地域貢献活動の改善というところで、これについ

てはアンケートでは改善しているので４と評価させていただきました。では、こ

れについて中央スライドで説明させていただきます。まず、地域貢献活動の目的

は、蓄積してきた技術開発と研究、こういった成果を地域に還元して、地域の発

展に資すること。それから、２番として産業界とか地域公共団体、コミュニティ

ー、ほかの教育機関と連携して社会活動に貢献するということが目的で定められ

ていて、そして、本校では、出前授業とかオンライン工学講座とか産業フェアに

出るとか、それから社会人向けのリカレント教育とか、これを年度当初に計画し

て実施しております。令和３年度には出前授業を２１件実施しています。それか

ら、令和２年度は８件でした。ここはちょうどコロナ禍の中でやっていまして、
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令和２年度は８件と少なめだったんですが、令和３年度は２１件になって増えて

きています。それから、オンラインの公開講座は１件、令和３年度に実施してい

ます。それから、産業フェア、これは令和３年度は１件でした。これは長野でし

かなかったので１件だったんですが、今年、令和４年度は長野と佐久と上田と諏

訪で産業フェアが開催されましたので、そちらに出て４件やっております。それ

から、最後のリカレント教育講座、これはテクノセンターで企画、担当者を設け

て４４講座、これを実施しています。そして、これらの地域貢献活動は、アンケ

ートを取りまして、そのアンケートで改善に生かしているというようなことをし

ております。以上になります。御質問ありましたらお願いいたします。 

天野参与：いかがでしょうか。大変よく頑張っているんじゃないかと思います。取り

あえず、次に進ませていただきます。 

 

大項目９：財務及び管理運営と情報公開（事務部長） 

亀井副校長：事務部長の亀井でございます。大項目９について御説明をさせていただ

きます。時間の関係もございますので、簡単に御説明させていただければと思い

ます。 まず、財務関係の５０番から５２番でございますが、財務関係のところ

でいきますと、まず、適切な収支に係る計画が策定され、関係者に明示されてい

るかということにつきましては、予算配分方針等で適切な収支に係る計画を策定

しまして、学内に明示しておるところでございます。適切に予算が配分され、そ

の執行状況の確認が行われているかにつきましては、当初予算配分というものが

ございまして、コロナ禍で、簡単に申し上げますと、例えば、年度当初、こうい

った今の御時世でございますので、新型コロナウイルス感染症等の拡大により、

今年度の実施がまだ年度当初では不透明なものであったり、まだ予算配分の段階

で学内コンセンサスが取れていないもの等につきましては、一旦校長裁量経費に

配分をしまして、内容を精査した後、あとは実施が確定した後、校長裁量経費か

ら適宜追加配分という形で行わせていただいております。あと、年度当初に機構

本部から配分があるものと年度途中で機構から配分があるものがございますの

で、年度途中で配分されているものにつきましては、適宜また必要なプログラム

に対しまして配分を行っておるところでございます。適切に予算が執行され、そ

の結果が公表されているかにつきましては、法令上、公表が義務づけられている

書類等々につきましては、その結果を公表しておるところでございます。 こち

らが今大項目９のところで財務関係ということで、これは学校要覧に出させてい

ただいているものでございますが、令和３年度の収入と決算額でございます。こ

うやって見ていただけると、トータルとして、収入の部が９億５,３０７万３,０

００円、支出の部が９億５,００４万４,０００円ということで、収入額と支出額

の差につきましては、寄附金等の外部資金の受入額であったり、翌年度に繰り越

す事業もあったりしますので、そういったところで差が出ておるということにな

ります。見ていただきますと、収入の部としまして、運営費交付金であったり、

授業料というので、大体これで３割強の部分で、あと入学検定料、雑収入という

ことが大体それで５割まではいきませんけれども、あとはここを見ていただきま

すと、横にもありますけれども、施設整備費がほぼほぼ５割に近い形、それは支
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出の部でも当然同じように、それは使途が限定されておりますので、施設整備費

として配分されたものについては施設整備費として執行しておるところでござ

います。今年度は、今、建物の改修を行っておりまして、また来年度以降もこう

いった形で施設整備は使途が限定した形で使わせていただきたいと思っており

ます。続きまして、管理運営の部分でございます。５３番、各種委員会、事務組

織が適切に役割を分担し、効果的に活動しているかということにつきましては、

内部組織規則や各種委員会の規則というものをおのおの制定してございまして、

そこの中で各種委員会であったり、事務組織がそれぞれのミッションを担ってお

りますので、適切に役割を分担し、効果的に活動をしておるところでございます。

５４番でございます。情報セキュリティーを含む危機管理等の安全管理体制が整

備されているかということにつきましては、情報セキュリティーを含むというこ

とになっているんですが、長野高専の場合ですと、リスク管理室というのを設け

ておりまして、今回のコロナ禍でのいろいろな対応、県や市の医療情勢が刻々と

変わる中で、そういったところで学校の運営というのをどうするかということを

リスク管理室で審議、決定をしておる次第でございます。あとサイバーセキュリ

ティーの各種規則というのが、これは一律全国の高専で制定を求められているも

のでございますので、そちらに沿った形で規則を制定しております。それ以外の

危機管理ということになりますと、防災管理マニュアル等々を整備しております。

５５番でございます。管理運営に関わる職員の資質向上を図るための取組が組織

的に行われているかということにつきましては、管理運営に係る資質の向上を図

るために、長野高専が自ら研修を実施するというのはなかなか規模的に難しいも

のでございますので、例えば機構本部が実施するような研修等への参加を積極的

に行っておるところでございます。外部資金を積極的に受け入れる取組を行って

いるか、これは先ほどの研究主事から４４番のところで科研費と、あと企業から

の外部資金のお話をさせていただいたところでございますが、そういった場合で

すと、外部資金公募の周知や科研費の申請支援ということで、いかに外部からの

研究費を獲得できるかということで、添削支援等を実施しておるところでござい

ます。ここには、あと、記載が漏れておりますが、外部資金ということでありま

したら、長野高専の教育研究地域貢献活動への支援とか、学生の就学のための支

援、あと国際交流の推進のための支援ということも目的としまして、長野高専基

金というものを設けております。長野高専基金の場合ですと、学生支援事業全般

にわたる支援であったり、就学支援事業、これは奨学金や留学支援といった形で

基金に一般の方、卒業生の方、また企業の方から御寄附をいただいて、有効的に

活用しておるところでございます。５７番でございます。外部の教育資源を積極

的に活用しているかということでございますが、これは実務訓練というものを通

しまして、夏季休業期間中に様々な企業・機関において実務訓練を実施しておる

ところでございます。これは準学士課程、いわゆる本科での４年制と、専攻科に

ついては学外実習で、企業等で５４０時間の実習を行ったところでございます。

あと、演習の中で企業等に勤務する方による講演を実施しておるところでござい

ます。一番最後でございますが、５８番、情報公開の部分でございます。情報公

開、教育条項について、学校教育施行規則の事項を含むものでございますが、公
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表されているかという自己点検項目につきましては、今お示ししたとおり、ホー

ムページの教育情報のところで公開をしておるところでございます。こちらにつ

きましても、最新の情報に更新して継続して公表をしていきたいと思っておりま

す。自己評価につきましては、そういったことで、私が今御説明したところに関

しましては全て４ということで自己評価をさせていただきました。説明は以上で

す。 

天野参与：いかがでしょうか。私、１点だけお伺いしたいんですけれども、今年、光

熱費の増加が私のところでも非常に困っているんですけれども、こちらはいかが

でしょうか。 

亀井副校長：実は、今、高専を取り巻く、高専だけではないんですんですけれども、

信州大学でもそうなんですが、契約の手法を見直すように言われていまして、い

わゆる新電力というところが、競争原理を働かせなさいということで、契約手法

を見直すように言われているところで、そこのところで、たまたまだったんです

けれども、うちは入札を１回実施したところではあったんですが、新電力さんが

入ってこなかったということで、従前どおりの中部電力さんからの契約に基づく

電気の供給を受けているところでございます。今委員長からもお話がありました

けれども、光熱水料につきまして、光熱水料というか、これはどこの高専、どこ

の大学も同じような形になっているんですが、やはり単価の向上というのがござ

いまして、それは今のところは何とか内部の中で省エネ等々を図ることでなるべ

く使用量を抑えてやっていこうということで、実際法人運営はしているところで

あるんですけれども、それでもやはり今回の高騰というのは結構厳しい話で、実

際のところ、機構本部が高騰に基づいて、今後、何か差額支援なりをしていただ

けるのかどうかというのは、今の段階でまだ不透明なところではあるんですけれ

ども、そういう形で機構で留保している予備費などを使って、値上げ部分につい

て支援していただければいいなと個人的には思っておりますが、今のところは法

人の中の、法人というか、学校の中で何とか捻出を図っているところでございま

す。簡単ですが、以上です。 

天野参与：ありがとうございます。うちも国から補助はあったんですけれども、実際

には半分ぐらいしか賄えていないので、自助努力せざるを得ないということで、

今年は何とかなるんですけれども、次年度のほうがもっとリスクが上がるとは思

っております。ほか、よろしいでしょうか。すみません、私の運営がまずく、か

なり時間が超過で、総合討論をする時間なんですが、予定の時間、あまり時間は

残っておりませんが、全体を通して皆さんから何か御質問、御意見がありました

らお願いします。 

 

（３） 質疑応答・意見交換 

倉島参与：５８の小項目ということで、これは大変なチェック項目だなと思うんです

が、私、お話を聞いている中で、組織の適正化とか予算の適正化かどうかという

話、これは根本的な話なんですけれども、そんなに人そのものが欲しいからとい

って増えるわけでもなく、恐らく、私、学校の運営に関してはあまり素人みたい

なことを言って申し訳ないんですけれども、結局組織の人数だとか予算というの
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はある程度決まってくるという前提でこれが行われていると理解をしておりま

す。そういう中で、そこについてどうこうというよりも、これだけのチェック項

目を今後転がしていくということになると、今の評価のやり方を教えていただき

たいんですが、これはあくまでこの項目に沿って担当者が自己評価をして、この

資料にまとめて出てくるというような趣旨で、何か経営層の中でこういうものを

全体を見通して議論を行ったりとかという仕掛けになっているんでしょうか。そ

れがもうこの項目は担当者がお願いといって担当者に投げて自己評価をして吸

い上げているだけの、そういう趣旨なのか、そこら辺の今のこの全体の評価の仕

方について教えていただきたいなというところはどうでしょうか。 

古川副校長：総務担当の私から御説明いたします。これは基本的に担当者の方から評

価をつけていただいています。それで我々副校長と校長が属する執行会議のとこ

ろにこの一覧表を上げて、そこで一応議論はしてございます。ただ、細かな、本

当に一個一個その会議の中で十分に議論しているかどうかというと、それは時間

の都合でなかなか難しいところがあります。 

倉島参与：ありがとうございます。実は私ども行政も同じような、こういう項目とい

うのがいっぱいあって、どうしても担当者任せになりがちで、我々も工業技術総

合センターとかで同じような評価をやったりするんですけれども、結構関連の項

目があるので、担当者ではなくて皆さんで少し議論を深めることによってより前

進できるような項目も幾つかあるなと感じましたので、私ども自戒も含めて、そ

んなようなことを仕掛けとして何か考えていかないと、人数がこれでオンされる、

これだけの仕事もオンされるわけですから、恐らく、放っておくと形骸化されて

いくというか、評価をすること自体が目的になりがちなものですから、そんなよ

うな感想を持ちました。あと、私ども研究という意味では、さっき言った工業技

術総合センターというのをぜひ今後の県の成長分野に向かったところで大いに

医療機器や航空機や、それこそ今ＥＶも出てきていて、何とかやって盛り上げて

いこうということで、県を挙げて少し予算をいただきながらやろうという動きに

なっております。ぜひ高専さんとも研究という面でぜひ一緒にやってやらせてい

ただきたいと思いますので、そんなことをお願いしまして、今日はありがとうご

ざいました。 

柳見沢参与：先ほども申したんですけれども、高専さんの学生さんの質の高さという

のは非常に感じるということなんですが、私の知っている事例で、長沼小学校で

プログラミングのやり取りをされていたというときに、私もたまたまそこの子供

たちの場面に居合わせたんですけれども、非常に子供たちが意欲的にプログラミ

ングをしているんですよね。それは高専の学生さんが持っているスキルに対して

求める子供たちがうまく関わることができたということだと思うんです。ですか

ら、高専さんが得意としている分野で、しかも学校サイドで必要としているよう

なところへ関わりを持っていくというようなことをアピールすることが高専の

学生の質を外へ向けて発信するいい機会になるんじゃないかなということを思

っているんです。非常に学生の持っているスキルをどう売り込むかということが

高専のＰＲにつながるかなということを強く感じています。それからもう一点、

今日、私どもで評価を宿題にされたというか、やるようになっているわけですが、
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昨年度もこの評価をどうするかということがオンラインの中で議論され、昨年度

は評価は難しいということでやらなくてよかったという経緯があったかと思う

んです。今回評価しますけれども、私は、非常に高専に関わる機会があるんです

けれども、評価する者として高専へ来れる機会を提供してもらうということが大

事なんじゃないかなというようなことを思うんです。だから、そんなようなこと

も今後検討いただいて、評価のところへ直接感じ取れる私たちの立場も保障して

いただけるとありがたいなと、こんなことを思いました。以上です。 

古川副校長：ありがとうございます。今のあとの話なんですけれども、高専に来れる

ような機会というのは参与会以外に見学だとか授業に見に来るというか、そうい

った機会ということでしょうか。 

柳見沢参与：そうです。 

古川副校長：ありがとうございます。 

天野参与：私から１点よろしいでしょうか。この自己点検・評価は多分内部でやるこ

とですから全項目やられていいのかなと思うんですけれども、外部評価に関して、

全部網羅するのは短時間で非常に難しいなと思いまして、各年度で重点項目を定

めて、その項目を毎年外部評価でやって、それが何年かで全ての項目に回るとい

うような、そういうことをやられると、我々も分かりやすいのではないかなとい

うところで、特に今年はこれを重点にしたいというような形でやっていただけた

らというのは私の提案でございます。 

古川副校長：御意見ありがとうございます。私どもも、これを今回用意しながら、内

容が盛りだくさんで、無理かなということは認識しておりました。ですので、来

年度以降、重点を絞ってやると同時に、こういった評価以外のこと、最近の高専

の変わったところとか、そういったトピックスのお話ができるチャンスがないと

いけないかなと認識しておりますので、来年度以降変えていきたいと思っており

ます。 

天野参与：もう時間が来ておりますので。 

小河原参与：２点お願いします。まず、１点目、今年からカリキュラムが変わったわ

けですけれども、これから１年から２年に上がるときの学生の退学者数と留年者

がおりましたらその数を教えていただきたいのと、例年より多いのか少ないのか

ということ。 それと、もう一つは、財務に関係があるかと思うんですが、今、

高専バス、大分苦戦されているとは思うんですけれども、その辺のところでもう

ちょっと利用者を増やすとか、逆に言えば、技術振興会、池田会長がおられます

けれども、そういったところで、スポンサーを集めてきれいなラッピングバスに

看板をつけちゃうと見栄えが悪いんですけれども、そんなことで少し収益性を上

げてもらうとか、例えば、中にモニターがあると思うので、学生の復習ができる

ような授業風景を撮っておいて、それを中で学生に流して、バスに乗る学生はち

ょっと得だよみたいな感じで、そんなことをしていただいて、利用されている学

生もおるようなのですぐにはやめるわけには思うんですが、そんなことでもうち

ょっと利用者を増やす、収益性を上げることも御検討いただきたいと思います。

これは要望なので返事は要らないですけれども、退学者とかその辺だけ数を教え

ていただければ。 
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濵口副校長：教務主事の濱口からお答えします。１年生についてということで、１年

生につきましては、まだ留年等についてはまだ成績会議がこの後ということにな

りますので、不明の部分はあるんですけれども、カリキュラムが、例えば１年生

の学ぶ内容が２年生に上がっている、少しゆとりを持ったカリキュラムにしたと

ころで、私、数学担当なんですけれども、数学に関しては成績は２年に比べてす

ごく上がっているなという印象がございます。退学者については、実は４月の入

学の時点から登校できずという学生が１名だけ、その方向で現在ということにな

っています。 

小河原参与：じゃ、例年多分１、２名程度はいたと思うので、あまり変わらないとい

う。 

濵口副校長：そうですね。１年生だとそういうあまり変わらない感じです。 

小河原参与：ありがとうございます。 

亀井副校長：バスの関係でございます。簡単に御説明させていただきますと、去年の

段階では、バスを走らせますよというお披露目をしたのが実は合格者説明会のと

きでしたので、もう寮に入るとか、そういったある程度本人の意向はもうかなり

決定している段階でいきなりバスということもありましたので、なかなか利用者

数が伸びなかったというのがあるんですが、今年につきましては、夏から何度も

志願者、入学希望者に対しましてバスというのをかなりもう見せておりますので、

そういった部分では、去年よりは人数が増えるんじゃないかなと期待をしておる

ところでございます。松本支部等々で行われます講演会にも、私どもで御説明に

上がってバスの利用を促進したいなと思っております。また来年はもうちょっと

いい数字がお伝えできるといいなと思うんですが、やはりバスを走らせるという

ことを最初に言っているところもございますが、先ほどもありましたけれども、

なかなか明日からすぐやめますとはなかなか言えないところではあるんですけ

れども、費用対効果も考えて、今後学校の中でも議論していきたいと思っており

ます。貴重な御意見ありがとうございました。 

小河原参与：同窓会にお願いするのがなければいいので。 

天野参与：そのほか、全体、よろしいでしょうか。ないようですので、それでは、事

務局にお返ししたいと思います。 

 

７．閉会 

江﨑校長：本日は、２時間程度にわたりまして、本校の教育の質保証、それから教育

環境、学生支援、研究並びに地域貢献、あるいは学校運営等に関連した自己点検・

評価シート及びその評価の結果につきまして、参与の皆様方から大変貴重な御意見

をたくさんいただきまして誠にありがとうございました。心より感謝申し上げます。

いただきました御意見は、本校の今後の自己点検・評価体制にしっかりと反映をさ

せて、高等教育機関としての一層の充実につなげていきたいと思います。どうか今

後とも引き続き皆様方の御支援、それから御協力、そして御指導を賜りますことを

お願いいたしまして、大変簡単ではございますが、閉会の御挨拶とさせていただき

ます。本日はどうもありがとうございました。 

以上 
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１．３．２ 第 20回参与会 

 

日時：2024年 1月 23日(火) 10:00～12:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第１会議室 

 

主な検討事項：改組進捗状況について 

 

出席者： 

＜参与＞ 

天 野 良 彦 [信州大学工学部長]（会長） 

丸 山 陽 一［長野市教育委員会委員長］ 

倉 島   浩［長野県産業労働部産業技術課長］ 

池 田   明［株式会社ミマキエンジニアリング名誉顧問 

／長野高専技術振興会会長］ 

渡 辺 雅 義［信越放送株式会社代表取締役社長］ 

平 林 靖 久［一般社団法人長野県経営者協会専務理事］ 

萱 津 理 佳［長野県立大学グローバルマネジメント学科 准教授］ 

白 井 幸 一［長野工業高等専門学校後援会会長］ 

＜長野高専＞ 

江 﨑 尚 和［校長］ 

濵 口 直 樹［副校長（教務主事）］ 

渡 辺 誠 一［副校長（学生主事）］ 

松 下 英 次［副校長（寮務主事）］ 

藤 澤 義 範［副校長（専攻科長）］ 

楡 井 雅 巳［副校長（総務主事）/第三者評価対応委員会委員長］ 

小 野 伸 幸［副校長（研究主事）］ 

鹿 又 仁 郎［副校長（事務部長）］ 

春 日 貴 志［工学科情報エレクトロニクス系長］ 

中 山 英 俊［工学科機械ロボティクス系長］ 

遠 藤 典 男［工学科都市デザイン系長］ 

小 池 博 明［工学科リベラルアーツ教員院長］ 

板 屋 智 之［学生相談室長］ 

西 川 嘉 雄［教育改善委員会委員長］ 

鈴 木   宏［入試広報室長］ 

森 田 智 士［総務課長］ 

中 嶋 広 隆［学生課長］ 
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議事： 

１．開会 総務課長 

２．会長・副会長紹介 総務課長 

３．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

４．校長あいさつ 

江﨑校長から、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の学校の状況と、

海外研修や校内施設の改善などについて説明があり、本日の参与会では、本校に

おける課題や問題について皆様の意見を伺いたい旨の挨拶があった。 

５．配付資料確認 

６．議事 

 天野会長から、この参与会は外部点検の意味合いもありますので、点検評価と

いう意味でも忌憚ないご意見等を伺いたいとの挨拶があった。 

以下、参与会設置要項第７条第１項の規定により天野会長が議長となり、次第

に沿って議事が進行された。 

（１）自己点検・評価項目 

楡井副校長から、「資料№１ 令和５年度自己点検・評価表（重点項目）」「資料

№2 令和５年度自己点検・評価表（全体版）」「資料№6 長野高専の教育理念、

教育・運営方針、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、学習・教育目標」

をもとに、点検項目ごとにそれぞれ説明があり、以下の質疑応答を行った。 

 

天野会長：最近では、学習成果の可視化に関して、ディプロマ・プログラム（DP）と

カリキュラム・プログラム（CP）の関連付けや、授業科目との関連付け、そして

学習進度を考慮したポートフォリオ化が重要視されるようになっています。この

取り組みは大変ですが、御校の進捗状況はどうでしょうか？ 

濱口副校長：本校では、機構本部からの指導や連絡を受けながら、さまざまな整備を

進めています。今回はアセスメントプランの要望があり、来年度から運用できる

よう整備を進めています。全国高専と情報を共有しながら取り組んでおり、大変

な作業ではありますが、進めていく必要があるという状況です。 

天野会長：私どもも、現在データを活用して可視化する取り組みを行っています。興

味があれば情報提供できるかもしれません。 

 

池田参与：シラバスというのは、何年頃、発行されたのでしょうか。また、改訂のサ

イクルなどがあるのでしょうか。 

楡井副校長：シラバスは毎年改訂を行っております。状況も変わってまいりますし、

特に本校では、改組がございましたので、科目の変動もあります。そういうこと

も併せて、シラバスは毎年改訂を行っております。 

渡辺参与：点検項目ですが、昨年も同じような項目を実施しているということでしょ

うか。 

楡井副校長：点検項目につきましては、本校で自己点検評価表、資料 No.２になりま

すが、こちらで定めて実施しております。昨年も同様の項目でございます。 

毎年、見直しを行っております。今年も自己点検を行いました。けれども、今
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回、担当した者としての感想を申し上げますと、学校の場合、やっているか、や

っていないかという二者択一的な項目が非常に多く、達成率という形で作ってみ

ましたが、そこの数値化というものがしづらいなというのが、担当者としての率

直な感想です。できれば、今後は、数値化しやすいような項目に見直して、より

具体的な評価ができるようにと改訂していく必要はあると考えております。 

渡辺参与：そうなりますと、前年の実績に対して、今年のこの評価の項目が、どうア

ップしているかとか、ダウンしているかとか、何ができているとか、何がまだで

きていないとか、この辺がもう少し分かりやすくなるといいと思います。 

それと、評価制度に対するスタンスです。今おっしゃったように項目のこれや

りましたというのは実行にすぎない。実行したことによって学生の支援にどのよ

うにつながっているのかとか、どのような効果が出たのかとか、学生からどうい

う反応があったのかという評価の進度といいますか、このようなことを念頭に置

いてやられることが大事かと思います。 

私も、昨年にご意見を伝えさせていただきました。発表のためのこれだけご苦

労いただいて、皆さんでこれだけのものを作る。相当時間もかかるし、ただ、発

表のための評価表作りみたいな、本当に学生の支援になっていたのかという、ご

苦労いただいたのでしたら、いただいたなりに機能、効果が見えるものが必要か

と思いました。 

楡井副校長：まさにご指摘のとおりと私も感じております。やはり最終的な目標は、

いい人材を育てるというところでございますので、それに向けて、どう改善をし

ていくか、よりよい環境を提供していくことが一番大事なところと認識しており

ますので、改善していきたいと思います。 

平林参与：８番目の学習環境と学生支援の項目の中のメンタルヘルス研修ですが、ど

のような研修をやられていますか。 

鹿又副校長：ここに記載させていただきましたのは、教職員向けのメンタルヘルス研

修になります。外部講師による午後半日程度のセルフケアに関する研修会を行っ

ております。 

平林参与：学習環境及び学生支援と書いてありますが、これは、教職員のメンタルヘ

ルス研修の実施について書かれているのですね。 

平林参与：大項目３は、達成率８０％という項目が多いですが、ほとんどが点検項目

の再検討はまだという１行で書かれておりますが、再検討はまだということなの

でしょうか。 

楡井副校長：それぞれの実施状況について教務委員会の中では進んではいるのですが、

他部署のところではまだ未実施の部分があるということでございます。 

平林参与：これですが、検討したらすぐ再検討が必要なのではないでしょうか。 

楡井副校長：今後、そのように意識づけをしていきたいと思います。 

平林参与：この一文で全部８０％にされていますが、本来は検討したらそれも再検討

にすぐ適用していくという、本来その時間の流れとしては即やるという流れにな

ると思いますのでぜひ、そこのところは考えていただければと思います。 

丸山参与：この学習環境と学生支援の分野では、毎年、異なる手法やアプローチを取

りながらも学生のニーズ調査やアンケートなどの項目が十分に実施されていな
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いことがあるように思われます。こうした学習環境や学生支援は、受け身の学生

側からどのように評価されているのかを把握することも重要かと思います。難し

い面もありますが、学生側からの視点を取り入れることで、例えばガイダンスの

実施状況だけでなく、その内容の理解や有益性に関する評価にもつなげることが

できると思います。 

天野会長：今のご質問と関連して、そのアンケート調査に関しては卒業生と企業も５

年に一度ということの理解でよろしいですか。 

楡井副校長：卒業生と企業様にアンケートを依頼するのは５年に一度になります。こ

のアンケートを次年度予定しています。 

天野会長：企業にアンケートを実施するのは結構大変だと思います。卒業生について

は、我々のところは毎年、卒業生には必ず実施し、卒業証書と引換えということ

で行っています。 

楡井副校長：その意味では当該年度の卒業生にはアンケートを実施しています。ここ

での卒業生アンケートはＯＢに対して行っているということになります。 

天野会長：それは結構大変なことですね。分かりました。 

楡井副校長：この卒業生アンケートですが、昨年度の参与会で回収率が１５％という

ことについて指摘いただきましたので、次回の卒業生アンケートでは回収率をあ

げるため準備しております。 

 

（２）改組進捗状況 

濱口副校長から「資料№３ 学科改組の進捗状況」をもとに、学科改組の進捗状

況について説明があった。 

 

（３）JABEE 受審報告 

楡井副校長から「資料№４ JABEE 受審報告」をもとに、令和５年度に受審し

た JABEE 審査の受審報告について説明があった。 

 

（４）自己点検・評価項目の評価手法について 

楡井副校長から「資料№５ 自己点検・評価項目の評価方法」をもとに、自己点

検・評価項目の評価手法についてご意見いただきたい旨の説明があった。 

 

（５）質疑応答・意見交換 

会議全体について、以下の質疑応答を行った。 

 

天野会長：改組の関係で、１年時はある程度くくり入試のような形で進行し、２年時

からはレイト・スペシャライゼーションという形で進められています。そのうち

３割は、最初は進路を決めていなかったが、うまく配属されたとのことで、これ

には驚きました。我々も高校生にアンケート調査を行った際に、実際に３分の１

が進路をまだ曖昧で、入学後に決めたいと回答しており、この結果を見るとかな

り一致している印象を受けました。この情報は参考になると感じます。最後に、

進路調整がうまくいっており、ほぼ全員が落ち着いた状態にあること、そしてそ
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のために様々な努力がされていることがよく分かりました。 

天野会長：今回、大項目３と４に絞って説明をいただきましたが、項目が多いと点検

や評価が難しく、点検のための点検になっているのではないかという疑念があり

ます。特に達成率が比較的低い項目については、その年度ごとに重点的に取り組

み、最終的に外部評価を受けるための準備を進めることが望ましいと考えます。

外部評価を受ける際には全ての項目が対象となると思いますので、そのためにも

効果的な取り組みが必要です。 

丸山参与：イノベーションのサポートセンターを設立するというお話を伺いました。

このセンターは、カリキュラムの中でアントレプレナーシップやスタートアップ

に関する教育とどのように関連しているのか、ご説明いただければなと思います。 

小野副校長：エンジニアリングデザイン入門という２年次の科目がございます。今回

ソーシャルイノベーション・サポートセンターで企画して、その授業で学生向け

に講演を行っています。今度はそれを指導する教員がスタートアップに関する知

識、あるいは考え方というのが不十分なところがありますので、教員向けの講習

会を準備しております。学生だけでなくて、学校全体としてスタートアップに関

する意識の底上げを図っています。 

池田参与：先ほどの自己点検評価項目の実施すべき事項の具体化という中で、この具

体化した状態を何か数値化しないと、あとで結果を数値化で評価することはでき

ないのではないかと思いますがいかがでしょうか。 

楡井副校長：私もこれを担当する中でＫＰＩの考え方だとか、ＯＫＲの考え方とかい

ろいろな情報を仕入れて勉強していくと、そもそも、そういう具体化するときに、

数値化を念頭に置いた上で言葉に表していかないと、やはり合っていかないとい

うところが見えてきました。この学校の教育活動の中をどのように数値化できる

ような表現に落とし込んでいくかという、そこが、結構大事なところかなと感じ

ております。次年度に向けて、何とかつくっていければなと思っています。 

天野会長：ＫＰＩの数値化って非常に難しい話で、私も大学でやっているとそこが悩

むところです。研究とかはＫＰＩ・数値化しやすいのですが、教育はなかなか数

値化というのは難しいところがあるとは思います。なるべくしなければいけない

かなと思います。 

萱津参与：先ほどからシラバスの話が出ていたのですが、本学でも、今まさに、来年

度のシラバス作成中で、その言葉の齟齬みたいなところを統一することが課題だ

と思っています。当然こういう枠があって、こういうことを書くというところま

ではあるのですが、教員が書いたときに、書き方とか分かりやすさみたいなチェ

ックを、書いた教員以外がしたほうがいいのではないかという話が本学で出てい

ます。高専では、特に書かれた、完成したシラバスに関するチェックというのを

別の組織でやっているのかどうかというのをお聞きできればと思いました。 

楡井副校長：シラバス作成自身の担当は教務委員会で担当しております。シラバス、

最初に作るときに、ひな形的なものは当然あって、こういう書き方をしてくださ

いというものの指導もあります。現時点では、教員もある程度慣れてきていると

ころもあって、あまり具体的に書き方のスタイルに対して、指導というよりも、

例えばルーブリック化するときの書きぶりだとか、そういうところは、指摘は、
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注意点、重要項目については、委員会でチェックしております。 

萱津参与：幾つかのアンケートを取っていらっしゃるということですが、例えば、寮

のところで、満足した生活の場を提供しているかというところで、アンケートを

実施しているようですが、この右側のところ、満足度はどのくらいでしょうか？

高専の場合は希望者が入っているということなので、満足度は高いのかなという

ことと思うのですがいかがでしょうか。 

松下副校長：このグラフ、右側に行けば行くほど良好ということになります。パワー

ポイント１枚全部載せると、ほぼ字が見えないという状況になりますので、おお

むね評価３というのが一番多いです。右側の下の、これは寮の日課についてとい

う項目で、よくないということになっています。これには理由がありまして、コ

ロナ禍のときは学内の密度を下げるために寮を解放して昼間に寮の中に入って

もいいとしていました。それを昔のように、昼間は学校に行きなさい。閉めます

よ。という状況に戻した途端にこうなりました。例年は、この項目は３が多いと

いうのが例年の状況ですが、今年は特殊ということと思っていただければと思い

ます。 

萱津参与：アンケートの話で、さきほど卒業生、ＯＢにアンケートを取るという話が

ありましたが、それは何年後の学生に取っているのか、対象がどういう形で取ら

れているのか、どのタイミングで、どのくらいの規模で取られるのか、教えてく

ださい。 

楡井副校長：大体、卒業後５年ぐらいのところを基準に、前回の実施のところは、専

攻科生、本科生含めて、トータルで２００通の調査を行ったということでござい

ます。卒業後の状況、できるだけ近いところということで、大体、５年ぐらいの

ところまでの範囲を想定して実施しています。 

萱津参与：５年たった学生なのか、１、２、３、４、５まとめて、５年なのか、いか

がでしょうか。 

楡井副校長：状況にもよります。連絡先の問題もあって、各出身学科のところで数名

推薦していただいて、そこで、実際のアンケートをお送りしているという状況で

す。 

天野会長：卒業生に関するアンケートって、結構、大変だと思います。本学は、１０

年後と３０年後の学生のやつを取っていましたけれども、１０年後と３０年後の

学生だと、取ったアンケートだと意見が違って出てくるので、それは、それで面

白いなと思いました。 

倉島参与：先ほど丸山参与さんが述べたことにも関連していますが、私はベンチャー

のソーシャルイノベーション・サポートセンターに大変関心があります。そこで

は、様々なカリキュラムやポリシーの枠組みの中で教育が行われています。枠組

みをしっかり取った上での教育の必要性を理解しています。しかし、例えば、起

業家精神という知識以外の部分も刺激を与える取り組みが必要だと考えていま

す。県内でも、起業家精神を持った企業が活躍している例があります。また、自

己啓発やマインドセットの向上についても考える必要があります。これらの要素

をカリキュラムに組み込むことは難しいかもしれませんが、柔軟性が求められま

す。この分野に詳しくないので、質問していますが、もし知っていることがあれ
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ば教えていただきたいです。 

小野副校長：カリキュラムにあるエンジニアリングデザイン入門の中に、既に入れ込

んでいます。起業家の講演会とか、これは長野市とも協力しております。そうい

う事業を今展開しています。ただ、ソーシャルイノベーション・サポートセンタ

ーの予算というのが今年度までの予算になり、来年度が不透明な状態になります。 

ただ、エンジニアリングデザイン入門あるいは実践という中で、実際にそうい

う起業家マインドの助成みたいな講演会は、計画しておりますので、継続的にこ

の事業というのは発展させていくような体制を整備しているところでございます。 

倉島参与：ようやく理解しました。そういった一つのカリキュラム体系の中には柔軟

度を持って、いろいろなところに組み込めるという、そういう形になっていると

いうか、そういうことなのですね。 

白井参与：点検項目の８に関することでございますけれども、施設の設備管理状況、

点検といって、定期的に点検していただいていると思います。今回、１月１日に

能登の地震がありましたけれども、長野市もある程度揺れたと思います。このよ

うな状況で、学校の施設に何か傷みなどがあったかどうか、また、１月１日であ

りましたことから、休校ということで、施設管理者の方が点検をしたのか、業者

さんによる点検だったのか、その辺の確認をさせていただきたいと思います。 

鹿又副校長：１月１日の地震の影響につきましては、特段、施設にひびが入ったとか、

設備もそうですけれども、故障などが発生したという報告は今のところ出ており

ません。実際に、１月１日の時点で警備員がおりましたので、警備員が巡回し目

視の確認をしております。その後、教職員でそれぞれの設備等について目視等で

確認をしたところでございます。 

天野会長：今回の地震は、休日しかも１日だったということで、点検、結構大変だっ

たと思います。本学も、建物の７階、８階のところで漏水が２件ほどありました。

配管のずれですかね。１日から事務の方も出たりして、対策に当たったりして、

結構、揺れがひどかったなと思います。特に高層階がひどかったようですね。 

平林参与：私は、理工系の人材がますます重要性を増している中で、高専での教育に

感心しています。自身が高専に関わり始めたのは去年からで、その中で高専の対

応に感動しました。特に、工業系の高校の受験生が減少している中で、長野高専

は中学卒業後の理工系教育の中核となるべきだと考えています。今日も先生方が

子供たちのために積極的に検討し、カリキュラムを見せてくれる姿勢に感謝して

います。子供たちにとって何が重要かを考え、それを育む努力をしていることを

支持し、今後も継続していってほしいと思います。この感想を校長先生にも伝え

たいと思います。 

天野会長：本学のことで、高専編入のところで女子枠を設定ということで、次年度か

ら行います。２月ぐらいに募集要項が出ると思いますけれども、約半数を女子枠

として設定します。３月に説明会も開く予定にしていますので、また、ぜひよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

７．閉会 

江﨑校長から閉会として、本校の学習環境、学生支援、教育に関する自己点検

39



 

 

や進行中の課題、JABEE への対応、評価手法に関する多くの意見を頂き、これら

の意見を今後の教育や評価体制に反映し、高等教育機関として充実していきたい

旨の挨拶があり、引き続き、皆様の支援と協力をお願いする旨発言があった。 

 

以上 
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１．３．３ 第 21回参与会 

 

日時：2025年 1月 29日(水) 10:00～12:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第１会議室 

 

主な検討事項：新系設置構想について 

 

出席者： 

＜参与＞ 

香 山 瑞 恵 [信州大学工学部長]（会長） 

小河原 敏 男［長野工業高等専門学校同窓会長］（副会長） 

丸 山 陽 一［長野市教育委員会委員長］ 

倉 島   浩［長野県産業労働部産業技術課長］ 

池 田   明［株式会社ミマキエンジニアリング名誉顧問 

／長野高専技術振興会会長］ 

渡 辺 雅 義［信越放送株式会社代表取締役社長］ 

平 林 靖 久［一般社団法人長野県経営者協会専務理事］ 

萱 津 理 佳［長野県立大学グローバルマネジメント学科 准教授］ 

白 井 幸 一［長野工業高等専門学校後援会会長］ 

＜長野高専＞ 

江 﨑 尚 和［校長］ 

濵 口 直 樹［副校長（教務主事）］ 

渡 辺 誠 一［副校長（学生主事）］ 

酒 井 美 月［副校長（寮務主事）］ 

藤 澤 義 範［副校長（専攻科長）］ 

楡 井 雅 巳［副校長（総務主事）/第三者評価対応委員会委員長］ 

田 中 秀 登［副校長（研究主事）／地域共同テクノセンター長］ 

鹿 又 仁 郎［副校長（事務部長）］ 

春 日 貴 志［工学科情報エレクトロニクス系長］ 

堀 口 勝 三［工学科機械ロボティクス系長］ 

小 池 博 明［工学科リベラルアーツ教員院長］ 

板 屋 智 之［学生相談室長］ 

松 下 英 次［教育改善委員会委員長］ 

中 山 英 俊［入試広報室長］ 

相 馬 顕 子［男女共同参画室長］ 

小宮山 真美子［国際交流センター長］ 

百 瀬 成 空［情報エレクトロニクス系准教授］ 

森 田 智 士［総務課長］ 

41



 

 

中 嶋 広 隆［学生課長］ 

 

議事： 

１．開会 総務課長 

２．会長・副会長紹介 総務課長 

３．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

４．校長あいさつ 

江﨑校長から、本会は、本校の教育研究や学校運営に関する意見を外部有識者から

伺い、学校の改革や改善に反映させることを目的としている旨の説明があった。また、

本校で現在抱えている課題や早急に対応が必要な問題、高専機構本部からの指示事項

について議論し、限られた時間の中で忌憚のない意見を伺いたい旨の挨拶があった。 

５．配付資料確認 

６．議事 

 香山会長から、この参与会は長野高専の教育研究について検証し、支援や提言を行

う重要な会であると考えているため、忌憚ないご意見等を伺いたいとの挨拶があった。 

以下、参与会設置要項第７条第１項の規定により香山会長が議長となり、次第に沿

って議事が進行された。 

 

（１）議題１「新系設置構想」 

楡井副校長：それでは、新系の設置構想について説明いたします。皆様、お手元の資

料１をご覧ください。また、ディスプレイやスクリーンも併せてご確認ください。 

本校は３年前に改組され、工学科となりました。最初のグラフが示すように、

改組前は受験倍率が徐々に低下していましたが、改組後もその傾向は続き、昨年

度は１．２倍、今年度は１．１倍とさらに下がっています。この状況を受け、早

急な対応が必要と判断し、新しい系の設置を視野に入れ、近隣や全国の高専を訪

問し情報を収集してきました。 

現在、日本全国で中学生の人口が減少しており、それに伴い入試倍率も低下し

ています。本校においても定員割れのリスクが高まっているため、近隣の高専を

調査し、倍率低下の要因を分析しました。 

その一環として、ワーキンググループを組織し、近隣の高専における倍率の変

動要因を詳しく調査しています。例えば、長野県全体の人口動向と長野高専の状

況を確認したところ、昨年度の志願者倍率は１．２を少し下回る水準でした。現

時点では、倍率の低下と特定の要因との間に強い相関は確認されていませんが、

わずかな関連性がある可能性が示唆されています。 

あと、各県の産業と倍率に何か関係があるのかについても調査しました。その

結果、倍率が高い地域はいくつか存在するものの、産業との強い相関は見られま

せんでした。ただし、多少の関連性がうかがえる部分もあると考えられます。 

次に、女子比率との関連を調べました。本校の女子比率は比較的低いものの、

同程度の倍率の学校でも女子比率が高い学校があります。こうしたデータを踏ま

え、女子比率の向上が本校の課題であると考えています。 

特に、女子比率の高い高専を調査したところ、化学・バイオ系の学科を持つ学
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校が多いことが分かりました。また、建築系やビジネス系も一定の割合を占めて

いますが、特に材料・バイオ系が女子比率向上に寄与している可能性が高いと考

えています。 

本校の学生や調査先の意見を集めたところ、女子学生の中には化学系に対する

憧れを持つ人が多いことが分かりました。さらに、長野高専技術振興会の会員企

業にアンケートを実施し、材料・バイオ系の学生に対する求人ニーズを調査しま

した。その結果、約７割の企業がこの分野の人材を求めており、採用枠も２割程

度確保されていることが確認できました。 

コンサルティング会社の意見としては、材料・バイオ系の専門性を考えると、

大学院レベルの知識が求められる可能性があるとの指摘がありました。また、県

内企業のみでは求人の幅が狭くなるため、県外企業も視野に入れる必要があると

いう提言を受けました。 

新系の設置には化学系の実験室が必要となり、２～３室の設置が求められます。

現在、本校には低学年向けの化学実験室がありますが、他の実験室と共有する形

での運用が必要と考えています。また、化学系の分析機器やガス配管・水道など

の整備も重要な課題として挙げられています。 

学生の生活空間と実験室の共用は課題となりますが、他校の事例を参考にしな

がら整備を進める方針です。しかし、インフラの制約があるため、すぐに十分な

環境を整えるのは難しく、工夫しながら進めていく必要があります。 

また、高専のモデルコアカリキュラムを踏まえ、化学・生物・バイオ系のカリ

キュラム整備が求められます。現在、本校では機械系を中心に材料分野をカバー

していますが、バイオ系の教員がいないため、人事計画を立てて新たに採用する

必要があります。 

調査した高専では、化学・生物系や材料系を純粋に扱う学科と、複合系の学科

を設置しているケースがあります。本校としては、化学・材料分野に加え、バイ

オ分野も取り入れることが適していると考えられます。 

新系の設置に向けては、設備面や教員の確保を計画的に進める必要があります。

また、授業の形態も工夫し、合同クラスや多人数での授業を活用することが重要

となります。直近では教員の確保が難しいため、信州大学にも協力を依頼し、当

面の対応を進めていくことも考えられます。 

現在、本校の無機材料や環境材料の教員がカバーできる分野を確認しつつ、将

来的には有機化学系の教員を増やしていく方針です。 

以上、駆け足での説明となりましたが、今後の受験倍率の向上や女子学生の増加

を目指し、材料・バイオ系の新系設置を進めてまいります。ご意見をいただけれ

ば幸いです。 

香山会長：資料の２１ページにある「新素材・バイオ系」というのが、現在チャレン

ジしようとしている分野という理解でよろしいでしょうか。 

楡井副校長：はい。 

香山会長：新素材という場合、有機系を今後増やしていくということですが、無機材

料の専門家の先生方がすでにいらっしゃって、その分野が厚い層になっているの

でしょうか。それとも、バイオ系の方がすでに厚いのでしょうか。 
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楡井副校長：現状、バイオ系に対応できる教員がいないという状況です。工業材料系

や環境系の教員はおりますが、環境系の中でバイオ系に関連する部分が少し含ま

れる程度で、十分な体制にはなっておりません。今後、人事計画の中で進めてい

かざるを得ないと考えております。 

香山会長：バイオ系は、女子向けという今回の目的を考えると、特にターゲットにな

り得る分野かと思います。女子中学生へのアンケートについては、8 ページに書

かれているかと思いますが、至急アンケートを実施して方向性を固めたいという

ことですね。地域ニーズの調査はこれから行われるという理解でよろしいでしょ

うか。 

楡井副校長：はい。その通りです。中学生への調査はまだ実施できていませんので、

今後、より幅広く情報を集めていく必要があると考えています。 

香山会長：日本全国で工学系の人気が低下しており、私たちも危機感を持っています。

特に若者の減少に伴い、高校レベルでも生徒の獲得競争が激しくなっており、よ

り選ばれる学校になる必要があります。この点については、参与の皆様とも目的

を共有しているかと思います。 

倉島参与：バイオの話が出ましたが、私たちの地域では食品分野、特に発酵食品の産

業が活発化しており、技術の伝承や人材不足が課題となっています。バイオとい

う大きな枠組みの中で、発酵技術も含めて人材育成が進められると、産業界にと

っても大変ありがたいです。その点について、プログラムにうまく組み込んでい

ただけると良いのではないかと思います。 

小河原参与：女子生徒の増員が目的とのことですが、ここ１０年ほどで女子学生の割

合はどのように変化しているのでしょうか。以前は２割から２割５分（２５％）

ほどだったと記憶しているのですが、現在は減少しているのでしょうか。また、

新系設置構想について、大まかなスケジュールや具体的な計画があれば教えてく

ださい。 

江﨑校長：女子学生の割合は現在も２０％前後で推移しています。年によって多少の

増減はありますが、平均すると２０％程度です。私は長野高専の前に鈴鹿高専や

有明高専におりましたが、そこでは化学・バイオ系の学科がありました。例えば、

鈴鹿高専の生物応用化学科では女子学生が７０％～８０％、材料工学科では５

０％ほどでした。 

長野高専は設立当初、機械工学科２学科と電気工学科の３学科でスタートし、

その後、土木工学科が追加されました。そのため、もともと女子学生が入りにく

い学科構成になっています。化学系の学科があれば状況は変わっていたかもしれ

ません。今後、女子学生の入学を増やしていかなければ、定員割れのリスクが高

まると考えています。 

また、長野高専は３年前に学科の改組を行いましたが、完成年度を迎えるまで

は新たな学科変更が難しい状況です。あと２年で完成年度を迎えるため、その後

に動き出すことができると考えています。 

池田参与：中学生向けのアンケートや出口側（卒業生や企業向け）のアンケートにつ

いてですが、将来必要とされる技術を見据えた調査になっているのでしょうか。

現在の延長線上での調査ではなく、１０年後や２０年後にどのような技術が必要
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とされるのか、長野県の産業界のニーズに合致した内容になっているか、少し疑

問を感じています。その点については、どのようにお考えでしょうか。 

楡井副校長：今年から調査を開始したところですので、ご指摘を踏まえて、今後１年

ほどしっかり調査し、将来構想を立てていきたいと考えています。 

萱津参与：現在、志願者の減少が課題となっています。どの大学も少子化の影響を受

けていますが、高専の場合は特に、中学生の段階で進路を決める必要があるとい

う難しさがあります。中学生が進路を決める際、幼さゆえに迷うのか、逆に成熟

して早くから決めるのか、その判断は難しいところです。理系か文系を決めるだ

けでなく、高専に進むとなると工学系を選択することになります。しかし、多く

の生徒はまだ明確に決められず、工学系を志望していても、まずは普通高校に進

学してから考えたいと思う傾向があります。 

私の大学は「グローバルマネジメント学部」のような幅広い分野を扱う学部が

あり、入学後も進路に迷う学生が多くいます。それを考えると、高専に入学する

学生は、ある程度はっきりとした意思を持っていないと入学を決断できないので

はないかと感じます。 

女子学生を増やすために新しい分野を設置することは一定の効果があるかもし

れません。しかし、中学生から見たときに、その学科で何を学ぶのかが明確でな

ければ、志願者は増えないのではないかと懸念しています。私自身が中学生だっ

たとしたら、「高専」という大枠で捉え、新しい学科ができたからといってすぐに

興味を持つとは限らないと感じます。 

そのため、中学生へのアプローチが重要です。広報活動も大切ですし、現在の

「入学時の入り口を一つにして、入学後に系統を分ける」という制度に関しても、

理解を深める必要があると思います。昨年、こちらの場に参加した際、「希望する

系に進めない可能性はほとんどない」と伺いましたが、そうした情報をもっと積

極的に発信することで、中学生や保護者の不安を和らげ、志願者増加につなげる

ことができるのではないかと感じました。 

 

（２）議題２「自己点検・評価項目」 

楡井副校長：本校では自己点検の項目を定め、昨年度の指摘を踏まえ、四半期ごとに

自己点検を実施する形で対応しております。 

お手元の資料のうち、資料２、資料３、資料４が自己点検評価の資料になりま

す。資料４は全体像を示したものです。本日はその中から「専攻科の教育活動及

び研究活動」について、資料２と資料３を基にお話しし、その後、５年前に卒業

した学生および受け入れ企業へのアンケート結果について、資料５で報告いたし

ます。 

まず、資料２をご覧ください。「専攻科課程の教育課程」に関する自己点検です。

年度初めに点検項目を定め、四半期ごとに点検作業を進めております。昨年度の

指摘を受け、点検項目自体の見直しも行いながら進めております。 

⚫ 点検項目２８：カリキュラムが体系的に構成されているかの確認。専攻科は

「電気情報」と「機械・制御・環境都市」の２つに分かれており、今年度、カ

リキュラムの体系を確認しました。 
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⚫ 点検項目２９：社会の変化に応じた科目の整備状況。適切な科目が配置され、

シラバスに教授内容が明記されていることを確認しました。 

⚫ 点検項目３０：評価方法の周知状況。シラバスへの記載と、講義開始時の教

員による説明を通じて、学生の理解を促進しています。 

⚫ 点検項目３１：シラバスの活用や研究指導が適切に行われているかを確認す

るため、全科目で授業評価アンケートを実施し、学生の意見を教員にフィー

ドバックして改善を図っています。従来は一部の科目に限られていましたが、

今年度から全科目に拡大しました。 

⚫ 点検項目３２：単位認定はシラバスで周知され、適切に実施されています。 

⚫ 点検項目３３：成績評価について、専攻科では前期に単位取得状況を確認し、

後期に計画通り単位認定が進むかを確認しています。昨年度も適切に対応さ

れており、今年度の成績評価や修了評価も今後実施予定です。 

⚫ 点検項目３４：修了認定の状況。単位認定の状況を確認しながら進めていま

す。 

⚫ 点検項目３５：ディプロマ・ポリシーに基づく成果を確認するため、学習状

況や単位取得を確認しながら進めています。さらに、今年度から卒業特別研

究の発表会で英語プレゼンを一部導入し、先日実施しました。 

⚫ 点検項目３６：ディプロマ・ポリシーに沿った学習成果の評価として、学生

の自己評価や修了生アンケートを実施しています。昨年度の結果では、達成

度に応じた評価項目が設定され、学習成果が確認されています。 

⚫ 点検項目３８：進路状況の確認。希望する進路に進んでいるかを評価し、学

位取得についても計画的に進めています。 

次に、資料３「研究活動の状況」についてです。 

⚫ 点検項目４４：研究活動は計画に沿って進められており、外部資金の獲得も

重視されております。科研費の採択は今年度１４件、うち基盤Bが３件含まれ

ています。これにより「頑張っている」と評価されており、共同研究なども計

画の９割程度達成しています。今後も外部資金の確保に取り組んでいきます。

オープンラボの活動については後ほど報告します。 

⚫ 点検項目４５：研究活動の一環として、地域向けに教員の研究内容を紹介す

るシーズ集を発行し、産業展などで広報しています。企業とのマッチングを

進め、共同研究の促進を図っていますが、さらなる活性化が必要です。今後

も広報を強化し、研究活動の発展を目指します。 

⚫ 点検項目４６：研究活動の状況は、研究主事を中心に研究推進委員会が確認

し、提案やサポートを行っています。オープンラボもその取り組みの一環で

あり、後ほど報告予定です。 

次に、資料５「卒業生・企業アンケートの結果」についてです。 

本アンケートは５年に一度実施しており、本年度は卒業生２５０名（本科２０

０名、専攻科５０名）、就職・進学先の企業・大学２５５機関を対象に行いました。 

⚫ 回答率の課題:企業へのアンケート依頼方法に課題があり、伝達が十分でなか

った点を反省。次回は企業の総務部等へ直接依頼する方針です。 

⚫ 学生の自己評価:語学力やコミュニケーション能力、プレゼン能力について
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「やや劣る」との評価が見られました。 

⚫ 企業・大学の評価:特に語学力（英語）の不足を指摘されました。前回（５年

前）と同様の指摘があり、グローバル化教育の強化が求められています。 

⚫ 今後の取り組み:コミュニケーション能力の向上、数学的・物理的思考力の強

化を専門教育の中で意識して取り組みます。 

以上、自己点検及びアンケート結果の報告でした。よろしくお願いいたします。 

香山会長：資料２の自己点検評価の専攻科課程についてですが、高い評価が多い中で、

項目３４と項目３７がそれぞれ「３」と「２」という数値になっています。これ

らの算出根拠が分からないのですが、どのような理由でこの数値になったのか教

えていただけますでしょうか。 

楡井副校長：項目３４については、修了認定の実施や基準の確認、点検状況が今後の

議論の対象となっているためです。現在の状況としては、修了判定前の段階であ

り、単位取得状況の確認などが途中段階にあるため、評価項目の数値が低くなっ

ています。 

香山会長：項目３７についても、３月に学位取得となるため、現時点では確定してお

らず、年度末には「５」になる予定ということですね。 

楡井副校長：はい。最終的には「５」にならなければなりません。 

香山会長：資料５の卒業生へのアンケートについてですが、修了生の回収率が４９人

中８人、卒業生の回収率が２００人中４２人という結果に少し驚きました。これ

は既卒者に対して依頼したもので、当該年度の卒業時に行ったわけではないとい

うことですか。 

楡井副校長：はい。これは令和２年、３年の卒業生を中心に、既に修了した方々にお

願いしたものです。前回５年前のアンケートでも回答率は約１５％で、低いとい

う指摘を受けていました。何とか回収率を上げたいのですが、なかなか改善が難

しい状況です。 

香山会長：同窓会と連携しての実施ではなく、高専独自で実施されているのですね。 

楡井副校長：はい。現在、同窓会から連絡先情報をいただき、回答が期待できそうな

卒業生を選んで連絡を取るという方法で行っています。 

平林参与：企業へのアンケートの回収がうまくいかなかった点についてですが、ぜひ

企業の関係部署に直接送る形にしてください。現在、企業は人材を求めており、

長野高専の卒業生を必要としている企業もあると思います。既に高専の卒業生が

働いている企業なら、アンケートを無視することはないでしょう。ただし、卒業

生を通じてアンケートを依頼すると、その人の負担になる可能性があり、企業側

もあまり重視しないかもしれません。ですので、企業の窓口を通じてアンケート

を実施していただきたいです。 

もう一点、資料３についてですが、高専が諏訪工業メッセや佐久メッセなどの

イベントでブースを設けているのは良い取り組みだと思います。一方で、経営者

協会では定期的に役員会や常任監事会を開催していますので、その場で高専の取

り組みをアピールするのも良いのではないでしょうか。実際、信州大学はそのよ

うな場で積極的に発信しています。経営者の中には中学生の子どもを持つ方もい

るため、高専への進学を考える機会にもなるかもしれません。ぜひ、アピールの
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場として活用してください。 

楡井副校長：ぜひ、お願いしたいと思いますので、その際はどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

（３）議題３「本校での取り組み」 

楡井副校長：それでは、先ほど少し触れましたが、最近の本校の取り組みについて、

資料６、資料７、資料８に基づいてお話しします。よろしくお願いします。 

まず、今年度から始まった「オープンラボ」についてです。オープンラボでは、

地元企業からの課題やニーズをいただき、それを本校の研究者や教員とマッチン

グさせます。そして、学生も参加し、実践の場として教育に活用しています。具

体的には、テクノセンターのコーディネーターが地元企業に訪問し、課題やニー

ズをヒアリングして、それを基に教員とのマッチングを行います。その後、共同

研究に繋げていくという形です。 

この活動は２年間を計画し、共同研究費として７００万円を企業から提供して

いただいています。また、企業からは職員が派遣され、学生と共に研究に取り組

んでいます。 

この活動は、校長である江﨑の前任高専での実績をもとに提案され、実現した

もので、今後も企業や本校、地元金融機関と連携して進めていきます。 

今年度は「オープンラボ」として、アピックヤマダさんと山洋電気さんの２件

がスタートしました。アピックヤマダさんでは教員が３名、山洋電気さんでは教

員が２名、学生も交えて活動を始めています。今後も活動を増やし、さらに充実

させていきたいと考えています。 

現在、専攻科棟の入り口には、オープンラボの銘板を掲示していますので、ぜ

ひご覧ください。 

これらの取り組みを通じて、外部資金の獲得にも繋げていきたいと思います。 

次に、資料７についてです。これは一昨年からスタートした「高速信号伝送評

価センター」に関するもので、全国の高専の共同利用設備として本校に設置され

ています。この設備は高周波の測定などに応用されており、企業にも利用されて

います。実際に、非破壊評価やＣＴを使った評価、高速信号の電波暗室などの用

途で利用されています。 

今年度の上半期には、特にＣＴや高周波のＶＮＡアナライザーが活発に使用さ

れており、面白いところでは、サツマイモや生ハムの特性を評価するプロジェク

トも進行中です。これらの活動もさらに充実させていきたいと考えています。 

続いて、資料８です。こちらは一昨年度から始まった「ソーシャルイノベーシ

ョン・サポートセンター」で、学生の起業家マインドを養成することを目的とし

ています。学生がやりたいことをすぐに実現できる環境を提供し、自由に使える

スペースを整備しています。また、学生が参加するコンテストの支援も行ってい

ます。 

専攻科棟３階には、リモート環境が整備されたメインスタジオや工房などのス

ペースがあり、学生は自由に利用できます。これまでには、３Ｄプリンターを使

って玉軸受けの試作を行うなど、さまざまな活動が進められています。 
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また、起業マインドの醸成やコンテスト支援などを通じて、学生にセミナーや

学習の機会を提供しています。 

簡単ではありますが、最近の本校の取り組みについてご紹介しました。よろし

くお願いいたします。 

香山会長：オープンラボの取り組みについてですが、素晴らしい活動ですね。まず、

２社からの提案を受けて活動が開始されたと理解しました。この活動では、教員

が２名以上関わり、学生も参加しているという構図が描かれています。そこで、

関わる学生へのインセンティブについてお聞きしたいのですが、何か措置はあり

ますか？単位に関わる活動とは思いますが、個人的な研究者の活動ではなく、企

業と関わる共同研究に参加する学生へのエフォートに対する配慮について、どの

ようにお考えでしょうか？ 

田中副校長：学生にとっては、自分の将来を考える良い機会になります。自分の専門

性を生かし、仕事としてどの分野を選ぶかを考えながら、自分の向き不向きも判

断できるチャンスです。この取り組みが学生の将来にどうつながるかが重要だと

思います。学生が自分の気持ちと重なる部分があれば、就職を考えても良いです

し、逆に無理に関わりを持たせたくないので、あくまで学生自身の意志を尊重し

ます。オープンという形にこだわり、学生にとって社会を知る良い機会になると

考えています。また、最前線でどのような困難があるかを学び、スキルを向上さ

せるチャンスにもなると思います。 

香山会長：貴重な機会を提供することができるのは素晴らしいですね。さて、共同研

究は大学側にとってのメリットだけではなく、企業にもメリットがあると思いま

す。そこで、率直にお聞きしたいのですが、関わった学生に対して、例えばＲＡ

経費や謝金、アルバイト代など、エフォートに対する報酬は提供されていないと

いうことですか？ 

田中副校長：はい、現時点ではそのような報酬はありません。 

平林参与：少し全体的な話になりますが、実はいろいろな方法があります。例えば、

今話に出たような共同の形で進める方法もありますし、信州大学では長野県経営

者協会と連携し、約２０年にわたり、県内の経営者が講座を持つ仕組みを続けて

います。年間８名から１０名ほどの講師が単位制で講義を行い、聴講生の制度も

あります。講義の内容は、社長に限らず、技術系や管理系のトップが担当し、事

前にテーマを決めて進めます。学生は受講後、最終的にレポートで学びを確認す

る形になっています。この制度は毎年継続されており、必要であればこうしたや

り方も参考にできるでしょう。 

また、私が以前在籍していた会社では、１５～１６年以上前に人事部長として、

高校生向けの技術系プログラムを実施していました。理系の高校生が企業を訪れ、

技術者との交流の場を持ちたい、会社見学をしたいと希望するケースがありまし

た。技術関係の内容は機密事項も多いですが、可能な範囲でオープンにし、受け

入れを行っていました。現在の企業の受け入れ方針は不明ですが、高校側から申

し入れがあれば、受け入れる可能性は十分あると思います。実際に、長野高校や

松本深志高校などの進学校から要請があり、理系の１・２年生が企業訪問を行っ

たこともあります。もし必要であれば、積極的に申し入れをしていただければと
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思います。 

また、先ほどの話にも関連しますが、中学生の段階で工学系の進路を決めるの

は難しい問題です。ご存じのとおり、長野県内の工業高校の中には危機的な状況

にある学校もあります。例えば、かつて名門と言われた岡谷工業や松本工業高校

も含め、独立した工業高校が減少し、総合高校へと統合される流れが進んでいま

す。 

こうした状況を踏まえると、専門性を前面に出しすぎず、より幅広い層の生徒

を受け入れながら、徐々に専門性を深めていくような仕組みが重要ではないでし

ょうか。東京大学の「進学選択」のように、入学後に専門を決めるスタイルには

一定の魅力があります。高校でもこの考え方を取り入れ、工学系に関心がある生

徒をまず広く受け入れ、その中で専門性を深めていく形が望ましいと思います。

工学科が設置されたこと自体は素晴らしいですが、さらに対象を広げてもよいの

ではないでしょうか。 

さらに、長野県の今後の発展を考えると、工業系と農学系を組み合わせた分野

が重要になってくると思います。先ほど県庁の方からも発酵に関する話がありま

したが、農学と化学、バイオ技術を融合させるような学びは、今後１０年、２０

年、あるいは３０年先の日本にとっても重要になります。特に、安全保障の観点

からも「食」の分野は大きな課題であり、農学と工学を組み合わせた技術は今後

ますます必要になってくるでしょう。高専においても、こうした分野を取り入れ

ることが重要ではないかと思います。 

このように対象を広げていくことで、女性の進学者も増える可能性があります。

現状、男女比を見ても女性の方が多いわけですから、いかに女性を工学系に引き

つけるかが、学校の存続にも関わってくるのではないでしょうか。ぜひ、より幅

広い視点で検討していただければと思います。 

楡井副校長：ぜひ参考にして、今後の取り組みに活かしていきたいと思います。 

 

（４）議題４「いじめ対策について」 

渡辺副校長：本校が取り組んでいるいじめ防止対策についてお話しします。どの高専

でもいじめ対策に取り組んでいますが、外部の方から見た際に本校の取り組みが

どう評価されるのか、ご意見をいただきたくて資料を作成しましたので、どうぞ

ご確認ください。 

現在、いじめ防止対策には「いじめ防止対策推進法」があり、この法律に基づ

き、本校では「長野工業高等専門学校いじめ防止等基本計画」を策定しています。

この計画は、本校のホームページにも掲載しており、広く周知されています。 

基本計画は主に８つの項目で構成されており、今回はその中から「いじめの未

然防止」「いじめの早期発見」「いじめに対する対応」についてお話しさせていた

だきます。 

まず、防止策についてですが、いじめ防止等基本計画にＰＤＣＡサイクルを組

み込み、学校内に「いじめ対策委員会」を設けています。この委員会では、対策

の計画を立て、実行に移すための具体的な策を講じています。例えば、アンケー

ト調査などを実施して早期発見に努めています。もし何か問題が発覚した場合は、
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迅速に対応します。 

個別の事案に対しては、２ヶ月に１度開催される「いじめ対策委員会」で情報

共有を行い、その後、対応策を確認し実行しています。重大な事案が発生した場

合は、国立高等専門学校機構本部にも報告し、アドバイスをもらいながら対応し

ます。 

また、計画の進捗については定期的に評価・検証を行い、次回の対策に活かし

ています。本校は工業系の学校であり、いじめに関する情報が教職員に届きにく

い場合があるため、定期的に研修を行い、担当者のスキルアップを図っています。 

次に、いじめ防止プログラムについて簡単に説明します。本校では、５月と１

１月を「いじめ防止月間」として、特にいじめ防止に取り組んでいます。この期

間中には、教職員や学生がいじめについて考えるための活動を行っています。 

５月には、ＳＮＳを使ったトラブルが多いため、１・２年生に対してＳＮＳの

トラブルの問題を取り上げ、それがいじめにどうつながるかを考えさせます。上

級生については、６月に「いじめ防止に関するワークショップ」を開催し、自分

の意見をしっかりと書き表す活動を行いました。 

また、保護者向けにはいじめ防止に関するパンフレットを配布し、理解を深め

てもらうようにしています。早期発見を目指して、年４回のアンケート調査を実

施しており、６月、８月、１２月、２月に実施されています。 

後期のいじめ防止月間には、研修会を行うなどして、教職員にもいじめ防止の

重要性を再確認してもらいます。また、行事のタイミングで講話を実施し、学生

と直接触れ合う機会も設けています。 

１０月には文化祭があり、保護者と面談を行う際に資料を配布し、相談窓口の

案内もしています。 

未然防止の取り組みとして、課外活動や学生同士の交流の場を設けていますが、

最近では積極的に参加しない学生も増えており、すべての学生に行き渡っている

かどうかが課題となっています。また、寮生が３７０人ほど在籍しているため、

親元を離れて暮らす学生たちのいじめの存在には、なかなか気づきにくい部分も

あります。 

そのため、学生自らがいじめ問題を真剣に考える機会を増やす必要があります

が、現在のところ、用意されたプログラムに参加する形にとどまっている状況で

す。 

早期発見と対処のため、教職員には「早期発見・事案対処マニュアル」を周知

し、いじめが発覚した場合には２４時間以内に報告し、適切な助言を受ける体制

を整えています。アンケートを通じて早期発見が可能となり、情報共有のために

定期的なミーティングや、グループウェアを使った情報提供を行っています。 

これにより、迅速に対応できている事例もいくつかありますが、今後の課題と

しては、すべての学年で共通のいじめ防止対策プログラムを考え、実施していく

ことが挙げられます。そのためには、学級担任の先生たちへの研修を行う必要が

あり、少しハードルが高い部分もありますが、引き続き取り組んでいきたいと思

っています。以上、いじめ防止対策についてのご報告でした。 

金澤参与：今の説明の中で何件か事例があったということでしたが、今年度、または
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今年に入ってから、いじめに関する事例は何件把握されているのか教えていただ

けますか。また、後援会も少し関わって、一緒に取り組む形で情報共有や連携を

深めることが重要だと感じますので、その点についてもご検討いただければと思

います。 

板屋室長：いじめ対策委員会で議論された件数はおそらく数件程度だと思います。そ

の中で、いじめ案件として高専機構に報告したのは、現在２件となっています。 

渡辺副校長：後援会との連携についてのご意見、今まであまり考えていなかったので、

意見交換させていただき、今後の協力方法について検討していきたいと思います。 

香山会長：学校だけでなく、保護者の方々も一緒に見守り、正しい対応ができるよう

になることが重要ですね。 

香山会長：いじめの定義に関して、今回の対象は「学生対学生」に限っているという

理解でよろしいでしょうか。２ページ目のいじめの定義に、学生同士の出来事で

あると書かれていたのですが、その点について確認させていただけますか？ 

渡辺副校長：はい、その通りです。基本的には学生同士の問題として扱っています。

ただし、学生生活の中で、例えば学生と教職員との間で発生するパワーハラスメ

ントやアカデミックハラスメントなどについては、いじめという言葉を使うので

はなく、別の形で対応しています。これらについては、ハラスメント防止のため

の対策を定めており、それに基づいて運用しています。 

香山会長：いじめとは直接関係ないかもしれませんが、高専では途中で進路を変更、

キャリアチェンジをする学生もいらっしゃるかと思います。その中で、もし不幸

なことが原因となって進路変更がある場合、どのくらいの割合でそういったケー

スが発生しているのでしょうか。また、先ほど２件の事例が報告されたとのこと

でしたが、それらは解決し、安心して学生生活を送れているか、卒業まで支障な

く進めているのかについても教えていただけますか。 

渡辺副校長：具体的な退学理由はわかりにくいのが実情です。ただし、現状としては、

退学の理由で最も多いのは成績不振です。また、進路変更については、例えば３

年生終了後に大学を受験することができ、昨年度には国立大学に推薦で合格した

学生もいます。前向きな進路変更の事例もあります。いじめを理由に退学した学

生については把握しておりません。 

 

（５）議題５「質疑応答・意見交換」 

香山会長：それでは、ご用意いただいた４件の議題についてご説明いただきました。

ここからは、全体的な質疑応答や意見交換の時間とさせていただきます。今回の

議題に限らず、皆様にご意見をいただければと思います。 

渡辺参与：普段なかなか聞けないお話を伺うことができ、大変勉強になりました。長

野高専ではオープンラボやソーシャルイノベーション・サポート・センターなど、

積極的にさまざまな取り組みをされていると伺いました。しかし、これらの活動

が十分に周知されていないのではないかと感じます。先ほど長野県経営者協会の

平林さんもおっしゃっていましたが、こうした取り組みをもっと広報に活用すれ

ば、志願者の増加にもつながるのではないでしょうか。 

当社にもさまざまな組織や部署があり、デジタル分野にも力を入れています。
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取組みが成功に結びつかないケースも多いです。評価書の作成も重要ですが、最

終的なゴールは成果を上げることにあります。企業でも同様に、成果につながる

取り組みを行うことが重要です。そのためには、ここにいらっしゃる幹部の皆様

が、実現可能な指針を示し、具体的な形にしていくことが必要だと思います。 

その点で、長野高専の皆様がさまざまなアクションをされていることは素晴ら

しいと感じました。今後は広報にも力を入れ、「こんな素晴らしいことをしている」

ということをより積極的に発信していくべきだと思います。 

江﨑校長：私自身も、長野高専はこれまで入試広報などの活動にあまり積極的ではな

かったのではないかと感じています。これまで３つの高専を経験してきましたが、

他と比べてもやや控えめな印象があります。しかし、遠慮する必要はないと考え

ています。 

そこで、私が着任後すぐに入試広報室を新設し、現在、広報活動を進めていま

す。ただ、広報の内容をさらに検討しなければ、志願者増加にはなかなかつなが

らないというジレンマもあります。今回のご意見を参考にしながら、長野高専の

取り組みを積極的に外部へ発信していくことを重視していきたいと思います。 

香山会長：入試広報室では具体的にどのような活動をされていますか？  

中山室長：現在、倍率の回復を目指し、特に中学生をターゲットに県内各地で説明会

を開催するなど、昨年度以上に力を入れて取り組んでいます。また、後援会の方々

にもご協力いただき、地域のネットワークを活用しながら中学生へのアプローチ

を進めています。 

私自身、広報室長としての１年目ですが、地域によって長野高専に対する認知

度に差があると感じています。近隣の学校では高専の存在は認識されているもの

の、その魅力を十分に伝えきれていないと感じます。一方、中信や南信の地域で

は、高専の存在自体を知らない方が多いのが現状です。そのため、ニュースの発

信や地域での活動を通じて、まずは認知を広げることが重要だと考えています。

現在進行形ではありますが、引き続き活動を進めていきます。 

香山会長：信越放送様として、ご協力いただけることはありますでしょうか？ 

渡辺参与：はい。どんどん情報をください。長野県経営者協会のほうにも情報をどん

どん提供してください。 

平林参与：私の出身は松本ですが、中信や南信の地域では、長野高専の認知度が低く

なっていると感じます。設立当初は「国立の工業高校ができる」と大きな話題に

なり、トップ校へ進学するよりも高専へ進むべきだという話もあったほどです。

しかし、私が中学に入る頃にはそうした話題はほとんど聞かれなくなりました。

おそらく、当時と比べて広報の力が弱まったのではないでしょうか。 

例えば、エプソンにも長野高専出身の役員クラスの技術者が以前はいましたが、

最近はそうした話をあまり聞かなくなりました。それでも、高専出身の社員は毎

年入社していますし、社内でＯＢ会を開催すればかなりの人数が集まるのではな

いかと思います。こうしたネットワークを活用するのも一つの方法かもしれませ

ん。本日、代表取締役の方々も集まる機会があるので、長野高専をもっと大切に

すべきだという話をしておきます。 

香山会長：地域の人材育成は、長野県立大学なども含め、皆で協力して進めていくべ
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きことだと思います。せっかくの機会ですので、最後に皆様から一言ずつお願い

できますでしょうか？ 

丸山参与：義務教育を担当しています。以前も申し上げましたが、義務教育の中でも

理系科目、特に理科や科学に興味を持たせることが重要だと考えています。その

一環として、「長野スーパーサイエンスプロジェクト」を実施しています。信州大

学や高専の協力を得て、学校外で展開しているこのプロジェクトは大変人気があ

り、申込みができないといった苦情の電話もあるほどです。つまり、理系に興味

を持っている子どもは非常に多いのです。 

そのため、彼らの関心をどう育てていくかが課題となります。将来の就職先を

考える以前に、「新素材やバイオ技術を活用して地球環境問題を解決したい」とい

った高い志を持っている子どもたちが多くいます。SDGs について学ぶ機会も増

えており、そうした夢をサポートする取り組みが求められています。「就職に有利」

といった視点よりも、より大きなビジョンを提示することが重要だと思います。 

徳島の「神山まるごと高専」は、私も設立当初から注目していました。校長に

は経済産業省の五十棲氏が就任し、さらに素晴らしい学校へと発展していくこと

でしょう。全国的に注目されるこのような新しい取り組みが求められています。

ただ単に「女子学生を増やそう」という動きではなく、「この道に進めばこんな未

来が待っている」というビジョンを明確に示し、広報していくことが大切だと考

えます。 

私自身、市立長野高校を担当しているため、こうした課題に真剣に向き合って

いきたいと思います。 

倉島参与：理系、特に技術系の人材は産業界にとって必要不可欠ですが、私たちもま

た企業をサポートする立場として、技術職の人材が不足していると感じています。

工業技術総合センターには技術者が集まっていますが、さらに多くの人材が求め

られています。 

特に化学や食品系、さらには電動化の進展に伴い電気系の人材も重要です。ＥＶ

（電気自動車）は一時的に勢いが落ちているとはいえ、電動化の流れは止まりま

せん。教育界全体で理系人材の底上げを図り、産業界とともに成長できるような

体制を作りたいと考えています。 

池田参与：私どもミマキエンジニアリングでも、高専卒の方は６０人以上、エプソン

さんには１００人以上の方が入社されていると思います。しかし、昔に比べると

高専生の存在感が薄れてきました。 

私自身、「もう少し技術的に頑張ろう」と考え、技術者を集めようとしましたが、

全く人が集まりませんでした。そこで、長野高専さんに相談したところ、何人か

が入社し、技術的なリーダーシップを取れるようになった、という経緯がありま

す。 

私はたまたま長野高専の電気工学科の２期生で、在学中に「電子計算機」の授

業を少し受けました。その後、沖電気の子会社に入社し、当時はミニコンやオフ

コンに関わる仕事をしていました。あるとき、「この分野をやっていた」と話した

ところ、「じゃあ、お前が行ってこい」と任され、自然な流れで担当することにな

りました。 
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当時、設計はドラフターを使って行われていましたが、「将来的にはパソコン上

で設計し、出力する機械が必要になる」と言われ、「じゃあ、それをやってみよう

か」と取り組んだのがプロッターでした。現在は、看板のカッティングやインク

ジェット技術へと発展しています。こうした流れを経て、技術はつながり、未来

を見据えながら学ぶことが重要だと実感しています。 

例えば、自動車業界はこれから大きく変化します。センサーが２０個も搭載さ

れ、これまで５万円程度だった電子部品が３０倍以上になるという話もあります。

しかし、それらを動かすには結局ソフトウェアが不可欠です。バイオ技術も重要

ですが、ソフトウェアはさらに重要であり、システムの機能性を高めるために欠

かせません。 

女性技術者の採用も積極的に進めています。バイオ分野も大切ですが、直近で

はソフトウェア技術がより求められると考えています。 

長野高専の教授の皆さんが研究開発を進め、それに長野県の産業がついていく。

そして、その流れの中に学生が入っていく。そんな未来の姿を描き、実現してい

ければと願っています。 

渡辺参与：今朝、テレビ番組で駒ケ根工業高校のロボット部が全国優勝・準優勝した

と報道されていました。家内も見ていて「駒ケ根工業ってすごいね」と感心して

いました。 

こうした話題が広まることが非常に重要です。長野高専も素晴らしい活動を行

っているのですから、もっと積極的にアピールすべきです。もったいないと思い

ます。 

平林参与：文部科学省には長野県出身の関係者がいます。うまく活用し、改革を進め

てください。 

萱津参与：私は県立大学の関係者として、さまざまな取り組みを学ばせていただく機

会になったと感じています。 

高専では非常勤講師を務めていますが、先ほども申し上げたとおり、高専には

１６歳から２０歳の学生が在籍しています。高校では「生徒」といった呼び方を

しますが、高専では「学生」となり、その違いを改めて考えさせられました。 

また、先ほど先生方がご説明された「いじめ」という言葉についても印象に残

りました。大学では「いじめ」という言葉をあまり聞きません。もちろん、ハラ

スメント対策は進めていますが、「いじめ」というキーワードが高専ならではのも

のなのか、それとも大学でも対応が必要なのか、改めて考えさせられました。大

学では、学生同士のトラブルにあまり介入しませんが、高専では担任の先生方が

クラス単位で学生指導をしっかり行っていることを知り、大学としても見習うべ

き点が多いと感じました。 

さらに、工学系だけでなく、現在、私たちの大学でも志願者の減少が深刻な課

題となっています。そのため、学部の改組やカリキュラムの変更を検討している

最中です。そうした背景から、会の最後に話題に上がった点についても非常に参

考になりました。 

小河原参与：今日のお話を伺い、改めてショックを受けたのは、やはり志願者数の減

少についてです。この状況には非常に危機感を覚えています。 
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先ほど「高専のメリット」という話がありましたが、私自身が高専を選んだ最

大の理由は「学費の安さ」です。ただ、近年、高等教育の無償化が進められよう

としています。もしこれが実現すれば、高専の魅力が相対的に薄れ、志願者数が

さらに減少するのではないかと危惧しています。 

現在の志願倍率が１倍程度という話がありましたが、ほぼ全員が入学できる状

況になれば、学力層がばらつき、特に下位層の学生にとっては厳しい環境になっ

てしまうのではないかと懸念しています。私自身、学生時代は決して優秀ではな

かったため、先生方にご負担をかけたと自覚しています。もし学力が追いつかず

途中で脱落してしまう学生が増えるのであれば、入学前の段階で一定の基準を設

けることも必要かもしれません。 

もちろん、新しい学科やカリキュラムの導入によって志願者を増やしていく取

り組みには大いに期待しています。しかし、学生のため、そして先生方のために

も、入学基準についても慎重に検討していただくべきではないかと思います。 

金澤参与：後援会では、学生の部活動や学生生活を支援する活動を行っています。ま

た、県内には１３の支部があり、それぞれの支部では親御さん同士の交流も行っ

ています。 

 しかし、コロナ禍の影響で、しばらくの間、交流会を開くことができませんで

した。現在は徐々に再開され、支部内での交流会や親御さん同士の意見交換がで

きるようになってきています。 

高専生はあまり親に学校での様子を話さないことが多いですが、こうした交流

を通じて、親同士のつながりを深めることができればと思っています。今後も後

援会として、こうした活動を大切にしながら取り組んでいきますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

香山会長：信州大学工学部では、高専生向けに３年次編入の枠を設けており、特に女

子学生向けに２０名の枠を設置しています。今年で２年目になりますが、定員４

０名のうち２０名を高専女子枠としているのは、かなり大きな取り組みではない

でしょうか。現在も絶賛募集中ですので、ぜひ来年も多くの学生を送り出してい

ただければと思います。 

また、女子学生に限らず、工学全体が地域として発展していくことが重要です。

特に長野県の北部は製造業が盛んな地域でもあります。先ほど県の方からもお話

がありましたが、地域のニーズに応え、地域を活性化させる形で連携していけれ

ばと考えています。さらに、学びの面では、社会情勢やグローバルな視点を持つ

ことも忘れてはならないと感じています。 

 

７．閉会 

江﨑校長から閉会として、本校の教育機関としての充実を図るため、参与の皆様

からいただいた貴重な意見を今後の学校運営に活かしていきたい旨の挨拶があっ

た。また、地域に根差した高等教育機関としてさらなる発展を目指し、引き続き支

援と協力をお願いする旨の発言があった。 

 

以上 
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２．参与会の提言を受けて 

 第 19回参与会（令和 4年度）から第 21 回参与会（令和 6年度）まで、3回の会議

を実施し、参与の皆様から本校の活動の対して多くの貴重なコメントや提言をいただ

いた。これらを基に、本校の教育研究活動の改善に取り組んできた。以下に、改善活

動に反映された主な取り組み事例と今後検討すべき事項を示す。 

 

（１） 本校の改善活動に反映した主な取り組み事例 

① 自己点検活動の実施スケジュールの設定 

第 19 回参与会において、自己点検が年 1 回では PDCA サイクルの「CA」（評価と改

善）が不十分であり、「PD」（計画と実行）の繰り返しに留まっているとの指摘を受

けた。これを受け、令和 5年度から四半期ごとの点検活動を導入し、実質的な改善

に結び付けるようにした。 

② 定量的な評価方法と点検事項自体の見直しの実施 

第 19回参与会において、評価が抽象的であるとの指摘を受けている。このため、具

体的な点検事項を定め、その実施率に基づいて評価するように変更した。また、第

20 回参与会では、点検事項の見直しは毎回の点検時に実施すべきとの指摘を受け、

点検事項も点検・修正することとした。 

③ 中学生向け PRの場としての体験入学・オープンキャンパス・ホームページリニュ

ーアル 

中学生への高専 PR として、夏の体験入学や秋のオープンキャンパスが行われてい

る。令和 4年度から工学科に改組されたことと併せて、高専の教育環境が紹介され

ている。令和 5 年度には 60 周年記念事業の一環として、ホームページのリニュー

アルを実施した。 

④ 2年生における海外研修 

令和 5 年度より、2 年生の研修旅行として台湾を訪問し、文化や歴史に触れるとと

もに、現地大学生との交流を通じて英語力やコミュニケーション力を試す機会とし

ている。 

⑤ グローバルな交流の拡充 

従来締結しているタイ、香港、台湾、ベトナム、インドネシアの大学に加えて、カ

ナダの Northern Alberta Institute of Technology（令和 6年 3 月）、Saskatchewan 

Polytechnic（令和 7年 2月） との国際交流協定を締結した。 

⑥ 研究活動とスタートアップ人材育成への取り組み 

令和５年より、高速伝送信号評価センターとソーシャルイノベーションサポートセ

ンターを設置し、研究活動に学生を交えた取り組みを行っている。ソーシャルイノ

ベーション・サポートセンターでは、様々なセミナーや研修会を通じて、起業家マ

インドの涵養を行っている。また、令和 6年度からはオープンラボの運用を開始し、

地域企業との共同研究の中で学生教育の活性化の一助としている。 

⑦ PBL教育の拡充 

令和 5年度より、工学科 2年生の必修科目「エンジニアリングデザイン入門」にお

いて、小グループでの課題解決型プログラムを実施している。ここでは、長野高専
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技術振興会企業の支援をいただきながら、全 2年生がグループごとにテーマを設定

し、その解決に取り組み、成果をポスターで発表している。令和 7年度からの工学

科 4年生の必修科目「エンジニアリングデザイン実践」につなげていく。 

 

（２） 今後検討すべき事項 

① 活動目的に対する客観的評価 

第 21 回参与会において、自己点検は目的とする活動の効果を把握することが必要

であり、形ばかりの点検にならないようにすることが重要との指摘を受けた。点検

事項の先にある活動目的の客観的評価に資するものにすることが必要である。 

② 受験者増加への取り組み 

受験者倍率が年々低下傾向にある中で、優秀な人材確保の面からも受験者数の増加

に向けた取り組みが必要である。第 21 回参与会で提示した新系設置構想の一環で

あるが、長野高専の広報活動の一層の充実も求められている。 

③ グローバル教育の充実 

令和 6年度に実施された卒業生・企業アンケート結果からも、より一層の英語力や

コミュニケーション力の強化が指摘されている。 

 

 以上のように第 19 回～第 21回参与会での指摘や、それらに対する取り組みの概要

を報告した。これら以外にも解決すべき多くの課題がある。より良い教育研究活動を

目指した取り組みは、将来の長野高専のためにも、全教員が一致して進めていくこと

が必要である。外部からのコメントや提言を活かしていきたい。 

 ご尽力いただいた参与の皆様に深く感謝申し上げるとともに、協力いただいた関係

各位に感謝の意を表する。 

 

（外部評価報告書第 8報執筆編集担当：総務主事 楡井雅巳） 
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第 19回参与会配付資料（2023年２月 14日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 19回長野工業高等専門学校参与会次第 

・第 19回長野工業高等専門学校参与会出席者名簿（添付省略） 

・第 19回長野工業高等専門学校参与会座席表（添付省略） 

・資料№１ 令和４年度自己点検・評価表 

・資料№２ 自己点検・評価の方法 

・資料№３ 説明資料 

・資料№４ 補足説明資料 

・資料№５ 評価記入用シート 

・冊子 

○ 学校要覧 2022 年版（添付省略） 

○ GUIDE BOOK 2023（添付省略） 

○ 学園だより 187 号（添付省略） 

〇 長野高専基金（添付省略） 
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第 19回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  令和５年２月１４日（火） 10:00～12:00 

会 場  長野工業高等専門学校 第１会議室 

次 第 

１．開会 

２．会長・副会長紹介 

３．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

４．校長あいさつ 

５．配付資料確認 

６．令和４年度自己点検・評価 

 １）自己点検・評価表の評価方法 

 ２）自己点検・評価の説明 

 ３）質疑応答・意見交換 

７.閉会 
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文章 １から５ 文章
大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

1

自己点検・評価を実施するための方
針、体制が整備され、点検・評価の基
準・項目等が設定されおり、
自己点検・評価が定期的に行われ、そ
の結果が公表されているか。

総務主事
　（教育改善委員長）

1.1 長野工業高等専門学校自己点検評価の実施に関
する要項
1.2 教育の質保証のための各種点検・改善システムに
関する申合せ
1.3 R2年度計画　実績調査に対する自己点検評価
1.4 運営会議議事概要（工学科の３ポリシー）
1.5 1.5 執行会議議事概要（専攻科の３ポリシー）
1.6 授業改善システム（抜粋）
1.7 令和３年度教育改善報告書
1.8 令和3年度長野高専の満足度調査報告書
1.9 自己点検評価報告書https://https://www.nagano-
nct.ac.jp/guide/self/index.php

・自己点検評価の実施に関する要項が定められており、6つの各種点検・改善システム
の申合せに従って、自己点検・評価が行われ、その結果が公表されている。

 自己点検評価項目による点検システム
 年度計画項目による点検システム
 DP、CP、APの点検・改善システム
 各委員会の重点項目の点検システム
 授業改善システム
 学生への支援体制点検システム

5
一部の自己点検評価項目による点検システムは、令和４
年度に初めて実施されるものであり、継続して実施してい
く。

2

学校の構成員及び学外関係者の意見
の聴取が行われており、それらの結果
が、教育の質の改善・向上に繋がって
いるか。

総務主事
2.1 R01　卒業生企業等アンケート報告書
2.2 令和２年度　教育改善報告書　本文
2.3 令和３年度教育改善報告書

・令和元年度にアンケート調査を実施し、意見聴取が行われ、要望等を各委員会に教育
改善委員会より提言した。

3
アンケートの回収率が15％ほどであり、高めることが望ま
れる。

３つのポリ
シー

3

準学士課程、専攻科課程それぞれに
ついて、卒業（修了）の認定に関する
方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程
の編成及び実施に関する方針（カリ
キュラム・ポリシー）、入学者の受入れ
に関する方針（アドミッション・ポリ
シー）が定められており、社会の状況
等の変化に応じて見直されているか。

教務主事
教務主事
専攻科長

3.1 準学士課程および専攻科の３つのポリシー（ホーム
ページ掲載）
3.2 執行会議等の各種資料

・令和３年度に、改組新学科である工学科の３ポリシーを新たに策定し、現行の５学科お
よび専攻科のアドミッションポリシーに入学選抜の基本方針を入れる修正を行った。
・専攻科については、令和4年度は方針および教育課程の見直しは行っていない。引き
続き社会の状況の変化に応じて見直しを行う。

5 社会状況に応じて見直していく。

学校組織 4
教育活動を展開する上で必要な運営
体制が 適切に整備され、機能している
か。

事務部長 事務部長

4.1 組織図
4.2 内部組織規則
4.3 校務分掌一覧
4.4 会議資料（議事概要）

・本校の使命・目的を達成するために、教育研究の基本的な組織が適切に構成され、各
組織においても適切な関連性が保たれている。

4
教育研究活動の充実及び社会の要請等に対応していく
ため、必要に応じ適切に見直していく。

教員等の
配置

5
準学士課程、専攻科課程において、一
般及び専門の教員並びに教育支援者
が適切に配置されているか。

教務主事
教務主事
専攻科長
事務部長

5.1 【抜粋】2022学校要覧（組織図・専任教員一覧）
5.2 2022後期本科専攻科時間割
5.3 特例の適用認定を受けた専攻科における教育の実
施状況等の審査に係る基本データ（別紙1）
5.4 学則別表第3-6（専攻科）
5.5 専攻科教員氏名経歴概要等を記載した書類
5.6 学修総まとめ科目「特別研究II」課題一覧

・準学士課程においては、一般及び専門の教員を各科目担当者として配置し、必要に応
じて技術支援部より技術職員を配置している。
・専攻科課程においては、生産環境システム専攻に機械工学、電気電子工学、土木工
学を専門とする教員を、電気情報システム専攻には電気電子工学を専門とする教員を
配置した。

4 学科再編による変更点を確認し適切に配置していく。

教員の評
価

6

教員の採用や昇任に関する基準があ
り、適切な運用がされており、教員の
教育研究活動に対して、定期的な評価
が行われているか。

教務主事
校長
教務主事

6.1 長野工業高等専門学校教員選考基準
6.2 長野工業高等専門学校における教員の昇任選考
に係る取扱い
6.3 長野高専における教職員顕彰に関する申合せ

・教員の採用や承認は、これらに関する基準に則り行われている。
・年度当初の業務計画や研究業績一覧等により、教員の教育研究活動に対する評価を
実施している。

4
必要に応じて基準を見直しながら適切な評価等を継続し
ていく。

FD活動 7
FD・SD活動が実施され、改善等に結
びついているか。

総務主事
総務主事
　（教育改善委員長）

7.1 令和３年度教育改善報告書
・令和3年度は計4回のFD研修会を実施した。FD・SDは実施されているが、教育およびそ
の支援等の具体的評価手法が定められていない。

3
教育およびその支援等の具体的評価手法について検討
する。

２．組織及
び教員・教
育支援者

１．教育の
内部質保

証

自己点検
評価

令和４年度　自　己　点　検　・　評　価　表

総務主事
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大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

8
学校の施設・設備が整備され、適切な
安全・衛生管理の下に有効に活用され
ているか。

事務部長
8.1 施設利用実態調査
8.2 令和４年度第１回安全衛生委員会議事要旨

・学校の施設・設備が整備され、適切な安全・衛生管理の下に有効に活用している。 4
学校の施設・設備の有効活用を図るため、長期的展望に
立ち、環境に配慮した計画的、積極的な整備を行う。

9
学生のニーズに対応したＩＣＴ環境が十
分なセキュリティ管理の下に適切に整
備され、有効に活用されているか。

教務主事
　（情報教育センター長）
総務主事
　（教育改善委員長）

9.1 令和3年度長野高専の満足度調査報告書
9.2 BYOD購入依頼文書
9.3 BYOD+PCに関する学生アンケート
9.4 (簡易版)スイッチ_AP_配置図_20221107
9.5 ネットワーク接続マニュアル_教職員
9.6 校内無線LANへの接続方法_Windows10
9.7 長野高専　情報システム関連　FAQ（学生向け）

・学生の満足度調査が行われ、有効に活用できている。

・令和3年度の１年生から、BYOD（BringYourOwnDevice：個人所有端末）を導入し、学生
個人のPCを授業に活用している。BYODを推進することにより、PCなどの情報機器をよ
り身近なものとし、卒業までの在学中にICTを活用するスキルを高めるのみならず、最新
のPC環境を学生が利用できるようになった。

・全学生を対象としたBYODの無線LAN環境を提供している。

・認証方式をIEEE802.1x認証としてセキュアなネットワーク接続環境を提供している。

4 今後も継続する

10

図書、学術雑誌、視聴覚資料その他
の教育研究上必要な資料が系統的に
収集、 整理されており、有効に活用さ
れているか。

総務主事
　（図書館長）

10.1 令和2年度図書館蔵書統計
10.2 学校要覧図書館のページ【2022学校要覧から抜
粋】
10.3 令和3年度後期図書館利用状況報告

・図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料を教員からの推薦によ
り購入し系統的に整理し、有効に活用されている。

令和3年度の状況
・蔵書総数 82,387冊（令和2年度：74,348冊）
・入館者数　34,100人
・退出冊数　5，404冊
・帯出者数　2,766人

4 今後も継続する

11
新入生、留学生、編入生に対して、履
修や施設・設備等に関するガイダンス
を実施しているか。

教務主事
専攻科長

11.1 新入生の年度当初の日程について
11.2 新入生のための学習のアドバイス
11.3 令和4年度専攻科ガイダンス実施要領
11.4 外国人留学生生活ガイドブック

・準学士課程においては、新入生、留学生、編入学生に対しては、授業開始までに、ガイ
ダンスを実施している。
・専攻科課程においては、1年生は入学式当日に、2年生については別途機会を設けて
ガイダンスを実施した。2年生については学位申請ガイダンスも実施している。

4
様々な変更点を含め、適切なガイダンスの実施を継続す
る。

12
学生の自主的学習を進め る上での相
談・助言等を行う体制が整備され、機
能しているか。

教務主事
専攻科長
学生相談室長
総務主事（教育改善委員長）

12.1 学級担任ガイドブック
12.2 学生相談室報告
12.3 2021年度メール目安箱投書メール対応状況一覧
12.4 令和3年度長野高専の満足度調査報告書
12.5 内部規則規程（専攻長）
12.6 専攻科１年生面談予定

・準学士課程においては、学級担任制により、学生の相談・助言を行っている。
・メール目安箱等、学生の意見や苦情を受けるシステムが構築され、対応は遅延なく行
われていいる。
・専攻科課程については、専攻長および専攻科長が相談・助言を行っている。

4
学級担任ガイドブックの確認や見直しを継続して進める。
学校としての体制を、学生に周知する仕組みを検討す
る。

13
特別な支援が必要と考えられる学生
への学習支援及び生活支援等が行わ
れているか。

教務主事
専攻科長
グローバル教育推進
センター長
　（国際交流センター長）
学生相談室長

13.1 令和4年度第1回国際交流センター会議議事概要
13.2 外国人留学生チューターの手引き
13.3 相談室会議資料
13.4 障害のある学生に対する特別支援

・入学前に保健調査票による保護者からの申し出等により特別な支援を必要とする学生
を把握し、入学時より支援可能な体制を整えている。
・留学生(3・4学年)に対してはチューターを選考し、学習と生活の支援を計画通りに実施
している。また、留学生の生活支援として、寮務委員と留学生の近況の情報を共有する
こととし連携体制を整えた。
・専攻科課程については、専攻長および専攻科長が学習支援や生活支援を行っている。

4
各学生の状況に応じて支援を行っている。今後も継続す
る。

学習環境 総務主事

３．学習環
境及び学
生支援

教務主事
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大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

14
学生の生活や経済面に係わる指導・
相談・助言等を行う体制が機能してい
るか。

学生主事
専攻科長
学生相談室長

14.1 学生相談室報告
14.2 経済支援実績R04学生支援委員会議事概要
14.3 学生支援委員会資料
14.4 学生支援委員会資料 別冊奨学金等の構内基準
一覧
14.5 経済支援周知チラシ保護者向け
14.6 学級担任業務ガイド

・本科生に対しては学級担任をおき、また専攻科生に対しては専攻長が、きめ細かな指
導・支援を行っている。また、学級担任業務ガイドをつくり（随時更新し）、社会状況に応
じた指導・支援を行っている。さらに、個別の問題については学生相談室と連携して支援
を行なっている。

4
個別の問題にチームで対応することになるが、専門家を
含めたチーム内の連携を高めていく。

15
進路指導およびキャリア教育の体制
が機能しているか。

進路支援室長
15.1 進路支援室会議議事概要
15.2 実務訓練の手引き
15.3 進路選択ガイド

・本科生に対しては学級担任や系長（学科長）が、専攻科生に対しては専攻長や専攻科
長が、きめ細かな指導・支援を行っている。また、学生向け進路選択ガイドをつくり（随時
更新し）、状況に応じた指導・支援を行っている。
・本科生の実務訓練は教務委員会と4学年会が中心となり、また専攻科生の学外実習は
専攻科運営員会が中心となって支援を行なっている。
・令和4年度から進路支援室が中心となってキャリア講演会、進路講演会、卒業生講演
会、進路説明会を実施している。

4
本年度から進路支援室を新設し、支援体制を強化してい
く。

16
課外活動に対する支援体制が、適切
に機能しているか。

学生主事

16.1 2022年度部・同好会の指導に関するガイドライン
16.2 部・同好会指導教員一覧
16.3 ケガ等報告書
16.4 長野高専課外活動指導員マニュアル
16.5 課外活動指導員業務報告書
16.6 団体結成審査方針の見直し
16.7 部・同好会の校内手続き 施設使用願

ガイドラインやマニュアルをつくり（随時更新し）、適切な支援を行うとともに、校内手続き
のスマート化をはかっている。
「団体結成願（申請）の許可基準について」、「部・同好会活動の継続許可基準について」
（執行会議承認）等により、団体数や活動の質をコントロールし、それを支える教職員の
支援体制が適切に機能するよう努めている。

4
教職員の負担軽減のため、課外活動指導員（非常勤職
員）の増員を引き続き行っていく。

17
学生寮が、学生の生活及び勉学の場
として有効に機能しているか。

寮務主事 寮務主事
17.1 寮生会との協議会開催日程
17.2 寮生活に関するアンケート集計結果

・勉強会についてはコロナ過であるため、本年度は1回のみ開催している。
・満足度調査は実施している。
・寮生会との懇談会は月に1回程度実施している。

4 今後、勉強会の実施回数を増やしていく。

学生支援

学生主事

3 / 763



大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

18
カリキュラム・ポリシーに基づき、教育
課程が体系的に編成されているか。

教務主事
18.1 教育課程表
18.2 系統図

・カリキュラムポリシーに基づき、理数系基礎科目及び人文社会系の教養科目は低学年
を中心に、工学系の科目は高学年を中心に体系的に配置している。

4
学科再編後のカリキュラムについて、さらに整備を進め
る。

19

教育課程には、学生の多様なニーズ、
学術の発展の動向、社会からの要請
に対応した科目、創造力・実践力を育
む科目、異文化や地域の文化を理解
する科目などが配置されているか。

教務主事
19.1 教育課程表
19.2 系統図
19.3 シラバス（科目の抜粋）

・実践的な問題解決型学習、アクティブラーニング、実験実習、卒業研究などにより、課
題の発見能力、解決能力、及び論理的に表現する能力を育成する授業科目を編成して
いる。
・異文化理解、コミュニケーション力を育成する授業科目を編成している。

4
学科再編により対応させて配置したカリキュラムの確認を
継続する。

20
教育内容に応じた、適切な学習指導
上の工夫がなされているか。

教務主事 20.1 授業公開（教員相互参観）アンケートより（抜粋）
・主体的な学習活動に向けた教材の利用や、新たなオンライン教材の活用、遠隔授業で
も利用できるカメラやPCの設置など、様々な工夫を行っている。

4
新たな教育手法とあわせて、教育改善を継続して進め
る。

21
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切
なシラバスが作成され、活用されてい
るか。

教務主事
21.1 シラバス（科目の抜粋）
21.2 授業改善システム（抜粋）

・カリキュラムポリシーに沿って設定された到達目標を記したシラバスを作成し、活用して
いる。

3
再編によるWebシラバスの問題点にも対応しながら改善
を進める。

22
成績評価・単位認定及び卒業認定の
各基準が学生等に周知されているか。

教務主事
22.1 教育課程表
22.3 シラバス（科目の抜粋）

・シラバスにおいて、成績評価および単位認定の基準を明記している。
・教育課程表において、進級および卒業認定の基準を明記している。

4 必要に応じて改善を進める。

23 成績評価は適切に行われているか。
教務主事
総務主事　（教育改善委員会）

23.1 シラバス通りに成績評価が行われているかの一例
23.2 授業改善システム（エビデンスのチェック）

・各教員により成績評価が行われ、教育改善員会によりエビデンスの確認を行ってい
る。
・成績評価がシラバス記載の通りに実施されているかの自己点検、および教育改善委員
会におけるチェック体制と整えられ、適切に実施されている。

4 点検がより効果的に運用できる体制を検討する。

24
進級判定、卒業認定が適切に行われ
ているか。

教務主事
24.1 成績判定会議の開催
24.2 年度末成績一覧

・卒業、進級判定のための資料を作成し、教員会議において確認している。 5 必要に応じて改善を進める。

25
ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教
育の成果が認められるか。

教務主事
25.1 R3学生表彰受賞者一覧
25.2 R3特別敢闘賞受賞者一覧
25.3 年度末成績一覧

・各科目の平均点、卒業研究発表、学生表彰により、学習・教育の成果を確認している。 4 必要に応じて改善を進める。

26

卒業時の学生および卒業生・進路先
関係者からの意見聴取で、ディプロマ・
ポリシーに沿った学習・教育の成果が
認められるか。

教務主事

26.1 R3学習・教育目標の達成度自己評価調査票のま
とめ
26.2 R3卒業生・修了生アンケート分析
26.3 R01卒業生企業等アンケート報告書

・卒業時の学習・教育目標達成度自己評価、ならびに卒業生・企業等アンケートにより確
認している。

3
回答率の改善に向けて、新設した教学IR室を中心にさら
に体制を整える。

27
卒業後の進路状況から判断して、学
習・教育の成果が認められるか。

教務主事
27.1 R3年度_進路指導報告書
27.2 R3進路先一覧

・進路指導報告書の就職先および進学先から、学習・教育目標の成果が認められる。 4 必要に応じて改善を進める。

教務主事

教務主事

教務主事

教務主事
授業形

態、学習
指導 法

成績評価・
進級及び
卒業判定

学習・教育
の成果

４．準学士
課程の

教育課程・
教育方法・
学習成果

教育課程
の編成
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大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

28

カリキュラム・ポリシーに基づき、教育
課程が体系的並びに準学士課程との
連携および発展的に編成されている
か。

専攻科長
28.1学則別表第3-6（専攻科）
28.2教育課程系統図

・融合複合・新領域で教育課程を編成しているため、系統図上は本科と結ばれていない
が、本科で基礎的なことを学び、専攻科で応用的なことが学べるよう教育課程を編成し
ている。

4

29

教育課程には、学生の多様なニーズ、
学術の発展の動向、社会からの要請
に対応した科目、創造力・実践力を育
む科目、異文化や地域の文化を理解
する科目などが配置されているか。

専攻科長 29.1 シラバス抜粋

・授業科目の内容については、シラバス作成時に内容の検討を依頼している。また、社
会からの要請に対応し、創造力・実践力を育む科目として「機能デザイン」、「学外実
習」、「実践工学演習」を実施、異文化や地域の文化を理解する科目として「英語特論
Ⅰ・Ⅱ」を実施している。

4

30
教育内容に応じた、適切な学習指導
上の工夫がなされているか。

専攻科長
30.1 第13回委員会資料（R03専攻科運営委員会後期
活動概要）

・ICT機器、遠隔授業、授業のアーカイブ作成など工夫している。 4

31
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切
なシラバスが作成・活用され、研究指
導が適切に行われているか。

専攻科長

31.1 生産環境システム専攻シラバス
31.2 電気情報システム専攻シラバス
31.3 学修総まとめ科目の授業に関する実施計画書
2022生産環境_機械工学
31.4 学修総まとめ科目の授業に関する実施計画書
2022生産環境_電気電子工学
31.5 学修総まとめ科目の授業に関する実施計画書
2022生産環境_土木工学
31.6 学修総まとめ科目の授業に関する実施計画書
2022電気情報_電気電子工学
31.7 R04特別研究ⅠⅡ発表会実施要項

・カリキュラム・ポリシーに沿ってシラバスを作成している。また、授業開始時にシラバス
の内容を説明するとともに、授業実施のスケジュールの説明等に活用している。
・大学改革支援・学位授与機構の認定を受けた個表を持つ指導教員が研究指導を行う
とともに、研究成果を特別研究発表会において発表させている。

4

32
成績評価・単位認定及び修了認定の
各基準が学生等に周知されているか。

専攻科長 32.1 R4専攻科学生便覧
・成績評価および単位認定についてはシラバスを使って説明している。修了認定につい
ては年度当初のガイダンスで学生便覧掲載の学則別表3～6を説明している。

4

33 成績評価は適切に行われているか。
専攻科長
総務主事
　　（教育改善委員会）

33.1 シラバス通りに成績評価が行われているかの一例
33.2 授業改善システム（エビデンスのチェック）

・成績評価がシラバス記載の通りに実施されているかの自己点検、および教育改善委員
会におけるチェック体制と整えられ、適切に実施されている。
・エビデンスの提出を受け、成績評価が適切に行われているか教育改善委員会で点検
している。

4 点検活動がより効果的に運用できる体制を検討する。

34 修了認定が適切に行われているか。 専攻科長
34.1 R3専攻科「産業システム工学」プログラム修了判
定資料

・専攻科運営委員会および教員会議で確認した後、執行会議で修了判定を行っている。 5

35
ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教
育の成果が認められるか。

専攻科長
35.1 R3 専攻科２年生・総合判定表
35.2 R4.3連携教育P修了判定資料

・ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成果が認められ、27名全員の専攻科修了を
認めた。また、JABEEプログラムは25名、連携教育プログラムは2名の修了を認めた

4

36

修了時の学生および卒業生・進路先
関係者からの意見聴取で、ディプロマ・
ポリシーに沿った学習・教育の成果が
認められるか。

専攻科長

36.1 R03専攻科修了生到達度調査_AP
36.2 R03専攻科修了生到達度調査_AE
36.3 R03ルーブリック形式による学習・教育目標の達成
度評価確認表(学生用, 20200304)
36.4 R03学習・教育目標の達成度評価確認（E渡辺）

・ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成果は、修了時の学生面談や達成度評価確
認表等で確認した。

4

37
修了後の進路状況から判断して、学
習・教育の成果が認められるか。

専攻科長

37.1 専攻科の修了状況
37.2 過去５年間の学位取得状況と進路決定状況
（H30-R3）
37.3 専攻科の就職状況
37.4 専攻科の進学状況
37.5 特例の適用認定を受けた専攻科における教育の

・大学改革支援・学位授与機構に学位申請した25名全員の学士（工学）が授与された。
また、豊橋技術科学大学との連携プログラム生2名は同大から学士（工学）が授与され
た。
・進路は全員就職または進学が決定しており、学習・教育の成果を確認した。

4

専攻科長

専攻科長

専攻科長

専攻科長

５．専攻科
課程の

教育課程・
教育方法・
学習成果

教育課程
の編成

授業形
態、学習
指導 法

成績評価・
修了判定

学習・教育
の成果
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大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

38
アドミッション・ポリシーに沿って適切な
入学者選抜方法が適切に実施されて
いるか。

教務主事
38.1 令和5年度長野高専入学者募集要項（抜粋）
38.2 R5推薦選抜実施要領（抜粋）
38.3 R4学力選抜実施要領（抜粋）

・科学技術への関心を持つことを出願資格に明記し、調査書および面接により推薦選抜
を実施している。
・数学、理科、英語に傾斜配点を行った学力検査と調査書により学力選抜を実施してい
る。

3
アドミッションポリシーに沿って選抜を実施しているが、合
致する形に向けては改善の余地がある。

39
入学者が、アドミッション・ポリシーに
沿っているか検証し、その結果を入学
者選抜の改善に役立てているか。

教務主事 39.1 教学IR室報告（R4入学者選抜） ・教学IR室を新設し、入学者の追跡調査ならびに選抜方法の改善への検討をしている。 3
今年度、教学IR室を新設し、これまで以上に検証を進め
ることとしている。

40
受検者数増加対策は効果的に行われ
ているか。

入試広報室長
教務主事
総務主事（広報企画室）
男女共同参画推進室長

40.1 R4一日体験入学実施案
40.2 令和4年度入試広報活動実施状況（入試広報室
会議資料）
40.3 男女共同参画推進の事業例

・一日体験入学を実施し、中学生は学科再編を行った工学科のすべての系での体験授
業に参加した。
・中学校での対面での説明会、およびオンラインでの説明会を実施し、動画をホーム
ページでも公開している。
・出前授業の実施は、長野高専を多くの小中学生に知ってもらう機会となっている。
・東京2020パラリンピック「車いすバスケットボール男子」に日本代表として出場した藤澤
潔先生による特別講義を開催した。

4 新たな手法の検討も進める。

41
アドミッション・ポリシーに沿って適切な
入学者選抜方法が適切に実施されて
いるか。

専攻科長 41.1 R5専攻科学生募集要項 ・アドミッション・ポリシーに沿って適切な入学者選抜方法が適切に実施している。 4

42
入学者が、アドミッション・ポリシーに
沿っているか検証し、その結果を入学
者選抜の改善に役立てているか。

専攻科長
42.1 専攻科における過去５年間の休学者および退学
者

・過去5年間における退学者が1名であり、アドミッション・ポリシーに沿った選抜ができて
いる。

3
入学者選抜の改善に役立てた具体例はない。今後検証
する。

43
受験者増加対策は効果的に行われ、
入学定員と実入学者数との関係の適
正化が図られているか。

専攻科長

43.1 R04_4年生進学講演会実施要項
43.2 学校要覧2022抜粋_入学志願者入学状況
43.3 特例の適用認定を受けた専攻科における教育の
実施状況等の審査に係る基本データ（別紙1）

・12月に本科4年生に対して進学説明会を実施している。
・過去5年間の定員充足率は、生産環境システム専攻が140.0%、電気情報システム専攻
が142.5%と多めである。

3
大学改革支援・学位授与機構からは130%程度となるよう
指導されており、改善したい。

研究体制
と支援体
制

44
研究体制及び支援体制が適切に整備
され、機能しているか。

研究主事

44.1 長野工業高等専門学校における研究活動に関す
る目的・基本方針および目標
44.2 特別経費運用方針および申請通知
44.3 令和4年度科研費申請書添削支援状況
44.4 RAの雇用に関する取扱いについて

・特別経費配分による教育研究活動支援を実施している。
・科学研究費補助金申請書の添削支援を実施している。
・リサーチアドミニストレータによる研究活動支援や企業との共同研究マッチングを実施
している。

4

研究活動
の成果

45
研究活動の目的等に沿った成果が得
られているか。

研究主事

45.1 令和4年度長野高専シーズ集
45.2 令和3-4年度科研費および共同研究等受入れ状
況
45.3 令和3年度研究業績等一覧

・シーズ集の発行および技術振興会会員向け配布や産業展等での配布および説明を実
施している。
・研究業績の収集および公開等を通じて研究活動の状況把握を実施している。

4

研究活動
の改善

46
研究活動等の実施状況や問題点を把
握し、改善を図っているか。

研究主事
46.1 研究推進委員会規則
46.2 研究倫理委員会規則

・研究推進委員会を発足させ，研究業績等の収集や知財管理，外部資金獲得支援や紀
要発行体制を整備した。
・研究倫理委員会を発足させ，研究倫理審査等の体制を整備した。

4
各委員会設置が9月であったため，研究推進委員会の主
な業務は次年度以降の活動となる予定。

教務主事

専攻科長

研究主事

専攻科課
程の学生
の受け入

れ

６．アドミッ
ション・ポリ
シーに沿っ
た学生の
受け入れ

７．研究活
動の状況

準学士課
程の学生
の受け入

れ
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大項目 小項目 番号 点検項目 PowerPoint 担当 根拠資料 現状 自己評価 改善点

地域貢献
活動の計
画

47
地域貢献活動が適切に定められ、計
画的に実施されているか。

総務主事
研究主事

47.1 長野工業高等専門学校における地域貢献活動等
に関する目的・基本方針および目標
47.2 令和3年度広報企画室の活動計画・取組結果【令
和３年度教育改善報告書から抜粋】
47.3 令和4年度地域共同テクノセンター事業（ご案内）
47.4 令和4年度地域共同テクノセンター暦

・長野高専における地域貢献活動等に関する目的・基本方針および目標を定めている。

・サイエンスツアー（出前授業)、サイエンス・ライブ（公開講座）、学外開催の各種科学イ
ベント、県内各地の産業フェア等に計画の上、出展している。

・テクノセンターにおいて44のリカレント教育事講座等を企画し実施中。

5
令和3年度までコロナ禍で地域貢献活動に制約があった
が、令和4年度は徐々に制約が少なくなりつつあり、感染
予防に配慮しながら実施を継続していく。

地域貢献
活動の成
果

48
地域貢献活動の目的等に沿った成果
が得られているか。

総務主事
研究主事

48.1 令和3年度広報企画室の活動計画・取組結果【令
和３年度教育改善報告書から抜粋】
48.2 令和4年度地域共同テクノセンター講座実施計画

・サイエンスツアー（出前授業)、サイエンス・ライブ（公開講座）、学外開催の各種科学イ
ベント、県内各地の産業フェア等において,産業界, 地方公共団体, コミュニティ, 他の教育
機関と連携することにより、社会活動に貢献している。

・蓄積してきた技術開発や研究の成果をリカレント教育により地域社会に還元し、地域の
発展に務めている。

・リカレント教育講座等に企画担当者を設置し，講座内容の充実や改善を行った。

4 今後も継続していく

地域貢献
活動の改
善

49
地域貢献活動の実施状況や問題点を
把握し、改善を図っているか。

総務主事
研究主事

49.1 令和3年度広報企画室の活動計画・取組結果【令
和３年度教育改善報告書から抜粋】
49.2 令和3年度地域共同テクノセンター講座アンケート
結果

・地域貢献活動の実施状況を把握するとともに、アンケート調査を実施し改善を図ってい
る。

4 今後も継続する

50
適切な収支に係る計画等が策定され、
関係者に明示されているか。

事務部長 50.1  2022予算配分方針（確定版） ・適切な収支に係る計画等を策定し、学内に明示している。 4

51
適切に予算が配分され、その執行状
況の確認が行われているか。

事務部長 51.1  2022学内当初予算配分（確定版） ・適切に予算を配分し、執行状況の確認を行っている。 4 学校運営上の課題を把握し、予算の適正な配分に努める

52
適切に予算が執行され、その結果が
公表されているか。

事務部長 52.1  HP：情報公開｜学校案内｜国立長野高専
・適切に予算を執行し、法令上、公表が義務付けられている書類については、その結果
を公表している。

4

53
各種委員会及び事務組織が適切に役
割を分担し、効果的に活動している
か。

事務部長

53.1 内部組織規則
53.2 各委員会規則
53.3 事務組織及び事務分掌規則
53.4 令和３年度教育改善報告書

・各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し、効果的に活動している。 4

54
情報セキュリティを含む危機管理等の
安全管理体制が整備されているか。

総務主事
事務部長

54.1 リスク管理室規則
54.2 サイバーセキュリティ管理・推進・教職員 規則
54.3 2022年度防災マニュアル （防災訓練用組織図あ
り）
54.4 情報セキュリティ利用者規則

・情報セキュリティを含む危機管理等の安全管理体制が整備されている。 4

55
管理運営に関わる職員の資質の向上
を図るための取組が組織的に行われ
ているか。

事務部長 55.1 管理運営等の研修会への参加リスト
・管理運営に関わる資質の向上を図るため、機構本部が実施する研修等への参加を積
極的に行っている。

4

56
外部資金を積極的に受入れる取組を
行っているか。

研究主事
56.1 特別経費運用方針，申請通知および配分結果
56.2 令和4年度科研費申請書添削支援状況

・外部資金公募の周知や科研申請支援として添削支援を実施した。 4
外部資金公募情報の周知や申請促進活動がさらに必
要。

57
外部の教育資源を積極的に活用して
いるか。

教務主事
専攻科長
研究主事

57.1 実務訓練の手引き

・準学士課程4年次では、夏季休業中に様々な企業・機関において実務訓練を実施し
た。
・専攻科課程においては、学外実習では企業等で540時間実習を行った。また、実践工
学演習では企業等に勤務する方による講演を実施した。

4 企業・機関の協力を頂きながら継続して進める。

情報公開 58
教育情報（学校教育法施行規則の事
項を含む）が公表されているか。

総務主事
総務主事
事務部長

58.1 HP：教育情報｜学校案内｜国立長野高専
次のURLのホームページに掲載している。
https://www.nagano-nct.ac.jp/guide/educational/index.php

4 今後も最新の情報に更新し継続する

事務部長

事務部長

研究主事

総務主事

管理運営

９．財務及
び管理運
営と情報

公開

８．地域貢
献活動等
の状況

財務関係
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自己点検・評価の外部評価方法 
１． 以下の資料をもとに、資料 No.5の「評価点」「コメント」のご記入をお願いいたします。 

資料No.1 令和４年度自己点検・評価表 
資料No.2 自己点検・評価の外部評価方法 
資料No.3 説明資料 
資料No.4 補足説明資料 
資料No.5 評価記入用シート 

２． 参与会当日は、担当副校長等より各小項目を概説したのちに、資料No.1 の色付けされている小項
目（重点項目）について、説明資料等（資料 No.3および No.4）を用いて説明いたします。 

３． 担当副校長等の説明ののち、説明箇所について質疑等があればご発言をお願いいたします。 
４． 「外部評価」「外部の意見」については、資料 No.5に大項目単位でご記入いただき、当日ご提出い

ただくか、後日長野高専に郵送にてお送りください。 
＜大項目単位の重点項目＞ 

１． 教育の内容質保証（番号１～３） 
番号１（自己点検・評価を実施するための方針、体制が整備され、点検・評価の基準・項目等が設定され
おり、自己点検・評価が定期的に行われ、その結果が公表されているか。） 
  発表者：総務主事 

 
２． 組織及び教員・教育支援者（番号４～７） 

番号５（準学士課程、専攻科課程において、一般及び専門の教員並びに教育支援者が適切に配置されて
いるか。） 
  発表者：教務主事 
 

３． 学習環境及び学生支援（番号８～１７） 
番号９（学生のニーズに対応したＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管理の下に適切に整備され、有効に

活用されているか。）     発表者：総務主事 
番号１２（学生の自主的学習を進める上での相談・助言等を行う体制が整備され、機能しているか。） 

     発表者：教務主事 
番号１６（課外活動に対する支援体制が、適切に機能しているか。） 
  発表者：学生主事 

 
４． 準学士課程の教育課程・教育方法・学習成果（番号１８～２７） 

番号１９（教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請に対応した科目、
創造力・実践力を育む科目、異文化や地域の文化を理解する科目などが配置されているか。） 
番号２０（教育内容に応じた、適切な学習指導上の工夫がなされているか。） 

 発表者：教務主事 
 
５． 専攻科課程の教育課程・教育方法・学習成果（番号２８～３７） 

番号３７（修了後の進路状況から判断して、学習・教育の成果が認められるか。） 
 発表者：専攻科長 

 
６． アドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れ（番号３８～４３） 

番号４０（受検者数増加対策は効果的に行われているか。） 
    発表者：入試広報室長 

 
７． 研究活動の状況（番号４４～４６） 

番号４５（研究活動の目的等に沿った成果が得られているか。） 
 発表者：研究主事 

 
８． 地域貢献活動等の状況（番号４７～４９） 

番号４７（地域貢献活動が適切に定められ、計画的に実施されているか。） 
番号４８（地域貢献活動の目的等に沿った成果が得られているか。） 

 発表者：総務主事 
 
９． 財務及び管理運営と情報公開（番号５０～５８） 

番号５２（適切に予算が執行され、その結果が公表されているか。） 
  発表者：事務部長  
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⼤項⽬１ 教育の内部質保証
⼩項⽬：⾃⼰点検評価
【番号1】（⾃⼰評価：５）
• 次の6つの点検・改善システムの実施をし、結果が校内等に公表されている。

• ⾃⼰点検評価項⽬による点検システム → 令和4年度より初年度
→ 継続性を⾒る必要がある

• 年度計画項⽬による点検システム → 令和3年度より２年⽬
• DP、CP、APの点検・改善システム → 令和3年度より２年⽬
• 各委員会の重点項⽬の点検システム → 新システムは３年⽬
• 授業改善システム → 13 年⽬
• 学⽣への⽀援体制点検システム

→ 授業アンケート調査は20年⽬、満⾜度調査は３年⽬

【番号2】（⾃⼰評価：３）
• 卒業⽣・修了⽣および企業に対するアンケート調査

• 令和元年度に実施したが、回収率15%程度であり、⾼めることが課題。

⼤項⽬１ 教育の内部質保証

⼩項⽬： ３つのポリシー
【番号3】（⾃⼰評価：５）

• 本科、専攻科において３つのポリシーが定められ公表されている。
• 卒業（修了）の認定に関する⽅針（ディプロマ・ポリシー）
• 教育課程の編成及び実施に関する⽅針（カリキュラム・ポリシー）
• ⼊学者の受⼊れに関する⽅針（アドミッション・ポリシー）

• 令和３年度の対応
• ⼯学科の３つのポリシーの策定
• ５学科と専攻科のアドミッションポリシーに⼊学選抜⽅法を⼊れる修正
→今後も社会状況に応じて⾒直していく。
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⼤項⽬２ 組織及び教員・教育⽀援者

⼩項⽬：学校組織
【番号4】（⾃⼰評価：4）

• 教育活動を展開する上で必要な運営体制が適切に整備され、機能している。

⼤項⽬２ 組織及び教員・教育⽀援者
⼩項⽬： 教員等の配置
【番号5】（⾃⼰評価：４）
• 準学⼠課程においては、⼀般及び専⾨の該当分野の教員を各科⽬担当者

として配置し、必要に応じて技術⽀援部より技術職員を配置している。
• 専攻科課程においては、⽣産環境システム専攻に機械⼯学、電気電⼦⼯

学、⼟⽊⼯学を専⾨とする教員を、電気情報システム専攻には電気電⼦
⼯学を専⾨とする教員を配置した。

→学科再編による変更点を確認し適切に配置していく。
⼩項⽬： 教員の評価
【番号6】（⾃⼰評価：4）
• 教員の採⽤や承認は、これらに関する基準に則り⾏われている。
• 年度当初の業務計画や研究業績⼀覧等により、教員の教育研究活動に対

する評価を実施している。
→必要に応じて基準を⾒直しながら適切な評価等を継続していく。
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⼤項⽬２ 組織及び教員・教育⽀援者

⼩項⽬： FD活動
【番号7】（⾃⼰評価：3）

• FD・SD活動は実施されている。
• 令和3年度は計4回の研修会を実施した。 ⾼等教育機関（特に理⼯学系）におけ

る男⼥共同参画の現状、教員の教育⼒向上のための講習やトレーニング、およ
び今後の⾼専教育で必須となる学⽣へのケアについて考える機会を持てた。

8⽉26⽇「男⼥共同参画推進について考えましょう」
9⽉7⽇、10⽉19 ⽇ 「モデル授業、授業アンケート分析」「グループワーク」
12⽉17 ⽇ 「これからの⻑野⾼専に期待すること」
3⽉2 ⽇ 「⻑野⾼専の産学連携」

• 改善点
教育およびその⽀援等の評価⼿法が具体的に定められていない。

→ 検討の必要あり

⼤項⽬３ 学習環境及び学⽣⽀援

⼩項⽬：学習環境
【番号8】（⾃⼰評価：4）

• 学校の施設・設備が整備され、適切な安全・衛⽣管理の下に有効に活⽤されている。

【番号9】（⾃⼰評価：4）
• 学⽣のニーズに対応したＩＣＴ環境

• 令和3年度の1年⽣よりBYOD PC（学⽣個⼈所有PC）を授業に有効活⽤している。
→ 最新のPC環境を学⽣が利⽤

• 満⾜度調査「本校のICT環境について満⾜していますか？」の設問
→ 学⽣の回答 満⾜度1：3。8% 満⾜度2：15。6% 満⾜度3：56。5% 満⾜度4：24。2%

【番号10】（⾃⼰評価：4）
• 令和3年度の状況

・蔵書総数 82、387冊、⼊館者数 34、100⼈、退出冊数 5、404冊、帯出者数 2、766⼈
・コロナ感染予防のため⻑野県発表の感染レベルに応じて開閉館時間を変更
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⼤項⽬３ 学習環境及び学⽣⽀援

⼩項⽬：学⽣⽀援
【番号11】（⾃⼰評価：4）

• 準学⼠課程においては、新⼊⽣、留学⽣、編⼊学⽣に対しては、授業開
始までに、ガイダンスを実施している。
• 専攻科課程においては、1年⽣は⼊学式当⽇に、2年⽣については別途機

会を設けてガイダンスを実施した。2年⽣については学位申請ガイダン
スも実施している。

→様々な変更点を含め、適切なガイダンスの実施を継続する。

⼤項⽬３ 学習環境及び学⽣⽀援

⼩項⽬：学⽣⽀援
【番号12】（⾃⼰評価：4）

• 準学⼠課程においては、学級担任制により、学⽣の相談・助⾔を⾏って
いる。
• メール⽬安箱等、学⽣の意⾒や苦情を受けるシステムが構築され、対応

は遅延なく⾏われていいる。
• 専攻科課程については、専攻⻑および専攻科⻑が相談・助⾔を⾏ってい

る。
→学級担任ガイドブックの確認や⾒直しを継続して進める。
→学校としての体制を、学⽣に周知する仕組みを検討する。
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⼤項⽬３ 学習環境及び学⽣⽀援

⼩項⽬：学⽣⽀援
【番号13】（⾃⼰評価：4）

• ⼊学前に保健調査票による保護者からの申し出等により特別な⽀援を必
要とする学⽣を把握し、⼊学時より⽀援可能な体制を整えている。
• 留学⽣(3・4学年)に対してはチューターを選考し、学習と⽣活の⽀援を

計画通りに実施している。また、留学⽣の⽣活⽀援として、寮務委員と
留学⽣の近況の情報を共有することとし連携体制を整えた。
• 専攻科課程については、専攻⻑および専攻科⻑が学習⽀援や⽣活⽀援を

⾏っている。
→学⽣の状況に応じて⽀援を⾏っている。今後も継続する

⼤項⽬３ 学習環境及び学⽣⽀援
⼩項⽬：学⽣⽀援
【番号14】（⾃⼰評価：４）
• 学⽣の⽣活や経済⾯に係わる指導・相談・助⾔等を⾏う体制が機能しているか。
「学級担任業務ガイド」をつくり、社会状況に応じた指導・⽀援を⾏っている。さらに、個別の
問題については学⽣相談室と連携して⽀援を⾏なっている。
【番号15】（⾃⼰評価：４）
• 進路指導およびキャリア教育の体制が機能しているか。
「学⽣向け進路選択ガイド」をつくり、状況に応じた指導・⽀援を⾏っている。令和4年度から
進路⽀援室を新設し、キャリア講演会、進路講演会、卒業⽣講演会、進路説明会を実施している。
【番号16】（⾃⼰評価：４）
• 課外活動に対する⽀援体制が、適切に機能しているか。
ガイドラインやマニュアルをつくり、適切な⽀援を⾏うとともに、校内⼿続きの電⼦化・スマー
ト化をはかっている。「団体結成願（申請）の許可基準について」、「部・同好会活動の継続許
可基準について」等により、団体数や活動の質をコントロールし、また活動を⽀える教職員の⽀
援体制が適切に機能するよう努めている。
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⼤項⽬３ 学習環境及び学⽣⽀援

⼩項⽬：学⽣⽀援
【番号17】（⾃⼰評価：4）

• 勉強会についてはコロナ禍であるため、本年度は開催を中⽌した。
→コロナ過であっても勉強会を実施できるよう感染対策を含めて検討する。
• 満⾜度調査は11/30締切で実施中である。
• 寮⽣会との懇談会は⽉に1回程度実施している。

⼤項⽬４ 準学⼠課程の教育課程・教育⽅法・学習成果

⼩項⽬：教育課程の編成
【番号18】（⾃⼰評価：4）
• カリキュラムポリシーに基づき、理数系基礎科⽬及び⼈⽂社会系の教養

科⽬は低学年を中⼼に、⼯学系の科⽬は⾼学年を中⼼に体系的に配置し
ている。

→学科再編後のカリキュラムについて、さらに整備を進める。
【番号19】（⾃⼰評価：4）
• 実践的な問題解決型学習、アクティブラーニング、実験実習、卒業研究

などにより、課題の発⾒能⼒、解決能⼒、及び論理的に表現する能⼒を
育成する授業科⽬を編成している。
• 異⽂化理解、コミュニケーション⼒を育成する授業科⽬を編成している。
→学科再編により対応させて配置したカリキュラムの確認を継続する。
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⼤項⽬４ 準学⼠課程の教育課程・教育⽅法・学習成果

⼩項⽬：授業形態、学習指導法
【番号20】（⾃⼰評価：4）
• 主体的な学習活動に向けた教材の利⽤や、新たなオンライン教材の活⽤、

遠隔授業でも利⽤できるカメラやPCの設置など、様々な⼯夫を⾏ってい
る。

→新たな教育⼿法とあわせて、教育改善を継続して進める。
【番号21】（⾃⼰評価：3）
• カリキュラムポリシーに沿って設定された到達⽬標を記したシラバスを

作成し、活⽤している。
→再編によるWebシラバスの問題点にも対応しながら改善を進める。

⼤項⽬４ 準学⼠課程の教育課程・教育⽅法・学習成果
⼩項⽬：成績評価・進級及び卒業判定
【番号22】（⾃⼰評価：4）
• シラバスにおいて、成績評価および単位認定の基準を明記している。
• 教育課程表において、進級および卒業認定の基準を明記している。
→必要に応じて改善を進める。

【番号23】（⾃⼰評価：4）
• 各教員により成績評価が⾏われ、教育改善員会によりエビデンスの確認

を⾏っている。
• 成績評価がシラバス記載の通りに実施されているかの⾃⼰点検、および

教育改善委員会におけるチェック体制と整えられ、適切に実施されてい
る。

→点検がより効果的に運⽤できる体制を検討する。
【番号24】（⾃⼰評価：5）
• 卒業、進級判定のための資料を作成し、教員会議において確認している。
→必要に応じて改善を進める。
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⼤項⽬４ 準学⼠課程の教育課程・教育⽅法・学習成果
⼩項⽬：学習・教育の成果
【番号25】（⾃⼰評価：4）
• 各科⽬の平均点、卒業研究発表、学⽣表彰により、学習・教育の成果を

確認している。
→必要に応じて改善を進める。

【番号26】（⾃⼰評価：3）
• 卒業時の学習・教育⽬標達成度⾃⼰評価、ならびに卒業⽣企業等アン

ケートにより確認している。
→回答率の改善に向けて、新設した教学IR室を中⼼にさらに体制を整える。

【番号27】（⾃⼰評価：4）
• 進路指導報告書の就職先および進学先から、学習・教育⽬標の成果が認

められる。
→必要に応じて改善を進める。

⼤項⽬５ 専攻科課程の教育課程・教育⽅法・学習成果

⼩項⽬：教育課程の編成
【番号28】（⾃⼰評価：4）
• 融合複合・新領域で教育課程を編成しているため、系統図上は本科と結ば

れていないが、本科で基礎的なことを学び、専攻科で応⽤的なことが学べ
るよう教育課程を編成している。

【番号29】（⾃⼰評価：4）
• 授業科⽬の内容については、シラバス作成時に内容の検討を依頼している。

また、社会からの要請に対応し、創造⼒・実践⼒を育む科⽬として「機能
デザイン」、「学外実習」、「実践⼯学演習」を実施、異⽂化や地域の⽂
化を理解する科⽬として「英語特論Ⅰ・Ⅱ」を実施している。
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⼤項⽬５ 専攻科課程の教育課程・教育⽅法・学習成果

⼩項⽬：授業形態、学習指導法
【番号30】（⾃⼰評価：４）
• ICT機器、遠隔授業、授業のアーカイブ作成など⼯夫している。

【番号31】（⾃⼰評価：４）
• カリキュラム・ポリシーに沿ってシラバスを作成している。また、授業開

始時にシラバスの内容を説明するとともに、授業実施のスケジュールの説
明等に活⽤している。
• ⼤学改⾰⽀援・学位授与機構の認定を受けた個表を持つ指導教員が研究指

導を⾏うとともに、研究成果を特別研究発表会において発表させている。

⼤項⽬５ 専攻科課程の教育課程・教育⽅法・学習成果

⼩項⽬：成績評価・修了判定
【番号32】（⾃⼰評価：５）
• 成績評価および単位認定についてはシラバスを使って説明している。修了

認定については年度当初のガイダンスで説明している。
【番号33】（⾃⼰評価：４）

• エビデンスの提出を受け、成績評価が適切に⾏われてているか教育改善委
員会で点検している。

【番号34】（⾃⼰評価：５）
• 専攻科運営委員会および教員会議で確認した後、執⾏会議で修了判定を

⾏っている。
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⼤項⽬５ 専攻科課程の教育課程・教育⽅法・学習成果
⼩項⽬：学習・教育の成果
【番号35】（⾃⼰評価：４）

• ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成果が認められ、27名全員の専攻科
修了を認めた。また、JABEEプログラムは25名、連携教育プログラムは2名の修了
を認めた。

【番号36】（⾃⼰評価：４）
• ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成果は、修了時の学⽣⾯談や達成度

評価確認表等で確認した。
【番号37】（⾃⼰評価：４）

• ⼤学改⾰⽀援・学位授与機構に学位申請した25名全員の学⼠（⼯学）が授与され
た。また、豊橋技術科学⼤学との連携プログラム⽣2名は同⼤から学⼠（⼯学）が
授与された。

• 進路は全員就職または進学が決定しており、学習・教育の成果を確認した。

⼤項⽬６ アドミッション・ポリシーに沿った学⽣の
受け⼊れ

⼩項⽬：準学⼠課程の学⽣の受け⼊れ
【番号38】（⾃⼰評価：3）
• 科学技術への関⼼を持つことを出願資格に明記し、調査書および⾯接に

より推薦選抜を実施している。
• 数学、理科、英語に傾斜配点を⾏った学⼒検査と調査書により学⼒選抜

を実施している。
→アドミッションポリシーに沿って選抜を実施しているが、合致する形に
向けては改善の余地がある。

【番号39】（⾃⼰評価：3）
• 教学IR室を新設し、⼊学者の追跡調査ならびに選抜⽅法の改善への検討

をしている。
→今年度、教学IR室を新設し、これまで以上に検証を進めることとしてい
る。
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⼤項⽬６ アドミッション・ポリシーに沿った学⽣の
受け⼊れ

⼩項⽬：準学⼠課程の学⽣の受け⼊れ
【番号40】（⾃⼰評価：4）
• ⼀⽇体験⼊学を実施し、中学⽣は学科再編を⾏った⼯学科のすべての系

での体験授業に参加した。
• 中学校での対⾯での説明会、およびオンラインでの説明会を実施し、動

画をホームページでも公開している。
• 出前授業の実施は、⻑野⾼専を多くの⼩中学⽣に知ってもらう機会と

なっている。
→新たな⼿法の検討も進める。

⼤項⽬６ アドミッション・ポリシーに沿った学⽣の受け⼊れ
⼩項⽬：専攻科課程の学⽣の受け⼊れ
【番号41】（⾃⼰評価：４）

• アドミッション・ポリシーに沿って適切な⼊学者選抜⽅法が適切に実施している。
【番号42】（⾃⼰評価：３）

• 過去5年間における退学者が1名であり、アドミッション・ポリシーに沿った選抜
ができている。

＜改善点＞⼊学者選抜の改善に役⽴てた具体例はない。今後検証する。
【番号43】（⾃⼰評価：３）

• 12⽉に本科4年⽣に対して進学説明会を実施している。
• 過去5年間の定員充⾜率は、⽣産環境システム専攻が140。0%、電気情報システム

専攻が142。5%と多めである。
＜改善点＞⼤学改⾰⽀援・学位授与機構からは130%程度となるよう指導されており、

改善したい。
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⼤項⽬7 研究活動の状況
⼩項⽬：研究体制と⽀援体制
【番号44】（⾃⼰評価：4）

• 特別経費配分による教育研究活動⽀援を実施。
• 科学研究費補助⾦申請書の添削⽀援を実施。
• リサーチアドミニストレータによる研究活動⽀援や企業との共同研究マッチン

グを実施。
⼩項⽬：研究活動の成果
【番号45】（⾃⼰評価：3）

• シーズ集の発⾏および技術振興会会員向け配布や産業展等での配布および説明
を実施。

• 研究業績の収集および公開等を通じて研究活動の状況把握を実施。
⼩項⽬：研究活動の改善
【番号46】（⾃⼰評価：3）

• 研究推進委員会を発⾜させ、研究業績等の収集や知財管理、外部資⾦獲得⽀援
や紀要発⾏体制を整備した。

• 研究倫理委員会を発⾜させ、研究倫理審査等の体制を整備した。

⼤項⽬８ 地域貢献活動等の状況

⼩項⽬：地域貢献活動の計画
【番号47】（⾃⼰評価：5）

・地域貢献活動等の基本⽅針は以下のとおりである。
(１) 技術相談、技術供与
(２) ⽣涯学習への⽀援活動
(３) 初中等教育機関等への⽀援および低年齢層からの理⼯系教育の普及活動
(４) ⾏政機関等との連携による協⼒、⽀援

・上記(１)〜(４)の項⽬について年度ごとに計画を⽴て、以下に⽰す具体的な活動を⾏っている。
① 地域共同テクノセンターを窓⼝とする技術相談、技術供与
② 社会⼈学び直しを⽬的とした講座、各種技術セミナー、技術研究会の実施
③ 科学イベントの開催および県内で開催される各イベントへの協⼒
④ 公開講座および地域の⼩中学校等への出前授業の実施
⑤ ⻑野市をはじめとする県内各⾃治体、各種団体等との包括協定または連携協定に基づく技術指導、

委員会および審議会等への委員派遣
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⼤項⽬８ 地域貢献活動等の状況
⼩項⽬：地域貢献活動の成果
【番号48】（⾃⼰評価：3）

地域貢献活動の⽬的
① ⼩中学⽣にPRし、⼊試志願者数を上げる。特に⼥⼦学⽣数を増加させる。

志願者数 H30年度:361名，H31年度: 250名， R2年度: 340名，R3年度: 280名，R4年度: 295名
⼥⼦⼊学者数 H30年度:38名，H31年度: 30名， R2年度: 42名，R3年度: 38名，R4年度: 38名
→ 増加に結びつきにくいが、現状維持はされている。

② 地域、地域企業にPRし、共同研究（産業フェアの利⽤）や求⼈に繋げる。
リカレント教育講座等に企画担当者を設置し，講座内容の充実や改善を⾏った。

⼤項⽬８ 地域貢献活動等の状況

⼩項⽬：地域貢献活動の改善
【番号49】（⾃⼰評価：4）

• 地域貢献活動の実施状況や問題点を把握し、改善を図っている。
• サイエンスツアー

• 実施件数：合計 21 件、参加者793 名
• サイエンスライブ

• 実施テーマ 1 件
• 科学イベント関係

• 「 まつもと広域ものづくりフェア」 3 テーマ教員 4 ⼈が参加
• 参加予定だった「体験と学びの環境博信州環境フェア」、「ながの⼦ども・⼦育てフェスティバ

ル」、「⻑野⾼専キッズサイエンス」は中⽌等で参加しなかった。
• 産業フェア

• 「産業フェア in 信州 2021 」にリアル出展、 「上⽥地域産業展 2021 」にオンライン出展
• 「しんきんビジネスフェア」 、 「ぞっこんさく市、 「諏訪圏⼯業メッセ」は中⽌のため不参加

• NAGANO SDGs PROJECT に 1 件参加した。

• 上記の主な活動においてアンケート調査を⾏い改善に活かしている
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⼤項⽬９ 財務および管理運営と情報公開

⼩項⽬：財務関係
【番号50】（⾃⼰評価：４）
• 適切な収⽀に係る計画等が策定され、学内に明⽰されている。

【番号51】（⾃⼰評価：４）
• 適切に予算が配分され、その執⾏状況の確認が⾏われている。

【番号52】（⾃⼰評価：４）
• 適切に予算が執⾏され、その結果が公表されている。

⼤項⽬９ 財務および管理運営と情報公開

⼩項⽬：管理運営
【番号53】（⾃⼰評価：４）
• 各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し、効果的に活動している。

【番号54】（⾃⼰評価：４）
• 情報セキュリティを含む危機管理等の安全管理体制が整備されている。

【番号55】（⾃⼰評価：４）
• 管理運営に関わる職員の資質の向上を図るための取組が組織的に⾏われ

ている。
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⼤項⽬９ 財務および管理運営と情報公開

⼩項⽬：管理運営
【番号56】（⾃⼰評価：４）
• 外部資⾦公募の周知や科研申請⽀援として添削⽀援を実施した。

【番号57】（⾃⼰評価：４）
• 準学⼠課程4年次では、夏季休業中に様々な企業・機関におい

て実務訓練を実施した。
• 専攻科課程においては、学外実習では企業等で540時間実習を

⾏った。また、実践⼯学演習では企業等に勤務する⽅による
講演を実施した。

⼤項⽬９ 財務及び管理運営と情報公開
⼩項⽬：情報公開
【番号58】（⾃⼰評価：4）

• 教育情報（学校教育法施⾏規則の事項を含む）が公表されているか。
• https://www。nagano-nct。ac。jp/guide/educational/index。phpに公表
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御　名　前

所属・職名

＜評価点および目安＞
評価点

5
4
3
2
1

※　返信用封筒により令和5年2月28日までにご返信をお願いいたします。

大項目
評価点

（５から１）
コメント

令和４年度自己点検・評価表　評価記入シート

１．教育の内部質保証

目安
十二分に実施している。
十分に実施している。
ほぼ実施している。
十分に実施していない。
実施できていない。

３．学習環境及び学生支援

４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

２．組織及び教員・教育支援者

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果
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資料No.5 評価記入用シート



大項目
評価点

（５から１）
コメント

７．研究活動の状況

６．アドミッション・ポリシーに
沿った学生の受け入れ

８．地域貢献活動等の状況

９．財務及び管理運営と情報公開
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第 20回参与会配付資料（2024年１月 23日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 20回長野工業高等専門学校参与会次第 

・第 20回長野工業高等専門学校参与会出席者名簿（添付省略） 

・第 20回長野工業高等専門学校参与会座席表（添付省略） 

・資料№１ 令和５年度自己点検・評価表（重点項目） 

・資料№２ 令和５年度自己点検・評価表（全体版） 

・資料№３ 学科改組の進捗状況 

・資料№４ JABEE受審報告 

・資料№５ 自己点検・評価項目の評価方法 

・資料№６ 長野高専の教育理念、教育・運営方針、 

ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、学習・教育目標 

・資料№７ 点検・改善システムの PDCA サイクル 

・冊子 

○ 学校要覧 2023 年版（添付省略） 

○ GUIDE BOOK 2024（添付省略） 

○ 学園だより 189 号（添付省略） 

〇 長野高専基金（添付省略） 
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第 20回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  令和６年１月２３日（火） 10:00～12:00 

会 場  長野工業高等専門学校 第１会議室 

次 第 

１．開会 

２．会長・副会長紹介 

３．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

４．校長あいさつ 

５．配付資料確認 

６．議事  

 １）自己点検・評価項目 

 ２）改組進捗状況 

 ３）JABEE受審報告 

 ４）自己点検・評価項目の評価手法について 

 ５）質疑応答・意見交換 

７.閉会 
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令和５年度参与会 R6.1.23

令和５年度参与会

自己点検・評価
令和６年１月２３日

95

s_hosa
テキストボックス
資料No.1　令和５年度自己点検・評価表(重点項目)

s_hosa
テキストボックス
第20回長野工業高等専門学校参与会資料
令和6年1月23日（火）10:00～12:00




96



令和５年度参与会 R6.1.23

３．学習環境及び学生支援
• 点検項目８

学校の施設・設備が整備され、適切な安全・衛生管
理の下に有効に活用されているか。

• 点検事項
(1)定期的に施設・設備の管理状況を点検し、良好な

状態で維持保全しているか。
(2)安全衛生委員会による月１回の職場巡視を実施し

ているか。
(3)点検事項を再検討しているか。

2令和５年度参与会 R6.1.23
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目８： 達成率 ７５％ 、評価 ４

• 有効利用を図るため施設
利用状況調査を７月に実
施している。

• 日常的な点検の他、専門
業者による定期点検や法
定点検等を実施している。

• 月１回、安全衛生巡視を
行っている。

• 問題点があれば指摘を行
い、改善措置の確認を
行っている。

令和５年度参与会 R6.1.23 3

出典：令和5年度第3回安全衛生委員
会資料

令和５年６月　安全衛生巡視実施報告書

　　実施日　：　令和5年6月20日（火）　9時00分～10時00分

　　巡視者　：　委員長（事務部長），総務課長，他学科教員（北山委員），衛生管理者（中嶋学生課長）

　　　　　　　　　安全管理担当者（施設係長），衛生管理担当者（人事係長）

連番
指摘場所
（部屋）

参　考　写　真 指　　摘　　事　　項 対応・対策

物品を安全な場所へ移動すること。

環境都市工学科棟及び同棟周辺屋外、専攻科棟巡視エリア　５

転倒防止対策を行うこと。棚の転倒防止対策が施されていない。
（前回巡視時と同様の状況であった）

環境都市工学科
棟
１階　準備室２

6-①

6-② 環境都市工学科
棟
１階　測量準備室

棚の上に重量のある物品が置かれて
おり、落下すると危険である。

6-③ 環境都市工学科
棟
１階　水理実験室

水槽の蓋が開いており、転落の危険が
ある。

開けておく必要がある場合は、周りを囲
う、注意書きを貼るなどして安全を確保
すること。

資料02-1
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令和５年度参与会 R6.1.23

３．学習環境及び学生支援
• 点検項目９

学生のニーズに対応したＩＣＴ環境が十分なセキュ
リティ管理の下に適切に整備され、有効に活用され
ているか。

• 点検事項
(1)学生のニーズ調査を実施しているか。
(2)セキュリティ研修を実施しているか。
(3) ICT環境の保守・点検を実施しているか。
(4)点検事項を再検討しているか。

4令和５年度参与会 R6.1.23
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令和５年度参与会 R6.1.23

• 学生ニーズ調査は年度末
（意見交換会）

• 1年次の講義で実施され
ている。 2年以降毎年の
セキュリティ研修は学年
会で実施されるが状況把
握がされていない。

• 保守・点検は情報教育セ
ンターにて実施されてい
る。

• 点検事項の再検討はまだ

令和５年度参与会 R6.1.23 5

点検項目９： 達成率 ５０％ 、評価 ３

出典：学級担任業務ガイドVol4p11
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令和５年度参与会 R6.1.23

３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１０

図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必
要な資料が系統的に収集、整理されており、有効に
活用されているか。

• 点検事項
(1)教職員・学生のニーズ調査を実施しているか。
(2)蔵書の点検を実施しているか。
(3)図書の活用状況の点検を実施しているか。
(4)点検事項を再検討しているか。

令和５年度参与会 R6.1.23 6
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令和５年度参与会 R6.1.23

• ブックハンティングを実
施し、学生のニーズを把
握している。

• 蔵書の点検は、人員の不
足によりここ数年実施さ
れていない。

• 図書の活用状況は月ごと
に確認されている。

• 点検事項の再検討はまだ。

令和５年度参与会 R6.1.23 7

点検項目１０： 達成率 ５０％ 、評価 ３

出典：ブックハンティング参加募集
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令和５年度参与会 R6.1.23

３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１１

新入生、留学生、編入生に対して、履修や施設・設
備等に関するガイダンスを実施しているか。

• 点検事項
(1)新入生ガイダンスを実施しているか。
(2)留学生ガイダンスを実施しているか。
(3)編入生ガイダンスを実施しているか。
(4)点検事項の確認・検討をしているか。

8令和５年度参与会 R6.1.23
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目１１： 達成率 １００％、評価 ５

• 新入生ガイダンスを入学
式当日および翌日に実施
した。

• 留学生ガイダンスを入学
式当日に実施した。

• 編入生ガイダンスを入学
式当日に実施した。

• 第８回教務委員会におい
て、点検事項の確認を
行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 9

出典：令和4年度第11回教務委員会
資料
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令和５年度参与会 R6.1.23

３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１２

学生の自主的学習を進める上での相談・助言等を行
う体制が整備され、機能しているか。

• 点検事項
(1)学生の学習活動に関して相談できる体制を整えて

いるか。
(2)相談・助言等を行う体制が機能しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

10令和５年度参与会 R6.1.23
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令和５年度参与会 R6.1.23

• 相談等を含む学級担任の
業務をまとめたガイド
ブックを活用している。

• 学生相談室ポスターによ
り周知し、多くの学生が
学生相談室を利用してい
る。

• メール目安箱が活用され
ている。

• 点検事項の再検討はまだ。

令和５年度参与会 R6.1.23 11

点検項目１２： 達成率 ８０％ 、評価 ４

出典：学級担任業務ガイドvol4
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３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１３

特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援及
び生活支援等が行われているか。

• 点検事項
(1)特別な支援が必要となる新入生の情報を共有して

いるか。
(2)特別な支援が必要となる留学生の情報を共有して

いるか。
(3)必要な支援や配慮事項を検討しているか。
(4)点検事項の確認・検討をしているか。

令和５年度参与会 R6.1.23 12
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• 入学前提出の保健調査票
で家庭より連絡のあった
事項を入学時までに学級
担任と共有している。

• 機構本部からの特別な配
慮を必要とする留学生の
情報を、授業担当者間で
共有している。

• 点検事項の再検討はまだ。

令和５年度参与会 R6.1.23 13

点検項目１３： 達成率 ８０％ 、評価 ４

出典：保健調査票
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３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１４

学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言等を
行う体制が機能しているか。

• 点検事項
(1)相談・助言等を行う体制が機能しているか。
(2)各種奨学金について周知する体制を整えているか。

14令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目１４： 達成率 ８０％ 、評価 ４
• 本科生に対しては学級担任が、専
攻科生に対しては専攻長が主に相
談・助言等を行っている。また、
メンタル面など専門性の高い相談
事項については学生相談室と連携
して支援を行なっている。いじめ
対策については、学生相談室で定
期的に状況を把握するとともに、
学校いじめ対策委員会を定期開催
して情報を共有して、チームで対
応している。

• 学生や保護者に対して学生課学生
係よりメールやホームページで各
種奨学金の案内を行っている。

• 点検事項の確認はまだ行っていな
い。

令和５年度参与会 R6.1.23 15

出典：学生相談室の様子（本校HP）

出典：奨学制度の紹介（本校HP）
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３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１５

進路指導およびキャリア教育の体制が機能している
か。

• 点検事項
(1)キャリア教育に関する各種セミナーを実施してい

るか。
(2)相談・助言等を行う体制が機能しているか。

16令和５年度参与会 R6.1.23
111



令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目１５： 達成率 ８０％ 、評価 ４

• 進路支援室が中心となってキャリ
ア講演会、進路講演会、卒業生講
演会、進路説明会を実施。本科の
実務訓練は教務委員会と4学年会
が、専攻科の学外実習は専攻科運
営委員会が中心となって実施して
いる。

• 学級担任と系長（本科）、専攻長
（専攻科）が相談・助言等を行っ
ている。また、進路決定に関する
助言や書類作成、面接対策につい
ては進路担当教員の他に、キャリ
アコーディネーターが相談にのれ
る体制を整えている。

• 点検事項の確認はまだ行っていな
い。

令和５年度参与会 R6.1.23 17

出典：進路セミナー、卒業生講演会の様子
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３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１６

課外活動に対する支援体制が、適切に機能している
か。

• 点検事項
(1)課外活動の指導教員を配置して、指導できる体制

を確立しているか。
(2)教員による指導マニュアルを作成しているか。

18令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目１６： 達成率 ８０％ 、評価 ４

• 指導教員を複数配置して、課外活
動を支援。平日の放課後と休日の
午前中に課外活動指導員を配置、
教員の業務負担軽減を図っている。

• 「部・ 同好会活動の指導に関す
るガイドライン」を作成して、教
員が学生に対して支援しやすいよ
う工夫。「課外活動指導員マニュ
アル」を作成して、課外活動指導
員が学生に対して支援しやすいよ
うにしている。今年度、「熱中症
予防に関するガイドライン」を作
成して、安全に指導できるように
配慮。

• 点検事項の確認はまだ行っていな
い。

令和５年度参与会 R6.1.23 19

出典：熱中症予防に関するガイドライン

出典：部・同好会活動の指導に関する
ガイドライン
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３．学習環境及び学生支援
• 点検項目１７

学生寮が、学生の生活及び勉学の場として有効に機
能しているか。

• 点検事項
(1)満足した生活の場を提供しているか。
(2)勉学の場を提供しているか。
(3) 点検事項を再検討しているか。

20令和５年度参与会 R6.1.23
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• １２月３１日締めで寮生
活に関するアンケートを
実施している。

• 定期試験前に寮生会主催
で実施している。１日１
時間の勉強時間のコアタ
イムを実施している。

• 点検事項の確認はまだ
行っていない。

令和５年度参与会 R6.1.23 21

出典：令和５年度アンケート（中間報告）

出典：寮生活の手引き

点検項目１７： 達成率 ８０％ 、評価 ４
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目１８
カリキュラム・ポリシー（CP）に基づき、教育課程
が体系的に編成されているか。

• 点検事項
(1) CPに基づき教育課程を編成しているか。
(2)点検事項の確認・検討をしているか。

22令和５年度参与会 R6.1.23
117



令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目１８： 達成率 １００％、評価 ５

• CPに基づいた教育課程を
編成している。

• 工学科の教育改定の再検
討は完成年度後に予定。

• アセスメントプランに対
応する検討が行われてい
る。

令和５年度参与会 R6.1.23 23

出典：工学科設置趣意書

出典：教育課程系統図
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目１９
教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の発展の
動向、社会からの要請に対応した科目、創造力・実
践力を育む科目、異文化や地域の文化を理解する科
目などが配置されているか。

• 点検事項
(1)学生のニーズ、学術発展の動向、社会の要請に対

応した科目を配置しているか。
(2)創造力・実践力を育む科目を配置しているか。
(3)異文化理解・地域文化理解のための科目を配置し

ているか。
(4)点検事項の確認・検討をしているか。

24令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目１９： 達成率 １００％、評価 ５

• 適切な科目が配置されて
いる。

• 教授内容はシラバスに適
切に記載されている。

• 点検は教務委員会におい
て行われている。

令和５年度参与会 R6.1.23 25

出典：令和５年第６回教務委員会
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２０
教育内容に応じた、適切な学習指導上の工夫がなさ
れているか。

• 点検事項
(1)教育内容に応じて学習指導上の工夫をしているか。
(2)指導上の工夫等について報告により確認をしてい

るか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

26令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２０： 達成率 ７０％、評価 ４

• 授業アンケート等により
授業改善に取り組んでい
る。

• 成績不振学生への校内学
習塾による指導体制を効
果的に運用している。

• 教務委員会において点検
事項の確認を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 27

出典：令和4年第11回教務委員会資料
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２１
カリキュラム・ポリシー（CP）に沿って、適切なシ
ラバスが作成され、活用されているか。

• 点検事項
(1) CPに沿って、シラバスを適切に作成しているか。
(2)シラバスを活用しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

28令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２１： 達成率 １００％、評価 ５

• CPに沿った教育課程を編
成し、教授内容を示すシ
ラバスが作成されている。

• 各講義においてシラバス
が周知され、シラバスに
沿った講義が行われてい
る。

• 教務委員会において点検
事項の確認を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 29

出典：令和4年第8回教務委員会資料
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２２
成績評価・単位認定及び卒業認定の各基準が学生等
に周知されているか。

• 点検事項
(1)成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
(2)卒業認定の基準を周知しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

30令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２２： 達成率 １００％、評価 ５

• 成績評定、単位認定基準
はシラバスに記載され、
周知されている。

• 卒業認定基準は学生便覧
に記載され、周知されて
いる。

• 教務委員会において点検
事項の確認と検討を行っ
た。

令和５年度参与会 R6.1.23 31

出典：シラバス例（基礎国語Ⅰ）
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２３
成績評価は適切に行われているか。

• 点検事項
(1)成績評価を適切に行っているか。
(2)成績評価方法を確認しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

32令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２３： 達成率 １００％、評価 ５

• 授業改善システム（エビ
デンスのチェック）を実
施し、教員へのフィード
バックを行った。

• 前期エビデンスの収集を
実施した。

• JABEE審査からの指摘事
項を教育改善委員会等に
フィードバックした。

• 第8回教務委員会におい
て点検事項の確認と検討
を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 33

出典： JABEE審査からの指摘事
項伝達メール
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２４
進級判定、卒業認定が適切に行われているか。

• 点検事項
(1)進級判定を適切に行っているか。
(2)卒業認定を適切に行っているか。
(3)進級判定・卒業認定基準を確認しているか。
(4)点検事項の確認・検討をしているか。

34令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２４： 達成率 １００％、評価 ５

• 年度末に、教員会議およ
び執行会議において進級
判定および卒業認定を
行っている。

• 第7回教務委員会におい
て、進級判定および卒業
認定基準の確認を行った。

• 第8回教務委員会におい
て点検事項の確認と検討
を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 35

出典： 第13回教員会議議事次第
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２５
ディプロマ・ポリシー（DP）に沿った学習・教育の
成果が認められるか。

• 点検事項
(1)学業成績からDPに沿った学習・教育の成果が認

められるか。
(2)学会発表や学生表彰からDPに沿った学習・教育

の成果が認められるか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

36令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２５： 達成率 １００％、評価 ５

• 設定した科目の学業成
績により、学習および
教育の成果を確認して
いる。

• 学生の学会発表や表彰、
受賞等により学習およ
び教育の成果を確認し
ている。

• 第8回教務委員会にお
いて点検事項の確認と
検討を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 37

出典： 令和４年度学生表彰受賞者等
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２６
卒業時の学生および卒業生・進路先関係者からの意
見聴取で、ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教
育の成果が認められるか。

• 点検事項
(1)卒業時のアンケートからDPに沿った学習・教育

の成果が認められるか。
(2)卒業生および企業アンケートからDPに沿った学

習・教育の成果が認められるか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

38令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２６： 達成率 ６０％、評価 ３

• 卒業時に、学習・教育目
標の自己評価を行い、成
果を確認している。

• 卒業生および企業に対す
るアンケートにより、成
果を確認する予定である。

• 第8回教務委員会におい
て点検事項の確認と検討
を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 39

出典： 令和元年度教育改善委員会報告書
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４．準学士課程の
教育課程・教育方法・学習成果

• 点検項目２７
卒業後の進路状況から判断して、学習・教育の成果
が認められるか。

• 点検事項
(1)卒業後の進路に学習・教育の成果が表れているか。
(2)点検事項の確認・検討をしているか。

40令和５年度参与会 R6.1.23
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点検項目２７： 達成率 １００％、評価 ５

• 卒業後の進路を確認し、
成果を確認している。

• 第8回教務委員会におい
て点検事項の確認と検討
を行った。

令和５年度参与会 R6.1.23 41

出典： 令和5年度キャリアサポートレター
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確認欄

文章 数値 １から５ 文章 １から５ 文章
大項目 小項目 番号 点検項目 担当 点検事項 根拠資料 現状 達成率% 自己評価 改善点 外部評価 外部の意見

1

自己点検・評価を実施するための方針、体制
が整備され、点検・評価の基準・項目等が設
定されおり、
自己点検・評価が定期的に行われ、その結果
が公表されているか。

総務主事
　（教育改善委員長）

1. 自己点検・評価の事項を定めているか。
2. 点検・評価の数値基準を定めているか。
3. 点検・評価を四半期ごとに実施しているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

長野工業高等専門学校自己点検評価の実施に関
する要項
自己点検評価報告書（ホームページ）
以下の６つの各種点検・改善システムの報告書
　 自己点検評価項目による点検システム
　 年度計画項目による点検システム
　 DP、CP、APの点検・改善システム
　 各委員会の重点項目の点検システム
　 授業改善システム
　 学生への支援体制点検システム

１．昨年度参与会の指摘より、自己点検・評価の評価手法を変更し、実施した。
２．評価手法として、点検事項の達成度を数値化することとした。
３．上期での点検・評価が十分に行われなかった。
４．手法の再検討を行いながら評価作業を行っている。

60 3

令和4年度参与会
にて、自己点検・評
価の評価基準が曖
昧であると指摘さ
れた。
これを受けて、年
度始めより検討し、
6月に提案した。

2
学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取
が行われており、それらの結果が、教育の質
の改善・向上に繋がっているか。

総務主事

1. 学校構成員の意見聴取の規則を定めているか。
2. 意見検討の手続きが定められているか。
3. 実施の効果について検討しているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

卒業生・ 修了生および企業に対するアンケート 調
査実施結果
教育改善報告書

１．学校構成員および学外関係者の意見聴取の規則は、各種点検改善システム
として定めている。
２．意見検討の手続きは、各種点検改善システムとして定めている。
３．実施の効果については、教育改善委員会にて検討する予定。
４．点検・評価手法の再点検はまだ

５０ 3

３つのポリ
シー

3

準学士課程、専攻科課程それぞれについて、
卒業（修了）の認定に関する方針（ディプロマ・
ポリシー）、教育課程の編成及び実施に関す
る方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者の受
入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
が定められており、社会の状況等の変化に応
じて見直されているか。

教務主事
専攻科長

1. DPを定めているか。
2. CPを定めているか。
3. APを定めているか。
4. ３ポリシーの見直しの必要性について検討しているか。

1-3. 準学士課程および専攻科の３つのポリシー
4. 執行会議資料
　　アセスメントプラン

１．令和３年度に、改組新学科である工学科の３ポリシーを新たに策定し、現行の
５学科および専攻科のアドミッションポリシーに入学選抜の基本方針を入れる修
正を行った。
２．DP、CP、APを定めている。
３．アセスメントプランの整理とあわせて検討予定。

80 4
社会状況に応じて
見直していく。

学校組織 4
教育活動を展開する上で必要な運営体制が
適切に整備され、機能しているか。

事務部長
1. 時宜を見ながら学校運営体制の見直しを行っているか。
2. 運営体制が機能しているか適時点検・確認しているか。

組織図、内部組織規則、校務分掌一覧、会議資料
（議事概要）

１．年度末の執行会議・運営会議において、次年度の学校運営体制の見直しを
行っている。
２．毎月の執行会議・運営会議で各種会議・委員会からの報告がなされ運営体制
が機能していることを確認している。また、年度途中であっても、執行会議におい
て必要があれば運営体制を見直すこととしている。

75 4

教員等の
配置

5
準学士課程、専攻科課程において、一般及び
専門の教員並びに教育支援者が適切に配置
されているか。

教務主事
専攻科長
事務部長

1. 一般科目担当教員を適切に配置しているか。
2. 専門科目担当教員を適切に配置しているか。
3. 教育支援者を適切に配置しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1、2. 教員の専門分野と担当科目一覧　（学校要
覧、時間割表）
3. 技術支援部の支援一覧
4. 執行会議資料

１．教員および教育支援者を適切に配置している。
２．担当科目数の確認とともに点検状況を報告予定。

80 4

教員の評
価

6
教員の採用や昇任に関する基準があり、適切
な運用がされており、教員の教育研究活動に
対して、定期的な評価が行われているか。

校長
教務主事
専攻科長

1. 教員の採用や昇任に関する基準があるか。
2. 採用・昇任認基準を適切に運用しているか。
3. 教員の教育研究活動を定期的に評価しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 採用、昇任などの人事規則
2. 執行会議資料
3. 教員顕彰
　　業務計画および校長面談の実施
4. 執行会議資料

１．教員採用や昇任に関する基準が定められている。
２．教員採用や昇任に関する基準が適切に運用されている。
３．業務計画・報告などにより教員の教育研究活動が定期的に評価されている。
４．採用や昇任の基準をより明確にするなど、点検が行われている。

１００ ５

FD活動 7
FD・SD活動が実施され、改善等に結びついて
いるか。

総務主事
　（教育改善委員長）

1. FD研修会を３回実施しているか。
2. 実施FD研修会の効果を検討しているか。
3. SD研修会を３回実施しているか。
4. 実施SD研修会の効果を検討しているか。
5. 点検事項を再検討しているか。

1. 教育改善報告書

 2.20231120第4回教育改善委員会議事概要

１．FD研修会を数度実施した。
２．FD研修を教育活動に生かすため、年度の途中で報告書を送り、研修
を振り返ってもらうこととした。3月頃FD研修の効果についてのアンケー
トを予定 11/24メール送信済
３．SD研修会を数度実施した。
４．SD研修会の効果検討はまだ
５．FD研修会の評価方法を検討し年度末に実施予定

60 3

8
学校の施設・設備が整備され、適切な安全・
衛生管理の下に有効に活用されているか。

事務部長

1. 定期的に施設・設備の管理状況を点検し、良好な状態で維持
保全しているか。
2. 安全衛生委員会による月１回の職場巡視を実施しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

安全衛生委員会報告

キャンパスマネジメント委員会議事概要

施設の管理状況：点検・検査記録等

１．安全衛生委員会にて、毎月職場巡視（4/17、5/16、 6/20、 7/13、 8/28、
9/21、10/17、11/15実施済み）を実施し、職場の安全衛生を点検し、委員会で適
宜改善を図っている。
２．メンタルヘルス研修を、11/14に実施済み。
３．救急法(AED)講習会を、教職員を対象に11/20に実施済み。
４．施設の維持管理については、施設管理者による日常的な点検に加え、契約
による定期点検や法定点検等を実施している。
５．居室等の稼働状況を把握し資産の有効活用を図っており、今年度は施設利
用状況調査を７月に行った。結果は情報共有し、稼働率が低い居室等は有効活
用に向け引き続き検討を行うこととしている。

75 4

9
学生のニーズに対応したＩＣＴ環境が十分なセ
キュリティ管理の下に適切に整備され、有効
に活用されているか。

教務主事
　（情報教育センター長）
総務主事
　（教育改善委員長）

1. 学生のニーズ調査を実施しているか。
2. セキュリティ研修を実施しているか。
3. ICT環境の保守・点検を実施しているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

1. 学生の満足度調査結果
2. 情報教育センター報告
3. 第〇回情報セキュリティ推進委員会議事概要
4. 第〇回情報教育センター議事概要

１．学生ニーズ調査は年度末（意見交換会）
２．1年次の講義で実施、2年以降毎年のセキュリティ研修は学年会で実施される
が状況把握がされていない。
３．保守・点検は情報教育センターにて実施されている
４．点検事項の再検討はまだ

50 3

10
図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研
究上必要な資料が系統的に収集、 整理され
ており、有効に活用されているか。

総務主事
　（図書館長）

1. 教職員・学生のニーズ調査を実施しているか。
2. 蔵書の点検を実施しているか。
3. 図書の活用状況の点検を実施しているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

図書館蔵書数
図書館利用状況

１．ブックハンティングを実施し、学生のニーズを把握している。
２．蔵書の点検は、人員の不足によりここ数年実施されていない。
３．図書の活用状況は月ごとに確認されている。
４．点検事項の再検討はまだ。

50 ３

11
新入生、留学生、編入生に対して、履修や施
設・設備等に関するガイダンスを実施している
か。

教務主事
専攻科長

1. 新入生ガイダンスを実施しているか。
2. 留学生ガイダンスを実施しているか。
3. 編入生ガイダンスを実施しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 新入生の年度当初の日程について
　 新入生のための学習のアドバイス
　 専攻科　新入生ガイダンス実施要領
2. 外国人留学生生活ガイドブック
3. 編入生入学式の日程表
4. 第8回教務委員会議事概要

１．新入生ガイダンスを入学式当日および翌日に実施した。
２．外国人留学生および編入生ガイダンスを入学式当日に実施した。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認を行った。

１００ ５

令和５年度　自　己　点　検　・　評　価　表

１．教育の
内部質保

証

自己点検
評価

２．組織及
び教員・教
育支援者

学習環境
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12
学生の自主的学習を進める上での相談・助言
等を行う体制が整備され、機能しているか。

教務主事
専攻科長
学生相談室長
総務主事（教育改善委員長）

1. 学生の学習活動に関して相談できる体制を整えているか。
2. 相談・助言等を行う体制が機能しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 学級担任ガイドブック
2. 学生相談室報告
3. メール目安箱、学生の満足度調査結果
4. 執行会議資料

１．相談等を含む学級担任の業務をまとめたガイドブックを活用している。
２．学生相談室ポスターにより周知し、多くの学生が学生相談室を利用している。
３．メール目安箱が活用されている。
４．点検事項の確認はまだ。

80 4

13
特別な支援が必要と考えられる学生への学習
支援及び生活支援等が行われているか。

教務主事
専攻科長
国際交流センター長
学生相談室長

1. 特別な支援が必要となる新入生の情報を共有しているか。
2. 特別な支援が必要となる留学生の情報を共有しているか。
3. 必要な支援や配慮事項を検討しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 保健調査票様式
2. 国際交流センター会議資料
　 外国人留学生チューターの手引き
3. 相談室会議資料
　 科目間連携開催通知
4. 執行会議資料

１．入学前提出の保健調査票で家庭より連絡のあった事項を入学時までに学級
担任と共有し、配慮の希望について家庭に確認している。
２．機構本部からの特別な配慮を必要とする留学生の情報について、授業担当
者間で共有している。
３．点検事項の確認はまだ。

80 ４

14
学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助
言等を行う体制が機能しているか。

学生主事
専攻科長
学生相談室長

1. 相談・助言等を行う体制が機能しているか。
2. 各種奨学金について周知する体制を整えているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

学生相談室報告
授業料免除利用状況
奨学金実績
学生支援委員会報告
学校いじめ対策委員会議事次第

１．本科生に対しては学級担任が、専攻科生に対しては専攻長が主に相談・助言
等を行っている。また、メンタル面など専門性の高い相談事項については学生相
談室と連携して支援を行なっている。いじめ対策については、学生相談室で定期
的に状況を把握するとともに、学校いじめ対策委員会を定期的に開催して情報を
共有して、チームで対応している。
２．学生や保護者に対して学生課学生係よりメールやホームページで各種奨学金
の案内を行っている。
３．点検事項の確認はまだ行っていない。

80 4

15
進路指導およびキャリア教育の体制が機能し
ているか。

教務主事
学生主事
（進路支援室長）
専攻科長

1. キャリア教育に関する各種セミナーを実施しているか。
2. 相談・助言等を行う体制が機能しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

進路指導状況報告書
進路講演会実施要項、進路説明会開催要項
インターンシップ事業の実施要項と実施の手引きと
実施数等
キャリアセミナー開催要項

１．進路支援室が中心となってキャリア講演会、進路講演会、卒業生講演会、進
路説明会を実施している。また、本科生の実務訓練は教務委員会と4学年会が中
心となり、専攻科生の学外実習は専攻科運営委員会が中心となって実施してい
る。
２．本科生に対しては学級担任と系長（学科長）が、専攻科生に対しては専攻長
が相談・助言等を行っている。また、進路決定に関する助言や書類作成、面接対
策については進路担当教員の他に、キャリアコーディネーターが相談にのれる体
制を整えている。
３．点検事項の確認はまだ行っていない。

80 4

16
課外活動に対する支援体制が、適切に機能し
ているか。

学生主事

1. 課外活動の指導教員を配置して、指導できる体制を確立して
いるか。
2. 教員による指導マニュアルを作成しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

部・ 同好会活動の指導に関するガイドライン
部・同好会　指導教員一覧
学生の病気・ ケガに対する対応報告書

１．部・同好会に指導教員を複数配置して、課外活動を支援している。また、平日
の放課後と休日の午前中に課外活動指導員を配置して、教員の業務負担軽減を
図っている。
２．「部・ 同好会活動の指導に関するガイドライン」を作成して、教員が学生に対
して支援しやすいよう工夫している。また、「長野高専課外活動指導員マニュア
ル」を作成して、課外活動指導員が学生に対して支援しやすいようにしている。な
お、今年度は「長野工業高等専門学校における熱中症予防に関するガイドライ
ン」を作成して、安全に指導できるように配慮した。
３．点検事項の確認はまだ行っていない。

80 4

17
学生寮が、学生の生活及び勉学の場として有
効に機能しているか。

寮務主事
1. 満足した生活の場を提供しているか。
2. 勉学の場を提供しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

勉強会の開催通知
満足度調査結果　（学生との懇談会報告）

１．12月31日締めで寮生活に関するアンケートを実施している。
２．定期試験前に寮生会主催で実施している。1日1時間の勉強時間のコアタイム
を実施している。
３．点検事項の確認はまだ行っていない。

80 4

18
カリキュラム・ポリシーに基づき、教育課程が
体系的に編成されているか。

教務主事
1. CPに基づき教育課程を編成しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 教育課程表および教育課程系統図
2. 第8回教務委員会議時概要

１．CPに基づいた教育課程を編成している。
　工学科の教育改定の再検討は完成年度後に予定。
２．アセスメントプランに対応する検討が行われている。

１００ ５

19

教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の
発展の動向、社会からの要請に対応した科
目、創造力・実践力を育む科目、異文化や地
域の文化を理解する科目などが配置されてい
るか。

教務主事

1. 学生のニーズ、学術発展の動向、社会の要請に対応した科目
を配置しているか。
2. 創造力・実践力を育む科目を配置しているか。
3. 異文化理解・地域文化理解のための科目を配置しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-3. 教育課程表およびシラバス（科目の抜粋）
4. 第8回教務委員会議事概要

１．適切な科目が配置されている。教授内容はシラバスに適切に記載されてい
る。
２．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

１００ ５

20
教育内容に応じた、適切な学習指導上の工夫
がなされているか。

教務主事
1. 教育内容に応じて学習指導上の工夫をしているか。
2. 指導上の工夫等について報告により確認をしているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-2. 授業改善報告書および授業公開アンケート
（e-ラーニング、フィールド型、情報機器活用、学力
不足学生への配慮、連携、教材の工夫などの抜
粋）
3. 第8回教務委員会議事概要

１．授業アンケート等により授業改善に取り組んでいる。
成績不振学生への校内学習塾による指導体制を効果的に運用している。
２．授業改善報告書による確認を行う予定である。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

70 4

21
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切なシラバ
スが作成され、活用されているか。

教務主事
1. CPに沿って、適切なシラバスを作成しているか。
2. シラバスを活用しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-2. シラバス
　 授業改善報告書
3. 第8回教務委員会議事概要

１．CPに沿った教育課程を編成し、教授内容を示すシラバスが作成されている。
２．各講義においてシラバスが周知され、シラバスに沿った講義が行われてい
る。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

１００ ５

22
成績評価・単位認定及び卒業認定の各基準
が学生等に周知されているか。

教務主事
1. 成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
2. 卒業認定の基準を周知しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. シラバス
2. 教育課程表
3. 第8回教務委員会議事概要

１．成績評定、単位認定基準はシラバスに記載され、周知されている。
２．卒業認定基準は学生便覧に記載され、周知されている。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

１００ ５

23 成績評価は適切に行われているか。
教務主事
総務主事　（教育改善委員会）

1. 成績評価を適切に行っているか。
2. 成績評価方法を確認しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-2. シラバス
　授業改善システム（エビデンスのチェック）
3. 第8回教務委員会議事概要

１．授業改善システム（エビデンスのチェック）を実施し、教員へのフィードバックを
行った。
２．前期エビデンスの収集を実施した。
３．JABEE審査からの指摘事項を教育改善委員会にフィードバックした。
４．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

１００ ５
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24
進級判定、卒業認定が適切に行われている
か。

教務主事

1. 進級判定を適切に行っているか。
2. 卒業認定を適切に行っているか。
3. 進級判定・卒業認定基準を確認しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-2. 進級・卒業判定資料
　　　会議の開催案内
3. 第7回教務委員会議事概要
4. 第8回教務委員会議事概要

１．年度末に、教員会議および執行会議において進級判定および卒業認定を
行っている。
２．第7回教務委員会において、進級判定および卒業認定基準の確認を行った。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

１００ ５

25
ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成
果が認められるか。

教務主事

1. 学業成績からDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
2. 学会発表や学生表彰からDPに沿った学習・教育の成果が認め
られるか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 卒業判定資料
2. 卒業研究の学会発表件数
　　学生の表彰・受賞一覧
3. 第8回教務委員会議事概要

１．設定した科目の学業成績により、学習および教育の成果を確認している。
２．学生の学会発表や表彰、受賞等により学習および教育の成果を確認してい
る。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

100 5

26
卒業時の学生および卒業生・進路先関係者
からの意見聴取で、ディプロマ・ポリシーに
沿った学習・教育の成果が認められるか。

教務主事

1. 卒業時のアンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認め
られるか。
2. 卒業生アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認めら
れるか。
3. 企業アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められ
るか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 学習・教育目標の達成度自己評価調査票
2-3. 卒業生および企業に対するアンケート調査
4. 第8回教務委員会議事概要

１．卒業時に、学習・教育目標の自己評価を行い、成果を確認している。
２．卒業生および企業に対するアンケートにより、成果を確認する予定である。
３．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

60 ３

27
卒業後の進路状況から判断して、学習・教育
の成果が認められるか。

教務主事
1. 卒業後の進路に学習・教育の成果が表れているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 進路指導報告書　（就職先・進学先一覧）
2. 第8回教務委員会議事概要

１．卒業後の進路を確認し、成果を確認している。
２．第8回教務委員会において点検事項の確認と検討を行った。

１００ ５

28
カリキュラム・ポリシーに基づき、教育課程が
体系的並びに準学士課程との連携および発
展的に編成されているか。

専攻科長
1. CPに基づき教育課程を編成しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

教育課程表
系統図　（７年分）

１．系統図上では、専攻科単独で科目表を構成しているが、本科で基本的事項を
学習し、専攻科で応用的なことが学べるように構成している。
２．社会からの要請の変化に対応するため見直しを随時行っている。

50 3

29

教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の
発展の動向、社会からの要請に対応した科
目、創造力・実践力を育む科目、異文化や地
域の文化を理解する科目などが配置されてい
るか。

専攻科長

1. 学生のニーズ、学術発展の動向、社会の要請に対応した科目
を配置しているか。
2. 創造力・実践力を育む科目を配置しているか。
3. 異文化理解・地域文化理解のための科目を配置しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

教育課程表
系統図　（７年分）
シラバス（科目の抜粋）

１．科目に関しては必要に応じて見直しを行っている。
２．「機能デザイン」「学外実習」「実践工学演習」を実施している。
３．「英語特論I・II」を実施している。
４．随時確認を行っている。

60 3

30
教育内容に応じた、適切な学習指導上の工夫
がなされているか。

専攻科長
1. 成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
2. 修了認定の基準を周知しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

対話型、e-ラーニング、フィールド型、情報機器活
用、学力不足学生への配慮、連携、教材の工夫な
ど特色ある授業例（授業改善報告書書や授業公開
より、抜粋）

１．科目ごとにシラバスに掲載し、説明している。
２．年度当初のガイダンスで説明を行っている。
３．随時確認を行っている。

60 3

31
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切なシラバ
スが作成・活用され、研究指導が適切に行わ
れているか。

専攻科長
1. CPに沿って、シラバスを適切に作成しているか。
2. シラバスを活用しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

シラバス
研究指導計画などの実施要項
専攻科の研究発表会、学会等への参加状況

１．CPに沿ってシラバスの作成をおこなっている。
２．初回の講義にてシラバスの説明を行っている。
３．随時確認を行っている。

60 3

32
成績評価・単位認定及び修了認定の各基準
が学生等に周知されているか。

専攻科長
1. 成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
2. 卒業認定の基準を周知しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

学生へのアンケート調査結果
１．科目ごとにシラバスに掲載し、説明している。
２．年度当初のガイダンスで説明を行っている。
３．随時確認を行っている。

60 3

33 成績評価は適切に行われているか。
専攻科長
総務主事
　　（教育改善委員会）

1. 成績評価を適切に行っているか。
2. 成績評価方法を確認しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

シラバス通りに成績評価が行われているかの一例
授業改善システム（エビデンスのチェック）

１．授業改善システム（エビデンスのチェック）を実施し、教員へのフィードバックを
行った。
２．前期エビデンスの収集を実施した。
３．点検事項の再検討はまだ。

80 4

34 修了認定が適切に行われているか。 専攻科長

1. 進級判定を適切に行っているか。
2. 修了認定を適切に行っているか。
3. 進級判定・修了認定基準を確認しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

修了判定資料および会議の開催
１．専攻科運営委員会および執行会議で行われた。
２．随時行っている。

80 4

35
ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成
果が認められるか。

専攻科長

1. 学業成績からDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
2. 学会発表や学生表彰からDPに沿った学習・教育の成果が認め
られるか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

特別研究の学会発表件数および学生の表彰・受賞
一覧
学校として把握できる資料
　　専攻科生 修了判定資料
　　専攻科「産業システム工学」プログラム修了判定

１．DPに沿った学習・教育が認められ、23名が専攻科を修了した。
２．学会発表を通じてDPに沿った学習・教育が認められた。
３．随時確認している。

100 5

36
修了時の学生および卒業生・進路先関係者
からの意見聴取で、ディプロマ・ポリシーに
沿った学習・教育の成果が認められるか。

専攻科長

1. 修了時のアンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認め
られるか。
2. 修了生アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認めら
れるか。
3. 企業アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められ
るか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

自己評価シート、学習・教育目標達成調査、ルーブ
リック形式による学習・教育目標の達成度評価確認
表 学生個人用、専攻科修了生・学習教育目標達成
など
卒業生および企業に対するアンケート調査

１．意見交換会のアンケートにより、成果等を確認している。
２．企業アンケートにより、成果等を確認する予定である。
３．随時検討している

60 3

37
修了後の進路状況から判断して、学習・教育
の成果が認められるか。

専攻科長

1. 修了時の学士の取得状況から学習・教育の成果が認められる
か。
2. 修了後の進路状況から学習・教育の成果が認められるか。
3. 点検事項を再検討しているか。

学位取得状況
過去5年間の就職先・進学先一覧

１．修了時の学位取得状況にて確認している。
２．修了時の進路状況にて確認している。
３．点検事項の確認はまだ行っていない。

80 4

38
アドミッション・ポリシーに沿って適切な入学者
選抜方法が適切に実施されているか。

教務主事
1. APに基づき入学者選抜を実施しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 入学者推薦選抜及び学力検査実施要領
2. 第〇回入学者選抜委員会議事概要

１．APに基づき入学者選抜を実施している。
２．点検事項の確認・検討はまだ。

80 4

39
入学者が、アドミッション・ポリシーに沿ってい
るか検証し、その結果を入学者選抜の改善に
役立てているか。

教務主事
1. 入学者がAPに沿っているか検証しているか。
2. 検証結果を入学者選抜の改善に役立てているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-3. 入学者選抜委員会議事概要
１．入学者がAPに沿っているか検証している。
２．検証結果を入学者選抜の改善に向けた検討に用いている。
３．点検事項の確認・検討はまだ。

80 4

40
受検者数増加対策は効果的に行われている
か。

教務主事
総務主事（広報企画室）
男女共同参画推進室長
入試広報室

1. 受験者数増加対策を検討しているか。
2. 受験者数増加対策を実施しているか。
3. 活動の検証をしているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1-2. オープンキャンパス（体験入学）実施要項
　　本校ホームページ、各種広報活動
　　男女共同参画推進の事業
3-4. 第〇回入学者選抜委員会議事概要

１－２．学校説明会(8./30)、オープンキャンパス(7/8、10/30)を実施した。
３－４．検証および点検事項の確認はまだ。

50 3

41
アドミッション・ポリシーに沿って適切な入学者
選抜方法が適切に実施されているか。

専攻科長
1. APに基づき入学者選抜を実施しているか。
 2. 点検事項の確認・検討をしているか。

専攻科推薦および学力・社会人特別入学者入学者
選抜要項

１．APに従って入学者選抜を実施している。
２．検討を行う。

60 3
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42
入学者が、アドミッション・ポリシーに沿ってい
るか検証し、その結果を入学者選抜の改善に
役立てているか。

専攻科長
1. 入学者がAPに沿っているか検証しているか。
2. 検証結果を入学者選抜の改善に役立てているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

専攻科推薦および学力選抜の検証
　（入学者選抜委員会や専攻科運営委員会等　資
料）

１．入学者選抜方法で適切であることを判断している。
２．今後改善を行う。
３．検討を行う。

50 3

43
受験者増加対策は効果的に行われ、入学定
員と実入学者数との関係の適正化が図られて
いるか。

専攻科長

1. 受験者数増加対策を検討しているか。
2. 受験者数増加対策を実施しているか。
3. 活動の検証をしているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

４年生に対する広報活動　等
専攻科生の状況 入学志願者・入学状況(学校便覧)

１．説明会を実施している。
２．今後検証を行う。
３．検討を行う。

50 3

研究体制
と支援体
制

44
研究体制及び支援体制が適切に整備され、
機能しているか。

研究主事

1. 研究活動に関する基本方針が定められているか。
2. 研究推進委員会が設置されているか。
3．研究倫理委員会が設置されているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

長野工業高等専門学校における研究活動に関する
基本方針
研究推進組織図
研究支援委員会活動内容（支援体制など）
特別経費申請一覧
科研申請書の添削希望の募集

１．研究推進委員会において研究活動および知財管理について確認した。
２．研究倫理委員会において2件の審議を行った。
３．研究推進委員会において原状を踏まえた点検事項の再検討を行う予定。

80 4

研究活動
の成果

45
研究活動の目的等に沿った成果が得られて
いるか。

研究主事

1. 研究業績一覧を発行し、研究状況の確認を行っているか。
2. 学生による学会発表件数、学生が関与する共同研究の実施状
況などを確認しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

シーズ集、特許出願件数、科学研究費応募採択状
況
各学科等における研究活動
学生による学会発表件数、学生が関わる企業との
共同研究件数

１．62名の教員によるシーズ集の発行および研究業績一覧を紀要に掲載。
２．学生の学会発表や共同研究に関する情報を収集している。
３．研究推進委員会において原状を踏まえた点検事項の再検討を行う予定。

80 4

研究活動
の改善

46
研究活動等の実施状況や問題点を把握し、
改善を図っているか。

研究主事
1. 研究推進員会にて研究活動推進に関する事項を検討している
か。
2. 点検事項を再検討しているか。

研究支援委員会活動内容（研究活動の改善など）
１．研究推進委員会において研究活動および知財管理の方向について確認。
２．研究推進委員会において原状を踏まえて点検事項の再検討を行う予定。

80 4

地域貢献
活動の計
画

47
地域貢献活動が適切に定められ、計画的に
実施されているか。

総務主事
研究主事
（地域共同テクノセンター長）

1. 地域貢献の目的を定めているか。
2. 活動計画を定めているか。
3. 計画に沿って実施しているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

国立高専機構長野高専における地域貢献活動等
に関する目的・基本方針および目標
広報企画室の活動計画
地域共同テクノセンター年間行事日程

１．広報企画委員会、地域共同テクノセンターにおいて、本年度の活動計画を策
定した。
２．計画に沿って、各種事業・各地域の産業展等への参加を実施し、広報・地域
貢献を行った。
３．再検討はまだ。

80 ４

地域貢献
活動の成
果

48
地域貢献活動の目的等に沿った成果が得ら
れているか。

総務主事
研究主事
（地域共同テクノセンター長）

1. 成果の点検手法が定められているか。
2. 点検手法に沿って成果の確認が行われているか。
3. 点検・評価手法を再検討しているか。

広報企画室活動のまとめ
地域共同テクノセンター活動のまとめ

１．サイエンスライブ、サイエンスツアー、テクノセンター事業等の実施アンケート
に基づき、実施の成果を確認している。
２．実施アンケートより、目的に沿った成果を確認している。
３．アンケート項目・内容の点検はまだ。

80 ４

地域貢献
活動の改
善

49
地域貢献活動の実施状況や問題点を把握
し、改善を図っているか。

総務主事
研究主事
（地域共同テクノセンター長）

1. 成果の点検手法が定められているか。
2. 点検手法に沿って成果の確認が行われているか。
3. 点検・評価手法を再検討しているか。

広報企画室活動のまとめ
地域共同テクノセンター活動のまとめ

１．実施状況および課題の確認は、広報企画委員会、地域共同テクノセンターに
おいて、確認している。
２．委員会およびセンターでの確認を通じて、成果があがっているかを確認してい
る。
３．手法の検討はまだ。

80 ４

50
適切な収支に係る計画等が策定され、関係者
に明示されているか。

事務部長
1. 効率的・効果的な収支計画(見積）を策定しているか。
2. 学内会議等で予算配分方針を周知しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

予算配分方針
１．6月29日の執行会議にて予算配分方針案が承認された。
２．7月6日の運営会議で報告を行った。
３・グループウェアへ資料の掲載を行っている。

75 ４

51
適切に予算が配分され、その執行状況の確
認が行われているか。

事務部長
1. 予算配分方針に基づき、適切な予算配分をしているか。
2. 定期的に、予算執行状況を確認しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

予算配分

 予算執行集計表、予算差引簿

１．6月29日の執行会議にて予算配分案が承認された。
２．7月6日の運営会議で報告を行った。
３．定期的に執行状況を確認し、執行率が低い場合は執行予定等の聞き取
りを行い、早期執行を促している。

75 ４

52
適切に予算が執行され、その結果が公表され
ているか。

事務部長
1. 定期的に予算執行状況を把握しているか。
2. 決算状況について、HP等で公表しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

学校要覧：財務状況

 ・収入・決算額

 ・外部資金受入状況

 ・科学研究費交付決定状況

 HP：財務状況

１．定期的に予算執行状況の把握を行っている。
２．収入・決算額の状況については、７月にホームページへ前年度の財務
状況として（令和４年度）の公表を行った。

75 ４

53
各種委員会及び事務組織が適切に役割を分
担し、効果的に活動しているか。

事務部長

1. 時宜に応じた事務組織等の見直しを行っているか。
2. 事務組織等の人員配置などについて定期的に点検・確認して
いるか。
3. 教育改善委員会で各種委員会の活動状況の点検を行っている
か。
4. 点検事項を再検討しているか。

内部組織規則、各委員会規則

 事務組織及び事務分掌規則

 各種委員会の活動状況の点検結果（教育

改善報告書）

１．年度末に次年度の事務組織等の人員配置を検討しており、必要に応じ
て人員配置の見直しを行っている。
２．事務組織の人員配置の検討材料の一つとして、半期ごとの業績評価時
における職員面談を通じて、現在の業務状況なども確認している。
３．年度末に教育改善委員会で各種委員会・センター等が適切に活動して
いるか点検を行っている。（令和５年５月「令和４年度教育改善報告
書」）

75 ４

54
情報セキュリティを含む危機管理等の安全管
理体制が整備されているか。

総務主事
事務部長

1. 安全管理規則が定められているか。
2. 規則に沿って研修が行われているか。
3. 規則に沿った安全管理対応が行われているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

リスク管理規則、情報セキュリティ管理・

推進 規則

 防災マニュアル、情報セキュリティ利用

者規則、教職員規則

１．各種関連規則は整備済み。（R4の情報セキュリティ監査で確認済
み。）
２．R5.6に防災マニュアルを更新済み。
３．R5.6に防災訓練全体、R5.11に寮防災訓練を実施済み。
４．R5.7情報セキュリティe-Learningを実施済み。
５．令和5年度情報セキュリティインシデント対応訓練（9/4、11/6実施）
に伴い情報セキュリティ管理委員会を設置した。
６．毎月情報セキュリティ推進委員会を開催（4/25、 5/29、 6/26、
7/24、8/30、10/26、11/29）し、情報セキュリティの管理を行っている。

75 ４

55
外部資金を積極的に受入れる取組を行ってい
るか。

研究主事

1. 外部資金の公募案内を校内に周知しているか。
2. 科学研究費申請書の添削支援を実施しているか。
3. 特許出願に関する支援を実施しているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

研究支援委員会活動内容（支援体制など）
特別経費申請一覧
科研申請書の添削希望の募集

１．外部資金の公募案内は都度校内に周知．
２．科学研究費申請書の添削に８名に教員が参加。
３．6名の教員が弁理士の指導による特許関連事業に参加。
４．研究推進委員会において原状を踏まえた点検事項の再検討を行う予定．

80 ４

56 外部の教育資源を積極的に活用しているか。
教務主事
専攻科長
研究主事

1. 外部の教育資源を積極的に活用しているか。
2. 点検・評価手法を再検討しているか。

1. 実務訓練、学外実習、企業書生およびその実施
状況資料
産学連携関係の共同研究や共同教育の実施例の
資料
企業現場見学実施状況資料
1-2. 第8回教務委員会議事概要

１．実務訓練およびその報告会を例年の形式に戻して実施し、多くの企業等の協
力のもと実施ができた。実務訓練のさらなる充実に向けて、また他の研修や見学
等の行事でも協力が得られるよう、受け入れ企業募集や説明会の時期の変更等
を検討した。
２．点検事項の確認と検討を行った。

100 5

財務関係

管理運営

７．研究活
動の状況

８．地域貢
献活動等
の状況

９．財務及
び管理運

営と情報公
開

専攻科課
程の学生
の受け入

れ
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57
管理運営に関わる職員の資質の向上を図る
ための取組が組織的に行われているか。

事務部長
1. 定期的にSD研修会などを実施しているか。
2. その他、職員の資質向上を図る取組を実施しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

SD研修会の実施、
管理運営等の研修会への参加リスト

１．9/8にタイムマネジメント研修を実施。合計49名受講（本校29名、他高専15名、
信州大学5名）
２．事務部有志にて、業務効率化の勉強会を実施中（6/29、7/5、7/13、8/31、
9/21実施済み）
３．長野高専メンタルヘルス（セルフケア）研修を11/14に実施
４．長野高専職員海外派遣研修（11/7-10)に2名派遣
５．高専機構主催の新任校長・新任事務部長研修会（4/26）1名、新任職員研修
会（5/29、31）に2名参加
６．高専機構主催の中堅教員研修会（10/16、 17)に2名参加
７．信州大学主催の財務会計実務研修（9/14、15）に2名参加
８．関東信越地区高専技術職員研修会（9/11-13)に1名参加
９．高専機構主催の施設担当者研修会（10/12、13）に1名参加
１０．関東・甲信越地区国立大学法人等係長研修（10/12、13）に1名参加
１１．関東・甲信越地区国立大学法人等会計事務研修（11/22）に1名参加
１２．関東・甲信越地区実践セミナー（財務の部）(10/19）に1名参加
１３．関東・甲信越地区実践セミナー（広報の部）（11/1）に1名参加

100 5

情報公開 58
教育情報（学校教育法施行規則の事項を含
む）が公表されているか。

総務主事
事務部長

1. 文部科学省令第15号に沿って情報公開が行われている か。
2. 公開状況の点検・整備が行われているか。
3. 点検・評価手法を再検討しているか。

長野高専ホームページ　教育情報

１．平成30年度の機関別認証評価において、公表内容を審査されている。その
後、随時内容を変更している。
２．公開情報の見直しが行われ、データ更新を行っている。
３．CMSが古いため、年度末のシステム更新を計画し、準備を進めている。
４．点検の再検討はまだ。

80 ４

達成率
点検事項
の実施実

自己評価
１ 達成率　０～２０％
２ 達成率　２１～４０％
３ 達成率　４１～６０％
４ 達成率　６１～８０％
５ 達成率　８１～１００％
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令和５年度参与会 R6.1.23

令和５年度参与会

学科改組進捗状況

令和６年１月２３日
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令和５年度参与会 R6.1.23

GUIDEBOOK 2024より

工学科３系
カリキュラム
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令和５年度参与会 R6.1.23

主専攻選択状況
１年生が自分の主専攻とする系で学ぶ内容や
卒業後の進路に関する情報を得る機会を設定

• １年生ではものづくり基礎工学・実験において
各分野の基本的内容を学ぶ。

• １年生全体に対して，３系の系長による分野の
内容に関する講話（各２０分程度）を受講。

• １年生と５年生の交流会で，卒研室訪問などに
より話を聞く機会を設定。（９０分×４コマ）

令和５年度参与会 R6.1.23 3
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令和５年度参与会 R6.1.23

主専攻選択状況

令和５年度参与会 R6.1.23 4

1組 2組 3組 4組 5組 特活等、授業時間外
1週目 IE1_1 MR1_1 CE_1 IE2_1 MR2_1 ガイダンス
2週目 IE1_2 MR1_2 CE_2 IE2_2 MR2_2 第1回主専攻希望調査
3週目 IE2_1 MR2_1 IE1_1 MR1_1 CE_1
4週目 IE2_2 MR2_2 IE1_2 MR1_2 CE_2
5週目 MR1_1 CE_1 IE2_1 MR2_1 IE1_1
6週目 MR1_2 CE_2 IE2_2 MR2_2 IE1_2
7週目 MR2_1 IE1_1 MR1_1 CE_1 IE2_1
8週目 MR2_2 IE1_2 MR1_2 CE_2 IE2_2
9週目 CE_1 IE2_1 MR2_1 IE1_1 MR1_1

10週目 CE_2 IE2_2 MR2_2 IE1_2 MR1_2

11週目 IE1_1 MR1_1 CE_1 IE2_1 MR2_1 第2回主専攻希望調査
12週目 IE1_2 MR1_2 CE_2 IE2_2 MR2_2
13週目 IE1_3 MR1_3 CE_3 IE2_3 MR2_3
14週目 IE2_1 MR2_1 IE1_1 MR1_1 CE_1
15週目 IE2_2 MR2_2 IE1_2 MR1_2 CE_2
16週目 IE2_3 MR2_3 IE1_3 MR1_3 CE_3

ものづくり基礎工学・実験ローテーション表
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令和５年度参与会 R6.1.23

主専攻選択状況

令和５年度参与会 R6.1.23 5

R4年度
合格者
説明会 第１回調査第２回調査 本調査 変更受付 調整後

（確定）
IE系 (80) 78 91 73 75 75 76

MR系 (80) 54 73 79 79 82 85
CE系 (40) 39 43 54 52 49 45
未定・不明 36

計 207 207 206 206 206 206

R5年度
合格者
説明会 第１回調査第２回調査 本調査 変更受付 調整後

IE系 (80) 76 104 90 74 78 80
MR系 (80) 37 56 68 92 87 85
CE系 (40) 32 44 46 38 39 39
未定・不明 59

計 204 204 204 204 204 204
※2名が第2希望に移動

※4名が第2希望に移動5月実施
入学後

8月実施
ものづくり基礎
全分野受講

12月実施
１年・５年
交流会実施

5月実施 8月実施 12月実施

3月実施
入学前

3月実施
146



令和５年度参与会 R6.1.23

主専攻選択状況

令和５年度参与会 R6.1.23 6

IE系から変更なし
32%

MR系から変更なし
22%

CE系から変更なし
14%

入学後に変更
22%

入学後に決定
8%

第2希望に変更 2%

R4年度入学生の最終的な選択への過程（調査後のアンケート回答数：201）

・入学時から希望変更なし 137名
・入学時希望する系が未定 15名
・入学時の希望の系を変更 45名
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令和５年度参与会 R6.1.23

GUIDEBOOK 2024より

工学科３系
カリキュラム
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令和５年度参与会 R6.1.23

学年進行状況【１年生】
ZUKUDASEゼミ
少人数のグループで実施する演習科目

学生の興味関心を元に課題を自ら設定し，
調査・研究・発表・討論のプロセスを経て
自発的な学習のためのスキルを身につける

令和５年度参与会 R6.1.23 8
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令和５年度参与会 R6.1.23

学年進行状況【１年生】
ZUKUDASEゼミ R5年度のテーマ例
•ビブリオバトルを楽しもう！
•挫折のしないロックンロールギター
•言葉をめぐる冒険
•ドローンを飛ばしてみよう
•数式を図形で考える
•ゲームで数学
•回る回る回る
•おいしい水について考える
•その常識ホント？実験で確かめよう
令和５年度参与会 R6.1.23 9
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令和５年度参与会 R6.1.23

学年進行状況【２年生】
グローバルエンジニア育成プログラム
・ネイティブ教員による少人数英会話演習
・海外研修（台湾・R５年度全員参加）

令和５年度参与会 R6.1.23 10
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令和５年度参与会 R6.1.23

学年進行状況【２年生】
エンジニアリングデザイン入門
• ４年次のエンジニアリングデザイン実践の導入
となる授業

• テーマに沿った情報収集、協力、課題解決の作
業とそのまとめ方を学ぶ

• 学生達がトピックに沿って「課題」や「不思議
に思うこと」を発見し、実施期間内に自らスケ
ジュール管理しながら、課題や不思議を解決す
るための情報収集と作業をチームで協働して行
うプロセスを体験する

令和５年度参与会 R6.1.23 11
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令和５年度参与会 R6.1.23

学年進行状況【２年生】
エンジニアリングデザイン入門

令和５年度参与会 R6.1.23 12
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令和５年度参与会 R6.1.23

学年進行状況【２年生】
エンジニアリングデザイン入門
メンター一覧

令和５年度参与会 R6.1.23 13
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令和５年度参与会 R6.1.23

今後の予定
専門科目の選択に関する指導
履修モデルの整備
ポートフォリオの活用
４年次副専攻科目ほか、完成年度
までの科目に関するシラバス作成

令和５年度参与会 R6.1.23 14
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令和５年度参与会 R6.1.23

令和５年度参与会

JABEE受審報告

令和６年１月２３日
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令和５年度参与会 R6.1.23

JABEE受審沿革
産業システム工学プログラムの構成

学科（準学士課程）4年生、5年生： プログラム 1年生、2年生
専攻科（学士課程）1年生、2年生： プログラム 3年生、4年生

専攻科に入学する時点でプログラム登録

2003年度：JABEEプログラム「産業システム工学プログラム」と決定
2005年度：新規審査受審；JABEEプログラム認定
2007年度：中間審査
2010年度：認定継続審査受審；JABEEプログラム継続認定
2013年度：中間審査受審
2016年度：認定継続審査受審；JABEEプログラム継続認定
2020年度：非JABEEコース 連携教育プログラム（豊橋技科大）設置
2023年度：認定継続審査受審（2022年度分を１年遅れで実施）

有効期間：認定審査から最大６年間

2令和５年度参与会 R6.1.23
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令和５年度参与会 R6.1.23

R5年度受審結果
• すべての項目において「Ｓ」評価
• 現3年生が専攻科を修了する年度まで認定見込

• JABEE評価の標語
「Ｓ」：満足（改善を促すコメントを含む）
「Ｗ」：弱点
「Ｄ」：欠陥

令和５年度参与会 R6.1.23 3
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令和５年度参与会 R6.1.23

コメント１：基準1.2
• 学習・教育到達目標の設定と公開・周知
学内で、「学習・教育目標」を使用しており、自

己点検書などのJABEE資料内にも「学習・教育到達
目標」との混在があり、JABEE資料としては、後者
の文言に統一する改善が望まれる。

対応
「学習・教育到達目標」に統一する
学生便覧等、現在まで「学習・教育目標」と記載し
ているため、「学習・教育到達目標」に統一する。
対象：専攻科運営委員会、教務委員会、学生支援委
員会、教育改善委員会

令和５年度参与会 R6.1.23 4
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令和５年度参与会 R6.1.23

コメント２：基準2.2, 3.1
• シラバスに基づく教育の実施と主体的な学習
シラバスの記述フォーマットが定められているな

ど、シラバスに対して非常に配慮されていることが
伺えるが、一部で語句の不統一などが見受けられる。
教員がシラバスを作成する時、またその後の学科主
任などのエビデンスシート点検時、各時点できめ細
かい注意を払う改善が望まれる。

対応
当該科目に関する範囲では語句の扱いを統一する。
対象：専攻科運営委員会、教務委員会、教育改善委
員会
令和５年度参与会 R6.1.23 5
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令和５年度参与会 R6.1.23

コメント３：基準2.2
• シラバスに基づく教育の実施と主体的な学習
学生自身が学習・教育到達目標の達成度を点検・

確認して、主体的な学習に取り組む促進に繋がると
の観点で、学生自身の達成度の確認・点検を周知す
る改善が望まれる。

対応
学生による「学習・教育到達目標」達成度の点検・
確認の周知を行う。
対象：専攻科運営委員会、教務委員会、教育改善委
員会

令和５年度参与会 R6.1.23 6
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令和５年度参与会 R6.1.23

改組後の学生について
• 工学科への改組に伴い、現「産業システム工学
プログラム」と整合しない。

• 工学科学生については、新規プログラム申請が
必要

• 現工学科２年の学生については、実質的修了生
となる見込み

令和５年度参与会 R6.1.23 7
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令和５年度参与会 R6.1.23

令和５年度参与会
自己点検・評価項目の評価手法について

令和６年１月２３日
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令和５年度参与会 R6.1.23

自己点検・評価項目の評価手法について
• 令和４年度参与会における指摘
自己評価の基準が曖昧
PDCAが回っていない

• 評価手法の検討
(1) 実施すべき事項の具体化
(2) 実施効果の改善への取り組み
(3) 実施結果の数値化
これらを含む手法の適用

2令和５年度参与会 R6.1.23
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令和５年度参与会 R6.1.23

自己点検・評価項目の評価手法
• 点検項目に対応する「点検事項」の設定
• 四半期でのチェックの実施
• 効果改善に向けた「点検項目・事項」の再検討
• 上記実施率による数値化

懸念事項
• ルーティンワーク、形式的評価に陥らないか

令和５年度参与会 R6.1.23 3
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教育の質保証のための各種点検・改善システムに関する申合せ 

 

令和３年 12 月６日 第 14 回執行会議承認 

 

 

１．目的・ビジョン  

  本校の教育の質保証のために，内部質保証システムとして，いくつかの点検・改善シ

ステムを構築し，それを実施することにより，教育の改善を図る。  

  すなわち，目標とする人材像と各学科の人材養成上の目的に即して，自ら問題を見つ

け解決することができるよう主体的学習に取組み，ディプロマ・ポリシーに示す能力等

を身に付け卒業・修了できるよう，教育研究等の活動を点検し，改善していくための各

種点検・改善システムを構築する。  

 

２．各種点検・改善システム  

 ２－１ 自己点検評価項目による点検システム  【別紙１】 

 ２－２ 年度計画項目による点検システム    【別紙２】 

２－３ 三つの方針の点検・改善システム    【別紙３】 

２－４ 各委員会の重点項目の点検システム   【別紙４】 

２－５ 授業改善システム           【別紙５】 

２－６ 学生への支援体制点検システム     【別紙６】 

  

３．点検・改善システムの PDCA サイクル 

 学校全体の質保証のための各種点検・改善システムの PDCA サイクルを示す。  

 

 

図１ 学校全体の質保証のための点検・改善システムの PDCA サイクル  
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４．タイムスケジュール 

  各種点検・改善システムの年間のタイムスケジュールを示す。執行会議（総務主

事と教育改善委員会）が主となり，このタイムスケジュールで，各種点検・改善シ

ステムを進めていく。  

 

 

表１ 各種点検・改善システムのタイムスケジュール 

 

    ：執行会議（総務主事）     ：教育改善委員会     ：委員会・教員  

 

 点 検 項 目 

月 
自己点検 

評価項目 
年度計画項目 ３ポリシー 各委員会 授業改善 学生支援 

４ 
点検項目確認

（見直し） 
年度計画策定  

重点項目・活

動計画の策定 
  

５       

６       

７   
確認 

修正検討 
  

授業評価アン

ケート実施 

８       

９     点検書作成  

10     提言提示  

11  
フォローアッ

プ(進捗状況） 
   

授業評価アン

ケート実施 

12 評価書作成    
授業改善 

報告書提出 

本科:学生との

意見交換会 

１       

２ 
参与会での 

点検・評価 
    

専攻科:学生と

の意見交換会 

３ 
 年度計画報告    

学生への 

満足度調査 

 年度計画点検    点検・提言 
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【別紙１】  

 

２－１ 自己点検評価項目による点検システム 

 

１．目的 

  機関別認証評価で定められている「教育活動を中心とした学校の総合的な状況につい

て，学校として定期的に学校教育法第 109 条第１項に規定される自己点検・評価を行い，

その結果に基づいて教育の質の改善・向上を図るための教育研究活動の改善を継続的に

行う仕組み（以下「内部質保証システム」という。）が整備され，機能していること」を

行うために，機関別認証評価項目を参考に自己点検評価項目を設定して，担当者が毎年

自己点検評価を実施し，改善に繋げる。また，参与会（外部評価委員会）に評価して頂

き，改善を行う。  

 

２．自己点検評価項目による点検システム  

２－１ 執行会議で自己点検評価項目の確認と見直しと点検書を策定する。 (Plan)  

 ２－２ 各委員会等の活動  (Do) 

   各委員会等は，各委員会の年度計画に基づき実際の活動を実施する。  

２－３ 自己点検項目を基に点検・評価・分析 (Check) 

   各項目の担当者は，点検書に基づき，点検・評価・分析（改善点）を行い，自己点

検評価報告書を作成する。また，参与会（外部評価委員会）に提示し評価して頂く。 

２－４ 改善点の提言 (Act)  

  執行会議で，自己点検および参与会（外部評価委員会）の点検・評価結果より，評

価・提言をまとめる。また，４年に一度自己点検評価報告書を公開する。 

 

執行会議(P)

自己点検評価項目の
確認と見直しおよび
点検書の策定

各委員会等(D)

活動の実施

各項目の担当者(C)

点検・評価・分析
自己点検書の作成

執行会議(A)

自己点検および
外部評価の意見
をまとめる

　外部評価委員会
（参与会）(C)（A)

自己点検評価項目表

を基に評価し、意見を頂く。

　

４年に一度自己点検評価
報告書を公開する。

自己点検評価報告書の公開

 

図２－１ 自己点検評価項目による点検システム  
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３．自己点検評価項目による点検システムの点検計画  

  以下のように点検を実施していく。  

 

 １年目    ・自己点検評価を全項目対して行い，根拠資料も含めて自己点検評価報

告書を作成し，参与会で全項目の外部評価を行い公表する。 

 

 ２年目    ・変更・改善点を修正し，自己点検評価報告書を書き直す。 

３年目    ・参与会で全項目の外部評価を行う。 

 

４年目(１年目)・自己点検評価を全項目対して行い，根拠資料も含めて自己点検評価

報告書を作成し，参与会で全項目の外部評価を行い公表する。  
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【別紙２】  

 

２－２ 年度計画項目による点検システム 

 

１．目的 

  高専機構に毎年年度計画を提出し，進捗状況と実績報告を高専機構にしている。この

活動が適切に行われているか，各部署で自己点検を行い，その結果を教育改善委員会が

点検する。 

 

２．年度計画項目による点検システム  

２－１ 執行会議が年度計画を策定 (Plan)  

  各担当部署は，自己点検・評価および教育改善委員会からの点検結果をもとに，年

度計画を策定する。 

 ２－２ 各担当部署の活動  (Do) 

   各委員会等は，年度計画に基づき実際の活動を実施する。  

２－３ 各担当部署および教育改善委員会の点検・評価 (Check) 

   各担当部署は，年度計画の自己点検・評価を行う。教育改善委員会は，その点検・

評価をもとに，点検・評価を行う。  

２－４ 改善の提言 (Act)  

  各担当部署は，次年度に向けて，改善点をまとめる。教育改善委員会は，各担当部

署に点検を提言する。 

 

 

図２－２ 年度計画項目による点検システム  

 

執行会議(P)

年度計画の策定

各担当部署(D)

活動の実施

各担当部署(C)

点検・評価の実施

各担当部署(A)

改善点をまとめる

　教育改善委員会(C)

　
・各担当部署の点検・評価結果
　を基に、改善点を提言する。

　

提言（A)
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【別紙３】  

 

２－３ 三つの方針の点検・改善システム 

 

１．目的 

  大学改革の一環として，2017（平成 29）年 4 月から，すべての大学・高専に対して，

「入学者の受入れに関する方針」（アドミッション・ポリシー），「教育課程の編成及び実

施に関する方針」（カリキュラム・ポリシー），「卒業の認定に関する方針」（ディプロマ・

ポリシー）という「三つの方針」の策定と公開が義務付けられた。策定後，それらの方

針が社会の状況等の変化に応じて適宜見直されているかを点検する必要があり，以下の

点検・改善システムを実施する。  

 

２．三つの方針の点検・改善システム  

２－１ 執行会議が三つの方針を策定 (Plan)  

  執行会議が，学校の目的を踏まえて３つの方針が整合性を持つように，三つの指針

を策定する。 

 ２－２ 各担当部署の活動  (Do)  

   三つのポリシーに基づき，各委員会等で入試の実施，教育課程表の確認と見直し，

卒業認定の実施などの活動を行う。  

２－３ 執行会議での点検・評価 (Check)  

  外部評価委員会（参与会），自己点検評価報告書，卒業生および企業等に対するアン

ケート調査，学生への支援体制の点検システムなどの各担当部署の評価や提言をも

とに，執行会議において，三つのポリシーの点検・評価を行う。  

２－４ 改善の提言 (Act) 

  執行会議において，改善点をまとめる。 

執行会議(P)

３つのポリシー
の策定

各部署での活動(D)

活動の実施

執行会議での点検(C)

点検・評価・分析

執行会議(A)

改善点を
まとめて報告

参考資料等

外部評価報告書

自己点検評価報告書
各種アンケート調査結果

　

 

図２－３ 三つの方針の点検・改善システム  
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【別紙４】  

 

２－４ 各委員会の重点項目の点検システム 

 

１．概要 

  各委員会は，重点項目を定め，それに対する活動等計画を立てて，委員会活動を行っ

ている。その活動が実際に適切に行われているか教育改善委員会が点検し，改善点等を

提言している。その PDCA サイクルを示す。  

２．各委員会の重点項目の点検システム  

２－１ 各委員会の重点項目と活動等計画の策定 (Plan)  

   各委員会は，年度当初にその年度に行う重点項目とその活動等計画を定める。 

２－２ 各委員会の活動  (Do) 

   各委員会は，活動等計画に基づき実際の活動を実施する。  

２－３ 各委員会の評価・分析 (Check) 

   各委員会は，委員会独自の視点から，自己分析を行う。  

２－４ 各委員会の改善 (Act)  

   各委員会は，年度末にその年の重点項目に対する取組結果報告を行い，次年度への

改善点等を示す。  

２－５ 各委員会の点検(Check)と提言(Act)  

   教育改善委員会は，各委員会の点検を行い次年度への提言を行う。 

 

 

各委員会(P)

重点項目、
活動計画の策定

各委員会(D)

実際の活動の実施

各委員会(C)

点検・評価・分析

各委員会(A)

取組結果報告
次年度へ申送り

教育改善委員会(C) (A)

活動計画に基づく
実際の活動状況を点検

　

 

 

 

図２－４ 各委員会の点検システム  
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【別紙５】 

 

２－５ 授業改善システム 

 

１．概要 

教員は，常により良い授業を目指して努力している。しかし，その教授方法や効果に

ついては，独自の評価が多く，客観的に評価される場合は少ない。そこで，各方面(学生，

教員，教育改善委員会)より授業に関する意見を調査・分析し，効果的な授業のあり方を

検討し，授業改善に役立てる。  

教育改善委員会は，各教員が適切な改善を行っているかをチェックし，その結果をチ

ェック・提言シートに記入して，各教員へ授業に関する提言を行う。教員は，これによ

り PDCA サイクルを作り，授業改善に努めて行く。  

 

２．改善システム 

２－１ 教員の授業計画 (Plan) 

  各教員は，教授内容を決めて，シラバスにその計画を示して，学生に提示する。 

２－２ 教員の授業実施 (Do) 

  各教員は，シラバスに基づき授業を行う。 

２－３ 教員の授業分析 (Check) 

  各教員は，以下の２つの視点から，各科目の授業分析を行う。 

１） 学生より，授業評価アンケート，メール目安箱，意見交換会 など 

２） 教員より，授業公開，科目間連携会議，科会，エビデンス閲覧 など 

２－３－１ 学生からの評価による分析 

・ 授業評価アンケート 

各教員は，任意の１科目に対して，年２回の授業アンケート調査を行い，その結

果をもとに授業方法等の分析を行う。その結果をコメント（分析と課題）として，

教員・学生に公開する。 

・ その他 

メール目安箱や学生との意見交換会での，科目に対する要望・意見から授業方法

等の分析を行う。 

２－３－２ 教員からの評価による分析 

  ・ 授業公開 

前期・後期に 1 週間ずつ年２回授業公開日が定められており，他の教員が授業参

観を行う。そのアンケート結果をもとに授業方法等の分析を行う。  

・ その他 

科目間連携会議での要望・意見より，教員は授業方法等の分析を行う。  

科会による科目への要望・意見より，教員は授業内容・方法等の分析を行う。  

エビデンス閲覧（テスト・レポートなどの閲覧）による他の教員からの科目への

要望・意見より，授業内容・方法等の分析を行う。  

２－４ 教員の授業改善 (Act) 

 各教員は，分析結果をもとに授業改善を行い，シラバスや授業に反映させ，その成果

を「授業改善報告書」として提出する。 

２－５ 改善のチェック(Check)と提言(Act) 

教育改善委員会は，①から⑥のチェックを行い，その結果をチェック・提言シートに

記入して，各教員へ授業に関する提言を行う。 
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① エビデンスチェックを行う。  

教育改善委員会 WG は，年度当初に前年度のエビデンスが，シラバス通りに提出さ

れているかチェックを行い不備がある場合は，各担当教員に提出物確認票を渡し，再

提出を求める。  

② 試験問題レベル保証確認をチェックする。  

産業システム工学プログラム科目（JABEE 対象科目）で学習・教育目標が（C-1）

あるいは（D-1）を主たる目標としている科目の試験問題等が，技術士一次試験相当の

レベル以上であるかを，各教員１科目（専攻科科目を優先）申請し，担当者以外の２

名の教員により評価を行う。  

③ 学生からの授業アンケートの実施状況をチェックする。（教務委員会に確認する）  

 ④ 教員からの授業公開アンケート結果をチェックする。  

⑤ 教員からの授業アンケートへのコメント状況をチェックする。  

（教務委員会に確認する）  

⑥ 教員より提出された授業改善報告書をチェックする。  

⑦ チェック結果を，チェック・提言シートへ記入し，各担当教員へ授業に関する提言

を行う。 

 

 

　授業計画(P)　

シラバス作成

　授業実施(D)　

テスト
レポート

　授業分析(C)　

各評価より分析

　授業改善(A)　

⑤学生への授業
　アンケート
　　のコメント
⑥授業改善報告書

　学生　

③授業アンケート

　教員　

④授業公開
　　アンケート

授業

参観

評価

評価

　教育改善委員会(C)　

①エビデンス
②試験問題レベル
　　保証確認
③授業アンケート
④授業公開
　　アンケート
⑤学生への授業
　アンケート
　　のコメント
⑥授業改善報告書
　　　　　　

チェックを行う

　

①エビデンス提出・②レベル保証

コメント・報告書提出

アンケート提出

⑦提言(A)

教員個人のＰＤＣＡサイクル

教育改善委員会によるＰＤＣＡサイクル  

 

図２－５ 授業改善システム 
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【別紙６】  

 

２－６ 学生への支援体制の点検システム 

 

１．目的 

  教育を実施する上での履修指導，学生の自主的学習の相談・助言等の学習支援体制や

学生の生活や経済面並びに就職等に関する指導・相談・助言等を行う体制，また，学生

の課外活動に対する支援体制等が，整備され機能していることが必要である。  

このため，学生との意見交換会，授業評価アンケート，学習教育目標達成度自己評価，

学生への満足度調査を行い学生の意見・要望を聞いて，学生への支援体制を点検し，改

善していく。  

２．支援体制の点検システム  

２－１ 各委員会による学生への支援体制計画の策定 (Plan)  

   各委員会は，年度当初にその年度に学生への支援として行うことをまとめ支援活動

等計画を定め，教育改善委員会に提出する。 

２－２ 各委員会の活動  (Do) 

   各委員会は，学生への支援活動等計画に基づき実際の活動を実施する。  

２－３ 各委員会の評価・分析 (Check) 

   各委員会および教育改善委員会は，学生との意見交換会，授業評価アンケート，学

習教育目標達成度自己評価，学生への満足度調査を行い学生の意見・要望を聞き，学

生の満足度を把握する。 

２－４ 各委員会の改善 (Act)  

  教育改善委員会は，学生の満足度の点検を行い，各委員会へ提言を行う。 

 

 

図２－６ 学生への支援体制点検システム 

各委員会(P)

学生への支援活動
計画の策定

各委員会(D)

支援活動の実施

各委員会(C)

調査の実施

教育改善委員会(A)

学生からの意見・
満足度を点検し、
各委員会へ提言する

　　各委員会および　
　教育改善委員会(C)　

　
・学生との意見交換会
　（学生支援、専攻科運営）

・授業評価アンケート
　（教務）
・学習教育目標達成度自己評価
　（教務、専攻科運営）

・学生への満足度調査
　（教育改善委員会）

　

調査内容
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第 21回参与会配付資料（2025年１月 29日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 21回長野工業高等専門学校参与会次第 

・第 21回長野工業高等専門学校参与会出席者名簿（添付省略） 

・第 21回長野工業高等専門学校参与会座席表（添付省略） 

・資料№１ 新系設置構想 

・資料№２ 自己点検・評価（専攻科課程の教育課程・教育方法・学習成果） 

・資料№３ 自己点検・評価（研究活動の状況） 

・資料№４ 自己点検・評価（全体） 

・資料№５ 卒業生・企業アンケート 

・資料№６ 長野高専オープンラボ 

・資料№７ 高速信号伝送評価センター 

・資料№８ ソーシャルイノベーション・サポートセンター 

・資料№９ いじめ防止対策への取り組み 

・冊子 

○ 学校要覧 2024 年版（添付省略） 

○ GUIDE BOOK 2025（添付省略） 

○ 学園だより 192 号（添付省略） 
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第 21回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  令和７年１月２９日（水） 10:00～12:00 

会 場  長野工業高等専門学校 第１会議室 

次 第 

１．開会 

２．会長・副会長紹介 

３．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

４．校長あいさつ 

５．配付資料確認 

６．議事  

 １）新系設置構想 

２）自己点検・評価項目 

 ３）本校での取り組み 

 ４）いじめ対策について 

 ５）質疑応答・意見交換 

７．閉会 
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1





中学三年生人口の減少
入学後に希望する系へ進め
ない可能性を心配する声も

状況の打開に一刻の猶予も許
されない状況

2

資料
新系設置構想

第21回参与会
R7.1.29
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中学三年生人口との関連

わずかに正の相関が見られる
（相関係数0.254）

3

設置市町村の産業出荷額との
関連

弱いながらも調べた中では
もっとも正の相関が窺える
（相関係数0.362）。
⾧野市はまずまずの順位に位
置しながらも，同格の高専と
比してもっとも志願倍率が低
い。

4
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女子比率との関連

女子比率が高いながらも定員
割れしている学校もあるが，
志願倍率を上に伸ばすチャン
スは女子比率の高い側に窺え
る（相関係数0.223）。

5

これらの要素の中で本校が上
昇に乗せられるファクターは
「女子の比率」しかない

志
願
倍
率

×

女子比率(x)―産業出荷額(y)―志願倍率(z) プロット
の3D-viewとtop-view。カラーグラデーションの中間色
（緑色）が志願倍率1.56倍。

6
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



7










8
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9

10

190







11

45人規模の学生実験室

 ドラフトチャンバー
 収納棚付実験机
 薬品収納棚
 水道・ガス配管
 定温乾燥機

バイオの実験をするなら
 クリーンベンチ
 試料冷凍庫
 培養器 など

一般科棟の化学実験室も借り
ながら，最初は1室の作成から
（2室で運用） 例：低学年の
化学実験を集中講義化して時
間割を空ける（米子高専）

八戸高専 講義棟に1室，マテリアル・バイオコース棟に3室あり

志
願
倍
率

12
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オープンキャンパスへの対応
も想定したレイアウト（演示
用の実験机とプロジェクタ・
引き出し型スクリーンを設
置）

富山高専本郷キャンパス

志
願
倍
率

13

（一案）

一般科棟の化学実験室も借り
ながら，まずは新系棟に1室を
作成し，合計2室で運用

低学年の化学実験（実験室を
使う単元のみ）を集中講義化
して時間割を空けるという実
例も紹介いただいた（米子高
専）

⾧野高専一般科棟2階 化学実験室

志
願
倍
率

14
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卒研スペース

 ドラフトチャンバー
 収納棚付実験机
 薬品収納棚
 水道・ガス配管
 定温乾燥機

はできる限り標準で備え，あ
とは各教員が必要に応じて揃
える

八戸高専

志
願
倍
率

15

学生の居住区は実験スペースと切り離すのが原則
→部屋数の関係から実際はなかなか難しい

八戸高専 写真左側に卒研生スペース

志
願
倍
率

富山高専本郷キャンパス 3研究室合同スペース

16
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分析機器，実験設備（青色は
現有）

 クロマトグラフ（液体，気
体）

 NMR（核磁気共鳴）装置
 試料冷凍庫，恒温庫
 クリーンベンチ
 分光器・FTIR
 電子顕微鏡，XRD，など
 純水製造装置

⮕研究室で設備を囲わず，共
有体制を構築

⮕暫くは特別経費，マスター
プランなどの競争的資金は
新系構築に注力

八戸高専 テクノセンターを共有分析装置の設置拠点としている

志
願
倍
率

17

志
願
倍
率

18
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志
願
倍
率

19

志
願
倍
率














20

195



志
願
倍
率

•

•

21

志
願
倍
率















22
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令和５年度参与会 R6.1.23

令和６年度参与会
令和７年１月２９日

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目２８
カリキュラム・ポリシーに基づき、教育課程が体系
的並びに準学士課程との連携および発展的に編成さ
れているか。

•点検事項
(1)CPに基づき教育課程を編成しているか。
(2)点検事項の確認・検討をしているか。

1令和６年度参与会 R7.1.29

資料2
自己点検・評価（専攻科課程の教育課程・教育方法・学習成果）

第21回参与会
R7.1.29
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目２８： 達成率 １００％ 、評価 ５

• CPに基づいた教育課
程を編成している。

令和６年度参与会 R7.1.29 2

出典：工学科教育課程系統図（一部抜粋）

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目２９
教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の発展の
動向、社会からの要請に対応した科目、創造力・実
践力を育む科目、異文化や地域の文化を理解する科
目などが配置されているか。

•点検事項
(1)学生のニーズ、学術発展の動向、社会の要請に対
応した科目を配置しているか。

(2)創造力・実践力を育む科目を配置しているか。
(3)異文化理解・地域文化理解のための科目を配置し
ているか。

(4)点検事項の確認・検討をしているか。

3令和６年度参与会 R7.1.29
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目２９： 達成率 １００％ 、評価 ５

•適切な科目が配置さ
れている。

•教授内容はシラバス
に適切に記載されて
いる。

•点検は専攻科運営委
員会において行われ
ている。

令和６年度参与会 R7.1.29 4

出典：令和６年第５回専攻科運営委員会

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３０
教育内容に応じた、適切な学習指導上の工夫がなさ
れているか。

•点検事項
(1)成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
(2)修了認定の基準を周知しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

5令和６年度参与会 R7.1.29
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目３０： 達成率 １００％ 、評価 ５

•成績評価等について
Webシラバスにて周
知している。

•修了認定ついてはガ
イダンス、学士の説
明会などで周知して
いる。

令和６年度参与会 R7.1.29 6

出典：Webシラバス（抜粋）

出典：学士取得説明会資料

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３１
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切なシラバス
が作成・活用され、研究指導が適切に行われている
か。

•点検事項
(1)CPに沿って、シラバスを適切に作成しているか。
(2)シラバスを活用しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

7令和６年度参与会 R7.1.29
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目３１： 達成率 ８０％ 、評価 ４

• CPに沿った教育課程
が編成されているが、
研究指導に適切に活
用されているかにつ
いては評価方法検討
している。

•講義系科目について
はアンケートにてシ
ラバスの活用を調査
している。

令和６年度参与会 R7.1.29 8

出典：特別研究IIシラバス（抜粋）

出典：授業評価アンケート（抜粋）

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３２
成績評価・単位認定及び修了認定の各基準が学生等
に周知されているか。

•点検事項
(1)成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
(2)修了認定の基準を周知しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

9令和６年度参与会 R7.1.29
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令和５年度参与会 R6.1.23

点検項目３２： 達成率 １００ 、評価 ５

•成績評価等について
Webシラバスにて周
知している。

•修了認定ついてはガ
イダンス、学士の説
明会などで周知して
いる。

令和６年度参与会 R7.1.29 10

出典：専攻科ガイダンス資料（抜粋）

出典：Webシラバス（抜粋）

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３３
成績評価は適切に行われているか。

•点検事項
(1)成績評価を適切に行っているか。
(2)成績評価方法を確認しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

11令和６年度参与会 R7.1.29
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点検項目３３： 達成率 １００％、評価 ５

•授業改善システム
（エビデンスの
チェック）を実施し、
教員へのフィード
バックを行った。

•前期エビデンスの収
集を実施した。

令和６年度参与会 R7.1.29 12

出典：エビデンス収集メール

出典：エビデンスチェックシート

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３４
修了認定が適切に行われているか。

•点検事項
(1)修了認定を適切に行っているか。
(2)修了認定基準を確認しているか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

13令和６年度参与会 R7.1.29
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点検項目３４： 達成率 ６０％ 、評価 ３

•執行会議・教員会議
において、全学生の
単位修得について確
認し、進級・卒業判
定が行われている。

•上記会議において、
認定基準を確認して
いる。

令和６年度参与会 R7.1.29 14

出典：第12回教員会議資料

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３５
ディプロマ・ポリシー（DP）に沿った学習・教育の
成果が認められるか。

•点検事項
(1)学業成績からDPに沿った学習・教育の成果が認
められるか。

(2)グローバル化への対応成果が認められるか。
(3)点検事項の確認・検討をしているか。

15令和６年度参与会 R7.1.29
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点検項目３５： 達成率 ８０％ 、評価 ４

•各学生の単位修得状
況から学習の成果を
確認している。

•グローバル化への対
応として英語プレゼ
ンを実施する。

令和６年度参与会 R7.1.29 16

出典：第12回教員会議資料

出典：英語プレゼン要項

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３６
修了時の学生および卒業生・進路先関係者からの意
見聴取で、ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教
育の成果が認められるか。

•点検事項
(1)修了時のアンケートからDPに沿った学習・教育
の成果が認められるか。

(2)修了生アンケートからDPに沿った学習・教育の
成果が認められるか。

(3)企業アンケートからDPに沿った学習・教育の成
果が認められるか。

(4)点検事項の確認・検討をしているか。

17令和６年度参与会 R7.1.29
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点検項目３６： 達成率 ８０％ 、評価 ４

•卒業時の学習・教育
目標の到達度自己評
価を行い、成果を確
認している。

•修了生へのアンケー
ト調査

令和６年度参与会 R7.1.29 18

出典：令和5年度専攻科修了生アンケート

出典：修了生アンケート集計結果（抜粋）

令和５年度参与会 R6.1.23

５．専攻科課程の
教育課程・教育方法・学習成果

•点検項目３７
修了後の進路状況から判断して、学習・教育の成果
が認められるか。

•点検事項
(1)修了時の学士の取得状況から学習・教育の成果が
認められるか。

(2)修了後の進路状況から学習・教育の成果が認めら
れるか。

(3)点検事項の確認・検討をしているか。

19令和６年度参与会 R7.1.29
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点検項目３７： 達成率 ２０％ 、評価 ２

•学位の取得状況につ
いては、３月。

• 進路状況から成果を
確認している。

令和６年度参与会 R7.1.29 20

出典：進路状況（令和6年10月20日現在）
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令和６年度参与会
令和７年１月２９日

1

令和５年度参与会 R6.1.23

7.研究活動の状況

点検項目44.
研究体制及び支援体制が適切に整備され、機能しているか。

点検事項
1. 研究活動に関する基本方針が定められているか。
2. 研究推進委員会が設置されているか。
3. 研究倫理委員会が設置されているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

2

資料3
自己点検・評価（研究活動の状況）

第21回参与会
R7.1.29
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■研究活動方針
「本校の研究活動に関する基本方針」校⾧裁定より抜粋
本校における研究活動は、教員によって本校創立以来継続され、教育の質を保証する上での重要な手段と
なっている。あわせて、重要な知的情報の発生源でもあり、また、研究活動を通して地域に貢献することへ
の期待が大きい。そこで、上記のような社会的背景あるいは本校研究活動の活性化の状態を受けて、研究の
主たる目的を以下のように明確化するものとする。

(1) 地域と連携し、かつ地域と密着した研究活動を行う。
(2) 産学官金の共同研究を推進する。
(3) 研究活動を本校の教育の向上に反映させる・
(4) 国際的、および学際的な研究を推進する。
(5) 社会の安寧と人類の幸福、平和に資する研究を推進する。

■研究活動の点検
研究推進委員会にて、議論・確認をおこなっている。
外部資金科研費獲得目標と状況を把握し、対策としてオープンラボを設置。

研究活動と地域連携を加速する目的で「⾧野高専オープンラボ」（企業から持ち込まれた課題
を解決するための研究室研究連携）を設置しました。
（2024年10月1日から開始、開所式10月29日）

点検項目44:達成率100％、評価５
研究活動に関する基本方針が定められており、研究推進委員会及び、研究
倫理委員会が設置され、支援体制をおこなっている。

3

令和５年度参与会 R6.1.23

外部資金科研費獲得目標と状況
■目標設定
「５／１５に開催された第１回研究推進・産学連携本部会議」にて設定
１）科研費獲得目標 全種目平均１７％以上。全種目での採択数３３０件以上。（各高専6.5件以上）

基盤Ｂ以上の新たな採択件数１５件以上。（各高専1件以上）
２）外部資金獲得目標 高専機構全体で２.５億円増加（各高専500万円増加）

■状況（科研費採択数14件（基盤B:3件含む）200%達成外部資金:69,478千円89.9%達成）
科研費及び外部資金合計の獲得状況としては、合算では517万円の増加

■外部資金受入状況

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

共同研究 18 14,040 23 18,827 15 13,325 16 19,585 32 25,979 15 25,656
受託研究 1 614 5 2,775 5 3,127 6 4,091 5 3,440 6 4,260

受託事業・補助金他 2 650 5 2,900 13 16,797 5 3,104 5 3,332 4 2,501
寄附金（長野高専基金を含む） 58 49,721 133 43,511 134 24,521 131 43,322 252 39,514 113 37,061

合計 79 65,025 166 68,013 167 57,770 158 70,102 294 72,265 138 69,478

■科学研究費補助金交付決定状況

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

挑戦的研究（萌芽） 1 624 2 1040 0 0 0 0 0 0 1 780
基盤研究（A） 0 0 0 0 1 1,300 0 0 0 0 0 0
基盤研究（B） 4 1,278 3 988 2 585 4 1,365 2 195 3 13,260
基盤研究（C） 5 12,968 7 17,485 7 17,268 10 20,696 8 15,444 10 19,851
若手研究 2 8,450 1 2,730 1 4,810 2 8,970 3 10,292 0 0
奨励研究 2 990 2 830 0 0 0 0 0 0 0 0

研究活動スタート支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学術図書 0 0 0 0 0 0 1 1,800 0 0 0 0

厚生労働科学研究費補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 14 24,310 15 23,073 11 23,963 17 32,831 13 25,931 14 33,891

名称

研究種目

※2024年11月末まで

4
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⾧野高専オープンラボ

企業から持ち込まれた課題について関連分野を研究する教員（2名以上）や
学生が共同研究に取り組み、研究活動の活性化と学生の実践力を高める。
・共同研究費700万円/企業拠出、期間2年間（希望により延⾧可）

5

令和５年度参与会 R6.1.23

⾧野高専オープンラボ

⾧野高専オープンラボは、進捗のステージに応じた様々な支援体制が受
けられる枠組みの中で活動しています。

6
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⾧野高専オープンラボ
アピックヤマダ 未来技術研究室 山洋電気 パワエレ未来研究室

スタートチーム
富岡研究室、姜研究室、田中研究室

スタートチーム
中島研究室、田中研究室

相談窓口:地域共同テクノセンター特命教授
（オープンラボ推進担当）浅沼 和志

e-mail:asacoordi@nagano-nct.ac.jp
TEL:026-295-7106

7

令和５年度参与会 R6.1.23

7.研究活動の状況

点検項目45.
研究活動の目的等に沿った成果が得られているか。

点検事項
1. 研究業績一覧を発行し、研究状況の確認を行っているか。
2. 学生による学会発表件数、学生が関与する共同研究の実

施状況などを確認しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

8
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■研究業績一覧を発行
・教育研究報告（旧紀要）、シーズ集の発行を実施している。

（シーズ集は、全教員を対象として実施）
・産業展示会ででの配布

配布した産業展示会:しんきんビジネスフェア、佐久メッセ、上田産業展、⾧野産業展
諏訪圏工業メッセ、など

・創業支援センター会議、地域雇用促進会議などでも配布

■共同研究申請
・研究推進委員会にて、都度、確認と課題がないか確認をしている。

■点検事項
・研究推進委員会にて状況確認を行うと同時に、第2ブロック研究推進会議や、

研究推進担当者会議などの内容を展開を検討中。

点検項目45:達成率80％、評価4
教育研究報告（旧紀要）、シーズ集を発行することで、研究成果の公開を
おこなっている。地域連携を促進するため、産業展などでの配布をおこな
い技術相談や共同研究へ繋げている。

9

令和５年度参与会 R6.1.23

7.研究活動の状況

点検項目46.
研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っている
か。

点検事項
1. 研究推進員会にて研究活動推進に関する事項を検討してい
るか。
2. 点検事項を再検討しているか。

10
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研究プロジェクトの申請、科研費申請、研究力強化プログラムの対象者などについ
て、研究推進委員会で状況把握をおこない、実施方法を議論し進めている。

点検項目46:達成率80％、評価５
研究推進委員会により、研究活動の状況把握をおこなうと共に課題や支援
内容の検討を行っている。更に、第2ブロック研究推進会議、研究推進者
担当責任者会議からの情報収集をおこない、展開をしている。

11
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確認欄 承認日：令和６年12月26日

文章 数値 １から５ 文章 文章
大項目 小項目 番号 点検項目 担当 点検事項 根拠資料 現状 達成率% 自己評価 改善点 小項目評価 大項目評価 R5年度　外部の意見

1

自己点検・評価を実施するための方針、体制
が整備され、点検・評価の基準・項目等が設
定されおり、改善を測る指標になっているか。
また、自己点検・評価が定期的に行われ、そ
の結果が公表されているか。

総務主事
　（教育改善委員長）

1. 自己点検・評価の事項は改善を測る指標になっているか。
2. 点検・評価の数値基準を定めているか。
3. 点検・評価を四半期ごとに実施しているか。
4. 四半期ごとに点検・評価手法を再検討しているか。

学校ホームページ：評価
R6年度第２回運営会議議事概要：報告事項６
第１期自己点検依頼メール(5/30校内メール)
第３回執行会議議事概要
第６回執行会議議事概要
第９回執行会議議事概要

R5年度自己点検評価表はホームページに公開
R6年度自己点検評価項目を運営会議にて確認
第１期 6/21 第3回執行会議にて自己点検状況を確認
第２期 9/26 第6回執行会議にて自己点検状況を確認
第３期12/26 第9回執行会議にて自己点検状況を確認

75 4

2
学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取
が行われており、それらの結果が、教育の質
の改善・向上に繋がっているか。

総務主事

1. 学校構成員の意見聴取の規則を定めているか。
2. 意見検討の手続きが定められているか。
3. 実施の効果について検討しているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

長野工業高等専門学校校長面談実施要項
長野工業高等専門学校職員面談実施に係る取扱
いについて
参与会設置要項
R6年度校長面談日程調整依頼メール（5/1校内
メール）
事務部面談等進行中

校長による教員面談実施（5/13-6/4）
参与会実施予定(1/29)
改善につながっているかの評価手続きが不明瞭

50 3

３つのポリ
シー

3

準学士課程、専攻科課程それぞれについて、
卒業（修了）の認定に関する方針（ディプロマ・
ポリシー）、教育課程の編成及び実施に関す
る方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者の受
入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
が定められており、社会の状況等の変化に応
じて見直されているか。

教務主事
専攻科長

1. DPを定めているか。
2. CPを定めているか。
3. APを定めているか。
4. ３ポリシーの見直しの必要性について検討しているか。

学校ホームページ
R6第2回教務委員会議事概要
第3回執行会議議事概要
第8回執行会議議事概要

3ポリシーについて、見直しの必要性を含めて確認し、文言等の修正案を執行会
議で確認した。
第3回執行会議において３ポリシーの修正を実施した。
本科CPについてさらに見直しの必要があり，教務委員会において検討のうえ，
CPの修正を含む３ポリシーの見直しを行った（第8回執行会議承認）。

100 5

学校組織 4
教育活動を展開する上で必要な運営体制が
適切に整備され、機能しているか。

事務部長
1. 定期的に各種委員会が開催されているか。
2. 運営体制が機能しているか適時点検・確認しているか。

1.組織図
2.内部組織規則
3.校務分掌一覧
4.執行会議・運営会議資料
5.令和5年度教育改善報告書

１．前年度末の執行会議・運営会議において、次年度の学校運営体制の見直し
を行った。
２．毎月の執行会議・運営会議で各種会議・委員会からの報告がなされ、運営体
制が機能していることを確認している。また、年度途中であっても、執行会議にお
いて必要があれば運営体制を見直を行う体制としている。
３．教育改善委員会において、各種委員会の活動状況の点検を年間通じて行っ
ており、必要に応じて次年度への改善点等の提言を行っている。

75 4

教員等の
配置

5
準学士課程、専攻科課程において、一般及び
専門の教員並びに教育支援者が適切に配置
されているか。

教務主事
専攻科長
事務部長

1. 一般科目担当教員を適切に配置しているか。
2. 専門科目担当教員を適切に配置しているか。
3. 教育支援者を適切に配置しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

授業時間割（編成資料）
R6第2回教務委員会議事概要

各教員の専門とする領域を考慮して一般科目および専門科目の担当者として配
置している。
実験・実習科目を中心に授業支援者として技術職員を配置している。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

教員の評
価

6
教員の採用や昇任に関する基準があり、適切
な運用がされており、教員の教育研究活動に
対して、定期的な評価が行われているか。

校長
教務主事
専攻科長

1. 教員の採用や昇任に関する基準があるか。
2. 採用・昇任認基準を適切に運用しているか。
3. 教員の教育研究活動を定期的に評価しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

長野工業高等専門学校教員昇任の取扱い
R6第2回教務委員会議事概要
長野工業高等専門学校教員の教育研究活動の評
価に関する要項

昇任の基準が定められている
教員評価手続き規定（長野工業高等専門学校教員の教育研究活動の評価に関
する要項）を8/7に制定した。
点検項目は教務委員会で確認している。

75 4

FD活動 7
FD・SD活動が実施され、教育活動の改善等
に結びついているか。

総務主事
　（教育改善委員長）

1. FD研修会を３回実施しているか。
2. 実施FD研修会の効果を検討しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

学校ホームページ：情報公開
R5年度教育改善報告書の結果から状況把握
FD研修会を9月30日に実施予定

25 2

8
学校の施設・設備が整備され、適切な安全・
衛生管理の下に有効に活用されているか。

事務部長
1. 定期的に施設の管理状況を点検し、良好な状態で維持保全しているか。
2. 安全衛生委員会による月１回の職場巡視を実施しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

1.安全衛生委員会議事要旨

2.キャンパスマネジメント委員会議事概要

3.施設の管理状況：点検・検査記録等

１．安全衛生委員会メンバーが毎月職場巡視(4/19､5/16､ 6/17、7/18、8/26、
9/17、10/16、11/14、12/17)を行い、職場の安全衛生を点検・確認し、同委員会
で必要に応じて改善を図っている。
２．施設の維持管理については、施設管理者による日常的な点検に加え、契約
による定期点検や法定点検等を実施している。
３．資産の有効活用を図るために、例年、居室等の稼働状況の把握を目的とした
施設利用状況調査を６月に行った。12月には６月の調査で稼働率が低かった部
屋について再調査を行った。調査結果は情報共有し、稼働率が低い居室等は有
効活用に向けた検討を行う。
４．安全安心な職場環境・教育研究環境を目指すため、全校舎３階以上の居室
等に引違い窓の開口制限を実施した。屋外非常階段進入防止扉を設置した。

75 4

9
学生のニーズに対応したＩＣＴ環境が十分なセ
キュリティ管理の下に適切に整備され、有効
に活用されているか。

教務主事
　（情報教育センター長）
総務主事
　（教育改善委員長）

1. 学生のニーズ調査を実施しているか。
2. セキュリティ研修を実施しているか。
3. ICT環境の保守・点検を実施しているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

学校ホームページ：情報公開

1．学生ニーズをR5年度教育改善報告書の結果から状況把握
2. 非常勤講師を含む全教職員に対してセキュリティ研修実施した。
3. ICT環境の保守・点検を定期的に実施している。
4. 点検事項を定期的に実施している。

100 5

10

図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育
研究上必要な資料が系統的に収集、 整理さ
れており、有効に活用されてるよう取り組みが
行われているか。

総務主事
　（図書館長）

1. 教職員・学生のニーズ調査を実施しているか。
2. 蔵書の点検を実施しているか。
3. 図書の活用状況の点検を実施しているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

学校ホームページ：情報公開
図書希望調査メール（6/5）
1．教職員「学生用図書の推薦について」（4／12教
職員へのオールメール）、図書希望調査メール「リ
クエスト図書募集中」（6／5学生へのオールメー
ル）、教職員「関川文庫の推薦図書について」（8／
2教職員へのオールメール）。
2．令和5年度完了済み。年1回実施のため、令和6
年度においては未着手。
3．4，5，6，7月の図書資料等貸出月計表（8月は作
成中）。
4．図書館会議議事録。

学生ニーズをR5年度教育改善報告書の結果から状況把握。
1．教職員・学生への図書希望調査ともに実施中。
　　雑誌・新聞の利用調査実施済み（10月～11月）。
3．根拠資料を、館長・係長・係員で回覧し、活用の現状を把握している。
4．検討済み。

75 4

2．令和6年度にお
いても実施中で、3
月完了を予定して
いる。

11
新入生、留学生、編入生に対して、履修や施
設・設備等に関するガイダンスを実施している
か。

教務主事
専攻科長

1. 新入生ガイダンスを実施しているか。
2. 留学生ガイダンスを実施しているか。
3. 編入生ガイダンスを実施しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

新入生の年度当初の日程
入学式資料
R6第2回教務委員会議事概要

新入生については入学式当日および翌日に実施
留学生、編入学性については入学式当日にガイダンスを実施
点検項目は教務委員会で確認している

100 5

12
学生の自主的学習を進める上での相談・助言
等を行う体制が整備され、機能しているか。

教務主事
専攻科長
学生相談室長
総務主事（教育改善委員長）

1. 学生の学習活動に関して相談できる体制を整えているか。
2. 相談・助言等を行う体制が機能しているか。
3. 相談対応など、状況確認がなされているか。
4．点検事項の確認・検討をしているか。

学校ホームページ：情報公開
R6第2回教務委員会議事概要
第４回運営会議議事概要

R5年度教育改善報告書の結果から状況把握
毎月の運営会議において進路支援室、学生相談室からの状況報告が行われて
いる
点検項目は教務委員会で確認している

50 3

平均

学生支援

令和６年度　自　己　点　検　・　評　価　表

１．教育の
内部質保

証

自己点検
評価

２．組織及
び教員・教
育支援者

３．学習環
境及び学
生支援

学習環境

　前年の実績に対して、今年のこの評価の項目
が、どうアップしているかとか、ダウンしているか
とか、何ができているとか、何がまだできていない
とか、この辺がもう少し分かりやすくなるといいと
思います。
それと、評価制度に対するスタンスです。項目の
これやりましたというのは実行にすぎない。実行し
たことによって学生の支援にどのようにつながっ
ているのかとか、どのような効果が出たのかと
か、学生からどういう反応があったのかという評
価の進度といいますか、このようなことを念頭に
置いてやられることが大事かと思います。

　

　この学習環境と学生支援の分野では、毎年、異
なる手法やアプローチを取りながらも学生のニー
ズ調査やアンケートなどの項目が十分に実施さ
れていないことがあるように思われます。こうした
学習環境や学生支援は、受け身の学生側からど
のように評価されているのかを把握することも重
要かと思います。難しい面もありますが、学生側
からの視点を取り入れることで、例えばガイダン
スの実施状況だけでなく、その内容の理解や有
益性に関する評価にもつなげることができると思
います。

資料4
自己点検・評価（全体）

第21回参与会
R7.1.29

214



13
特別な支援が必要と考えられる学生への学
習支援及び生活支援等が行われているか。

教務主事
専攻科長
国際交流センター長
学生相談室長

1. 特別な支援が必要となる新入生の情報を共有しているか。
2. 特別な支援が必要となる留学生の情報を共有しているか。
3. 必要な支援や配慮事項を検討しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

保健調査票（入学時提出資料）
R6第2回教務委員会議事概要

新入生について配慮が必要な情報は関係教職員間で共有している。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

14
学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助
言等を行う体制が機能しているか。

学生主事
学生相談室長

1. 学生の生活や経済面に係わる相談・助言等を行う体制が機能しているか。
2. 学生や保護者に対して各種奨学制度について周知する体制を整えているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

学級担任業務ガイド（第5版）
学生便覧（令和6年度版）
相談室からのメッセージ（2024年度版）
長野高専における個別支援
学生相談室報告
第3回学生支援委員会報告（授業料免除利用状
況、奨学金実績）
第1回学校いじめ対策委員会議事次第

１．本科生に対しては学級担任が、専攻科生に対しては専攻長が主に相談・助
言等を行っている。また、メンタル面など専門性の高い相談事項については学生
相談室、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーと連携して支援を行
なっている。いじめ対策については、学生相談室で定期的に状況を把握するとと
もに、学校いじめ対策委員会を定期的に開催して情報を共有して、チームで対応
している。なお、令和5年度末に合理的配慮による学生への個別支援について手
順および相談様式を整備して、令和6年度から実施している。
２．学生や保護者に対して学生課学生係よりメールやホームページで各種奨学
金の案内を行っている。また、ホームページに掲載している旨を後援会支部会
（須高、上小、大北）で説明している。
３．第4回学生支援委員会で点検予定（生活面と経済的支援に関する点検項目
の分離を予定）。

80 4

15
進路指導およびキャリア教育の体制が機能し
ているか。

教務主事
学生主事
（進路支援室長）
専攻科長

1. キャリア教育に関する各種セミナーを実施しているか。
2. 進路に関する相談・助言等を行う体制が機能しているか。
3. インターンシップが適切に行われているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

第1回進路支援室会議資料No.5「令和６年度進路
支援室イベント開催予定（案）」
進路支援室Letter（2024年4月版）
第1回進路支援室会議資料No.3「キャリアコーディ
ネーター 進路（進学・就職）相談」
実務訓練企業説明会実施要項
R6第2回教務委員会議事概要
R6第7回教務委員会議事概要

１．各種セミナーの実施は8月以降実施予定。
２．学生主事、専攻科長、専攻長、系長、学級担任、就職担当教員、キャリアコー
ディネーターで構成する進路支援室が進路に関する相談・助言を行っている。
３．本科生の実務訓練は教務委員会と4学年会が中心となり、専攻科生の学外
実習は専攻科運営委員会が中心となって実施している。4年生のインターンシッ
プ事業を効果的に進めるため実施時期を変更して5/30に企業説明会を開催し，
10/30に報告会を開催した。
４．点検事項1～2については第2回進路支援室会議で点検予定。点検項目

80 4

16
課外活動に対する支援体制が、適切に機能
しているか。

学生主事
1. 課外活動の指導教員を配置して、課外活動を支援しているか。
2. 教員または課外活動指導員用の指導マニュアルに従い、課外活動が安全に実施できているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

部・同好会指導教員一覧（2024年度版）
部・ 同好会活動の指導に関するガイドライン（2024
年度版）
長野高専課外活動指導員マニュアル（2024年度
版）
学生の病気・ ケガに対する対応報告書

１．部・同好会に指導教員を配置して、課外活動を支援している。また、平日の放
課後と休日の午前中に課外活動指導員を配置して、教員の業務負担軽減を図っ
ている。
２．教員用「部・ 同好会活動の指導に関するガイドライン」、課外活動指導員用
「長野高専課外活動指導員マニュアル」に従い、引率時や練習時でケガや体調
不良となった学生が出た場合に医療機関を受診させるなど対応できている。
３．第4回学生支援委員会で点検予定。

80 4

17
学生寮が、学生の生活及び勉学の場として有
効に機能しているか。

寮務主事
1. 満足した生活の場を提供しているか。
2. 勉学の場を提供しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

寮食堂喫食率調査・寮生活調査アンケート
寮生teamの作成と運用状況
学習コアタイム　学習数確認結果
寮生会実施　勉強会　参加者数確認結果

1.年1回の寮生活調査アンケート(12月実施）と、寮食堂における摂食率調査と満
足度調査
1.寮生teamを作成し、学生への連絡を迅速化し、確認精度を上げた。
2.学習コアタイムにおける4月~6月、9月~11月の巡視結果から学習者の比率を把
握
2.寮生会協議会で実施検討を依頼し、寮生勉強会が復活（後期中間試験から）
3.第9回寮務委員会で再度検討予定

80 4

18
カリキュラム・ポリシーに基づき、教育課程が
体系的に編成されているか。

教務主事
1. CPに基づき教育課程を編成しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

教育課程表
R6第2回教務委員会議事概要

カリキュラムポリシーに従い、一般科目及び専門科目を配置した教育課程を編成
している。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

19

教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の
発展の動向、社会からの要請に対応した科
目、創造力・実践力を育む科目、異文化や地
域の文化を理解する科目などが配置されてい
るか。

教務主事

1. 学生のニーズ、学術発展の動向、社会の要請に対応した科目を配置しているか。
2. 創造力・実践力を育む科目を配置しているか。
3. 異文化理解・地域文化理解のための科目を配置しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

学校ホームページ：工学科概要
教育課程表
R6第2回教務委員会議事概要

学科改組による新設科目を含め、一般科目および専門科目を適切に配置してい
る。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

20
教育内容に応じた、適切な学習指導上の工
夫がなされているか。

教務主事
1. 教育内容に応じて学習指導上の工夫をしているか。
2. 指導上の工夫等について報告により確認をしているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

R6第2回教務委員会議事概要
指導上の工夫についての確認を今後行う。
点検項目は教務委員会で確認している。

50 3

21
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切なシラバ
スが作成され、活用されているか。

教務主事
1. CPに沿って、適切なシラバスを作成しているか。
2. シラバスを活用しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

Webシラバス
R6第2回教務委員会

Webシラバスを作成し、周知している。
シラバスの活用についてはアンケートで確認予定である。
点検項目は教務委員会で確認している。

80 4

22
成績評価・単位認定及び卒業認定の各基準
が学生等に周知されているか。

教務主事
1. 成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
2. 卒業認定の基準を周知しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

Webシラバス
学生便覧
R6第2回教務委員会

成績評価・単位認定の基準に関する情報はシラバスに記載し周知している。
単位数および卒業要件については学生便覧で周知している。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

23 成績評価は適切に行われているか。
教務主事
総務主事　（教育改善委員会）

1. 成績評価を適切に行っているか。
2. 成績評価方法を確認しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

Webシラバス
成績評価履歴
R6第2回教務委員会

シラバスおよび成績評価履歴により成績評価が適切に行われていることを確認
している。

100 5

24
進級判定、卒業認定が適切に行われている
か。

教務主事

1. 進級判定を適切に行っているか。
2. 卒業認定を適切に行っているか。
3. 進級判定・卒業認定基準を確認しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

Webシラバス
卒業・進級判定資料
R6第2回教務委員会

教務委員会において進級および卒業認定の基準を確認し、卒業・進級判定会議
において、学生全員の卒業・進級判定を行った（R5）。

100 5

25
ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成
果が認められるか。

教務主事
1. 学業成績からDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
2. 学会発表や学生表彰からDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

卒業・進級判定資料
学生表彰者一覧
R6第2回教務委員会

学習・教育到達目標を達成するために設定された科目の単位習得により、学習・
教育の成果が認められた（R5）。
学会発表や課外活動、コンテスト等で活躍した学生の状況から、学習・教育の成
果が認められた（R5）。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

学生支援

教育課程
の編成

３．学習環
境及び学
生支援

４．準学士
課程の

教育課程・
教育方法・
学習成果

学習・教育
の成果

授業形態、
学習指導

法

成績評価・
進級及び
卒業判定

　この学習環境と学生支援の分野では、毎年、異
なる手法やアプローチを取りながらも学生のニー
ズ調査やアンケートなどの項目が十分に実施さ
れていないことがあるように思われます。こうした
学習環境や学生支援は、受け身の学生側からど
のように評価されているのかを把握することも重
要かと思います。難しい面もありますが、学生側
からの視点を取り入れることで、例えばガイダン
スの実施状況だけでなく、その内容の理解や有
益性に関する評価にもつなげることができると思
います。
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26
卒業時の学生および卒業生・進路先関係者
からの意見聴取で、ディプロマ・ポリシーに
沿った学習・教育の成果が認められるか。

教務主事

1. 卒業時のアンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
2. 卒業生アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
3. 企業アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

学習到達度⾃⼰評価の調査結果
第2回教務委員会

卒業時の学習到達度⾃⼰評価の調査結果から、学習・教育の成果が認められ
た（R5）。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

27
卒業後の進路状況から判断して、学習・教育
の成果が認められるか。

教務主事
1. 卒業後の進路に学習・教育の成果が表れているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

進路状況に関する資料（就職・進学）
第2回教務委員会

卒業後の進路状況から学習・教育の成果が認められた（R5）。
点検項目は教務委員会で確認している。

100 5

28
カリキュラム・ポリシーに基づき、教育課程が
体系的並びに準学士課程との連携および発
展的に編成されているか。

専攻科長
1. CPに基づき教育課程を編成しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

1.専攻科科目連携表
2.第2️回専攻科運営委員会議事録

100 5

29

教育課程には、学生の多様なニーズ、学術の
発展の動向、社会からの要請に対応した科
目、創造力・実践力を育む科目、異文化や地
域の文化を理解する科目などが配置されてい
るか。

専攻科長

1. 学生のニーズ、学術発展の動向、社会の要請に対応した科目を配置しているか。
2. 創造力・実践力を育む科目を配置しているか。
3. 異文化理解・地域文化理解のための科目を配置しているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1,2,3. Webシラバス参照
4. 第2回専攻科運営会議議事録

1,2,3. DP,CP,学習教育到達目標の関係を明確化し，科目の配置を検討した．
4. 継続審議事項として，委員会で話し合いっている．

100 5

30
教育内容に応じた、適切な学習指導上の工
夫がなされているか。

専攻科長
1. 成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
2. 修了認定の基準を周知しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. Webシラバス参照
2. 学士の説明会資料
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1. Webシラバスを確認した．
2. 年度末に実施している学士取得の説明会で周知している．
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

100 5

31
カリキュラム・ポリシーに沿って、適切なシラバ
スが作成・活用され、研究指導が適切に行わ
れているか。

専攻科長
1. CPに沿って、シラバスを適切に作成しているか。
2. シラバスを活用しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. Webシラバス参照
2. 授業評価アンケート
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1. Webシラバスを確認した．
2. 専攻科授業評価アンケート項目として設定予定である．
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

80 4

32
成績評価・単位認定及び修了認定の各基準
が学生等に周知されているか。

専攻科長
1. 成績評価・単位認定の基準を周知しているか。
2. 卒業認定の基準を周知しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. Webシラバス参照
2. 成績判定会議資料
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1. Webシラバスを確認した．
2. 専攻科ガイダンスで周知している．
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

100 5

33 成績評価は適切に行われているか。
専攻科長
総務主事
　　（教育改善委員会）

1. 成績評価を適切に行っているか。
2. 成績評価方法を確認しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1,2. Webシラバス参照
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1, 2. Webシラバスを確認した．
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

100 5

34 修了認定が適切に行われているか。 専攻科長
1. 修了認定を適切に行っているか。
2. 修了認定基準を確認しているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 削除
2. 修了判定会議
3. 修了判定会議
4. 第2回専攻科運営会議議事録

1. 進級判定は行っておらず，単位認定のみである．
2. 修了判定会議で実施予定である．
3. 修了判定会議で実施予定である．
4. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

20 2

35
ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成
果が認められるか。

専攻科長
1. 学業成績からDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
2. グローバル化への対応成果が認められるか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 所定の単位を収めることで確認
2. 削除
2. 特別研究IIの英語の要項および発表
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1. CP により設置された科目群の単位を取得することで確認する．
2. 学会発表や学生表彰は任意の活動であり，指標とはならない．
2. 英語の要項作成および英語での発表を取り入れる
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

20 2

36
修了時の学生および卒業生・進路先関係者
からの意見聴取で、ディプロマ・ポリシーに
沿った学習・教育の成果が認められるか。

専攻科長

1. 修了時のアンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
2. 修了生アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
3. 企業アンケートからDPに沿った学習・教育の成果が認められるか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 専攻科修了時のアンケート調査
2. 専攻科修了生へのアンケート調査
3. 企業へのアンケート調査
4. 第2回専攻科運営会議議事録

1. 専攻科 修了時に２種類のアンケート調査を実施する予定である．
2,3. アンケートを実施しなければならない．
4. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

10 1

37
修了後の進路状況から判断して、学習・教育
の成果が認められるか。

専攻科長
1. 修了時の学士の取得状況から学習・教育の成果が認められるか。
2. 修了後の進路状況から学習・教育の成果が認められるか。
3. 点検事項を再検討しているか。

1. 修了時の学位の取得状況
2. 修了時の進路状況
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1. 学位の取得状況の確認を行う．
2. 修了時の進路状況を確認する．
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

20 2

38
アドミッション・ポリシーに沿って適切な入学者
選抜方法が適切に実施されているか。

教務主事
1. APに基づき入学者選抜を実施しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

入学者募集要項
入学者選抜実施要項（推薦選抜・学力選抜）

募集要項にAPを記載し、出願資格に「科学技術に関する興味があること」を明記
している。
推薦選抜では「内申点の傾斜配点」およびAPを確認した面接点の点数化を行い
実施している。
学力選抜では数学・理科・英語に傾斜配点を行い実施している。

100 5

39
入学者が、アドミッション・ポリシーに沿ってい
るか検証し、その結果を入学者選抜の改善に
役立てているか。

教務主事
1. 入学者がAPに沿っているか検証しているか。
2. 検証結果を入学者選抜の改善に役立てているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

主専攻選択希望調査結果

新入生の主専攻選択調査においてアンケートを実施し，APに沿った学生が入学
しているかを確認してしる。また，希望する系の選択およびその系において学び
たい内容に関するコメントにより、工学に関心がある学生が入学していることを確
認している。

100 5

40
受検者数増加対策は効果的に行われている
か。

教務主事
総務主事（広報企画室）
男女共同参画推進室長
入試広報室

1. 受験者は増加したか。
2．受験者数増加対策を検討しているか。
3. 受験者数増加対策を実施しているか。
4. 活動の検証をしているか。
5. 点検事項の確認・検討をしているか。

入学者選抜委員会議事概要 受験者数は微減となっており、増加対策を検討している。 50 3

41
アドミッション・ポリシーに沿って適切な入学者
選抜方法が適切に実施されているか。

専攻科長
1. APに基づき入学者選抜を実施しているか。
2. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 専攻科入学者選抜要領
2. 委員会資料

1. 入試の面接でAPについて質問している．
2. APに従い，傾斜配点などを導入できないかを検討している

100 5

42
入学者が、アドミッション・ポリシーに沿ってい
るか検証し、その結果を入学者選抜の改善に
役立てているか。

専攻科長
1. 入学者がAPに沿っているか検証しているか。
2. 検証結果を入学者選抜の改善に役立てているか。
3. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 専攻科入学時のアンケート調査
2. 入学者選抜委員会議事録
3. 第2回専攻科運営会議議事録

1. 専攻科理解度アンケート
2. アンケート結果を入学者選抜委員会で報告予定
3. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

80 4

43
受験者増加対策は効果的に行われ、入学定
員と実入学者数との関係の適正化が図られ
ているか。

専攻科長

1. 受験者数増加対策を検討しているか。
2. 受験者数増加対策を実施しているか。
3. 活動の検証をしているか。
4. 点検事項の確認・検討をしているか。

1. 専攻科運営委員会議事録
2. 本科4年生の説明会資料
3. 専攻科運営委員会議事録
4. 第2回専攻科運営委員会議事録

1. 本科4年生への説明会の他，先取り単位制度の導入などを検討中
2. 進路支援室からの要請による本科4年生への説明を実施予定
3. 活動の結果を委員会で報告し，その効果を検証する．
4. 継続審議事項として，委員会で話し合っている．

25 3

研究体制
と支援体
制

44
研究体制及び支援体制が適切に整備され、
機能しているか。

研究主事

1. 研究活動に関する基本方針が定められているか。
2. 研究推進委員会が設置されているか。
3．研究倫理委員会が設置されているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

1.研究推進委員会議事録
2.3.校務分掌による組織図及び委員会議事録
4.研究推進委員会議事録

研究推進委員会にて検討すると同時に、第2ブロック研究推進会議や研究推進
担当責任者会議などの内容の展開を検討中。

50 2

研究活動
の成果

45
研究活動の目的等に沿った成果が得られて
いるか。

研究主事
1. 研究業績一覧を発行し、研究状況の確認を行っているか。
2. 学生による学会発表件数、学生が関与する共同研究の実施状況などを確認しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

教育研究報告（旧紀要）、シーズ集の発行
学生がかかわる共同研究申請書
研究推進委員会議事録

投稿案件の募集中
学生の関わる共同研究申請は、都度対応 50 2

４．準学士
課程の

教育課程・
教育方法・
学習成果

学習・教育
の成果

学習・教育
の成果

準学士課
程の学生
の受け入

れ

６．アドミッ
ション・ポリ
シーに沿っ
た学生の
受け入れ

７．研究活
動の状況

５．専攻科
課程の

教育課程・
教育方法・
学習成果

教育課程
の編成

授業形態、
学習指導

法

成績評価・
修了判定

専攻科課
程の学生
の受け入

れ
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研究活動
の改善

46
研究活動等の実施状況や問題点を把握し、
改善を図っているか。

研究主事
1. 研究推進員会にて研究活動推進に関する事項を検討しているか。
2. 点検事項を再検討しているか。

研究推進委員会議事録
研究プロジェクトの申請や、科研費申請、研究力の強化プログラムの対象者を研
究推進委員会で検討する際に議論を行っており、現在も進行中で議論している

50 2

地域貢献
活動の計
画

47
地域貢献活動が適切に定められ、計画的に
実施されているか。

総務主事
（広報企画室長）
研究主事
（地域共同テクノセンター長）

1. 地域貢献の目的を定めているか。
2. 活動計画を定めているか。
3. 計画に沿って実施しているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

・産業展への協力
・第１回広報企画室会議議事概要
・社会人向け講習会・研究会・交流会の計画書・案
内メール
・テクノセンター運営会議議事録

1.学校広報の目的、活動方針を確認している
2.講習会、研究会、交流会の計画にもとづき、月１回のテクノセンター運営会議で
確認を行い推進

50 2

地域貢献
活動の成
果

48
地域貢献活動の目的等に沿った成果が得ら
れているか。

総務主事
（広報企画室長）
研究主事
（地域共同テクノセンター長）

1. 成果の点検手法が定められているか。
2. 点検手法に沿って成果の確認が行われているか。
3. 点検・評価手法を再検討しているか。

テクノセンター年報
社会人向けの講習会、研究会、交流会など開催後のアンケートによる分析をお
こない、次回への改善につなげている
テクノセンター運営会議で、進め方を確認しながら計画を進めている

50 2

地域貢献
活動の改
善

49
地域貢献活動の実施状況や問題点を把握
し、改善を図っているか。

総務主事
（広報企画室長）
研究主事
（地域共同テクノセンター長）

1. 成果の点検手法が定められているか。
2. 点検手法に沿って成果の確認が行われているか。
3. 点検・評価手法を再検討しているか。

第１回広報企画室会議議事概要
テクノセンター運営会議議事録
技術振興会の理事会及び総会議案書

昨年度の活動を確認し、本年度の活動を計画
開催後の参加者アンケートを分析し、次回への改善につなげている

25 2

50
適切な収支に係る計画等が策定され、関係
者に明示されているか。

事務部長
1. 効率的・効果的な収支計画(見積）を策定しているか。
2. 学内会議等で予算配分方針を周知しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

1.予算配分方針

2.予算配分

１．6月21日の執行会議にて予算配分方針案等が承認された。
２．7月4日の運営会議で予算配分方針・予算配分を報告を行った。
３．グループウェアへ資料の掲載を行っている。
４．点検事項の検討を行っている。

75 4

51
適切に予算が配分され、その執行状況の確
認が行われているか。

事務部長
1. 予算配分方針に基づき、適切な予算配分をしているか。
2. 定期的に、予算執行状況を確認しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

1.予算配分方針

2.予算配分

3.予算執行集計表

4.予算差引簿

１．6月21日の執行会議にて予算配分方針・予算配分承認された。
２．定期的に執行状況を確認し、執行率が低い場合は執行予定等を確認
し、早期執行を促している。
３．点検事項の検討を行っている。

75 4

52
適切に予算が執行され、その結果が公表され
ているか。

事務部長
1. 定期的に予算執行状況を把握しているか。
2. 決算状況について、HP等で公表しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

1.ＨＰ・学校要覧（財務状況）

 ・収入・決算額

 ・外部資金受入状況

 ・科学研究費交付決定状況

１．定期的に予算執行状況の把握を行っている。
２．７月にホームページへ前年度の財務状況を公表を行った。
３．点検事項の検討を行っている。

75 4

53
各種委員会及び事務組織が適切に役割を分
担し、効果的に活動しているか。

事務部長

1. 時宜に応じた事務組織等の見直しを行っているか。
2. 事務組織等の人員配置などについて定期的に点検・確認しているか。
3. 教育改善委員会で各種委員会の活動状況の点検を行っているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

1.内部組織規則、各委員会規則

2.事務組織及び事務分掌規則

3.各種委員会の活動状況の点検結果（教育

改善報告書）

１．第２四半期頃より次年度の事務組織等の人員配置を検討し、必要に応
じて人員配置の見直しを行っている。
２．事務組織の人員配置の検討材料の一つとして、半期ごとの業績評価時
における職員面談を通じて、現在の業務状況なども確認する予定。
３．年度末に教育改善委員会で各種委員会・センター等が適切に活動して
いるか点検を行っている。（令６年３月「令和５年度教育改善報告書」）

75 4

54
情報セキュリティを含む危機管理等の安全管
理体制が整備され、規則に沿った運用がなさ
れているか。

総務主事
事務部長

1. 安全管理規則が定められているか。
2. 規則に沿って研修が行われているか。
3. 規則に沿った安全管理対応が行われているか。
4. 点検・評価手法を再検討しているか。

1.リスク管理規則

2.情報セキュリティ管理・推進 規則

3.防災マニュアル

3.情報セキュリティ利用者規則、教職員規

則

１．各種関連規則は整備済み。（R4の情報セキュリティ監査で確認済み。）
２．情報セキュリティe-LearningをR6.9～10に実施した。
３．情報セキュリティインシデント対応訓練の第１回をR6.11に実施し、第2回を
R6.12に実施した。
４．情報セキュリティ推進委員会を開催（4/22、5/27、6/24、7/29、8/26、10/28、
11/25）し、情報セキュリティの管理を行っている。
５．R6.4に防災マニュアルを更新した。
６．R6.5に防火訓練を行い、R6.11に防災訓練を実施した。
７．点検事項の検討を行っている。

90 4

55
外部資金を積極的に受入れる取組を行って
いるか。

研究主事

1. 外部資金の公募案内を校内に周知しているか。
2. 科学研究費申請書の添削支援を実施しているか。
3. 特許出願に関する支援を実施しているか。
4. 点検事項を再検討しているか。

科研費申請の案内
研究プロジェクトの申請制度の開始
三枝特許事務所による指導を企画

科研費の申請状況を執行会懇談会で共有、外部資金の状況を共有し問題意識
を共有している
長野高専オープンラボを設置し、活性化を図る取り組みを行っている

80 4

56 外部の教育資源を積極的に活用しているか。
教務主事
専攻科長
研究主事

1. 外部の教育資源を積極的に活用しているか。
2. 点検・評価手法を再検討しているか。

実務訓練企業説明会実施要項
学校報告資料（技術振興会総会）
R6第2回教務委員会議事概要
R6第7回教務委員会議事概要

企業や機関の協力のもと、インターンシップ事業を進めている。
エンジニアリングデザイン科目の実施に向けて協力依頼を含めた説明を行った。
点検項目は教務委員会で確認している。

80 4

57
管理運営に関わる職員の資質の向上を図る
ための取組が組織的に行われているか。

事務部長
1. 定期的にSD研修会などを実施しているか。
2. その他、職員の資質向上を図る取組を実施しているか。
3. 点検事項を再検討しているか。

1.SD研修会の実施
2.管理運営等の研修会への参加リスト

１．高専機構主催の初任職員研修会（5/13～15）に2名参加
２．高専機構主催の令和６年度学務担当者向けオンデマンド研修（5/15～8/15）
に２名参加
３．高専機構主催の初任教員研修会（5/27～28）に3名参加
４．長野高専主催のメンタルヘルス（ラインケア）研修（8/28）に18名参加
５．長野高専主催の職員海外研修（シンガポールへの学生の海外研修に同行
8/26～8/30）に1名参加
６．長野高専主催の語学研修（事務系職員対象）（8月末～11月末）に1名参加
７．長野高専主催の部下指導研修（9/20）に19名参加
８．長野高専主催の職員海外研修（シンガポールへの学生の海外研修に同行
8/26～8/30）の研修報告会を開催（10/8）
９．アンケートや報告会から点検の再検討を行っている。

100 5

情報公開 58
教育情報（学校教育法施行規則の事項を含
む）が公表されているか。また、タイムリーな
情報発信が行われているか。

総務主事（広報企画室長）
事務部長

1. 文部科学省令第15号に沿って情報公開が行われている か。
2. 公開状況の点検・整備が行われているか。
3. 点検・評価手法を再検討しているか。

長野高専ホームページ　教育情報

１．平成30年度の機関別認証評価において、公表内容を審査されている。その
後、担当教員に点検を依頼するなど、随時内容を変更している。
２．公開情報の見直しが行われ、データ更新を行っている。
３．本年度からホームページをリニューアルした。ホームページや地域活動、刊
行物などを通じて、社会に向けた情報発信を適時に行っている。
４．点検の再検討を行っている。

85 4

達成率

点検事項の実施実績に基づいて達成率を算定する

自己評価
１ 達成率　０～２０％
２ 達成率　２１～４０％
３ 達成率　４１～６０％
４ 達成率　６１～８０％
５ 達成率　８１～１００％

財務関係

管理運営

７．研究活
動の状況

８．地域貢
献活動等
の状況

９．財務及
び管理運
営と情報

公開
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令和６年度参与会
令和７年１月２９日

令和５年度参与会 R6.1.23

卒業生・企業アンケート
•実施：令和６年８月～９月
•対象：令和２年年度、令和３年年度

本科卒業生 ２００名（各科２０名）
専攻科修了生 ４９名
就職・進学先 ２５５機関

•回答数：回答率１２．５％
修了生 ８/ ４９
卒業生 ４２/２００
機関 １４/２５５

令和６年度参与会 R7.1.29 2

資料5
卒業生・企業アンケート

第21回参与会
R7.1.29
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項目１

周囲の同僚あるいは学
生と比較して専門的な
知識や能力の素養は

項目２

周囲の同僚あるいは
学生と比較して，数
学・自然科学・情報
技術など技術者とし
ての素養に関する知
識は
項目３

周囲の同僚あるいは学
生と比較して，語学や
コミュニケーションに
関する能力は

項目４

周囲の同僚あるいは学生
と比較して，問題や課題
に対して様々な知識を用
いて解決する能力や姿勢
は

項目５

周囲の同僚あるいは学生
と比較して，社会的な倫
理観については

項目６

周囲の同僚あるいは学生
と比較して，物事を表現
したりプレゼンテーショ
ンを行う能力は

令和６年度参与会 R7.1.29 3

修了生・卒業生：新しい環境での
生活を始めた頃の事

令和５年度参与会 R6.1.23

項目１

本校を修了あるいは卒
業してから特に重点的
に学んだと思う知識

項目２

修了あるいは卒業し
てから自分の知識や
技術がどのように変
化したか

項目３

現在の自分にとって⾧
野高専で学んだ基礎的
な工学の専門知識は

項目４

現在の自分にとって⾧野
高専で学んだ数学・自然
科学・情報技術に関する
知識は

項目５

現在の自分にとって⾧野
高専で学んだ語学やコ
ミュニケーション能力は

項目６

現在の自分にとって⾧野
高専で学んだ専門分野に
関する知識以外で，現在
必要な他の工学専門分野
の知識で必要なものは

令和６年度参与会 R7.1.29 4

修了生・卒業生：現在の状況
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項目６で「ある」と答えた方で具体
的例があればここに記入してくださ
い

項目７

他の教育機関（大学・大
学院等）の卒業生と高専
卒業生との違いがありま
すか

令和６年度参与会 R7.1.29 5

修了生・卒業生：現在の状況

• React ASP.NET IIS Python
• 環境都市工学を専攻したが、会社が電気通信事業
の土木分野に分社した会社のため電気通信分野の
知識が必要と感じている

• 事務処理ソフトの扱い
• 医療の知識
• 第二種電気主任技術者の資格取得の際に授業で
やった内容だけでは分野も範囲も不足している

• 光学
• 通る申請書の書き方
• 情報セキュリティ
• 工程設計手法
• プログラム言語
• 精密計測、光学
• コンピューターサイエンス
• 自然言語処理，GitHub
• プログラミング言語
• プログラミング
• 電気電子卒ですが、電気に加えて機械、土木も関
連している職業です。

令和５年度参与会 R6.1.23

項目7で「ある」と答えた方で具体
的例があればここに記入してくださ
い

令和６年度参与会 R7.1.29 6

修了生・卒業生

• 土木学部卒以外と比較して土木にまつわる基
礎知識の違いで差が出ていると感じる。土木
資格問題の基礎知識がある。

• 初任給
• 教養
• 地頭の良さ
• まじめさ
• 専門性
• 専門知識の勉強やり方や問題があった時の対
処の仕方などは周りと比べて優れてると思う。
周りに比べると先に行動できたりしている。

• 考えてから行動に移すまでの速さ
• 卒業研究や実験の考察力は高専の方が優れて
いると感じた。

• 自身の研究の説明能力

• 実験、実習を多く経験しているため、手を動
かせる人が多いと感じる。

• 専門的な技術力
• 高専生っぽさ
• 高専生は専門のみに特化しすぎている印象が
ある

• 高専卒業生のほうが技術に対する興味関心が
高い

• 在学中に実験等を多くこなすため，高専卒業
生は即戦力になると思う

• 機械工作における知識の差
• 同期の方が自分より歳上のことが多い
• プレゼンテーション能力が他機関のほうが高
い印象です。

• 高専生の方が基本情報技術者試験レベルの基
礎的な知識やドキュメントにまとめる能力が
あるように思います。
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項目１

工学や技術に関する専
門的な知識の素養は

項目２
数学・自然科学・情
報技術などの基礎的
な知識の素養は

項目３

語学やコミュニケー
ションに関する能力の
素養は

項目４

周囲の同僚あるいは学生
と比較して，問題や課題
に対して様々な知識を用
いて解決する能力や姿勢
は

項目５

周囲の同僚あるいは学生
と比較して，社会的な倫
理観については

項目６

周囲の同僚あるいは学生
と比較して，物事を表現
したりプレゼンテーショ
ンを

令和６年度参与会 R7.1.29 7

企業:入社時点の状況

令和５年度参与会 R6.1.23

項目１
入社あるいは入学時
（研究室等への配属を
含む）から特に能力が
向上したと思われる分
野を選択肢の中から一
つだけ選択すると
項目２
入社あるいは入学時
（研究室等への配属
を含む）から現在の
専門的な知識や技術
は
項目３
入社あるいは入学時
（研究室等への配属を
含む）から現在の語学
やコミュニケーション
能力は

項目４

就業上あるいは学習・研
究活動において本校で学
んだ専門分野に関する知
識以外で，現在必要な他
の工学専門分野の知識で
必要なものは

項目4で「ある」と答え
た方で具体的例があれば
ここに記入してください

令和６年度参与会 R7.1.29 8

企業:現在の状況

物事を数学で考える能力
IT関連の知識
プログラミング言語
数理統計、品質工学、プロジェクトマ
ネジメント
電気・機構学
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（１）高専教育に不足していること
がありましたらお願いいたします．

(２）その他，感想または意見・要望
がありましたらお願いいたします．

令和６年度参与会 R7.1.29 9

企業:現在の状況

• 英語教育が大変不足している。英文を
きちんと音読できない学生がおり、音
読できるまで指導した。

• 業務を取り組むにあたり、専門的な知
識が充分に身についていると感じまし
た。在学中に得た知識か、個人で学習
した知識かの判断まではできていませ
んが、高専での教育が影響しているこ
とは間違いないと思います。

• 当部署に配属されている卒業生全員が、それ
ぞれに学んだ知識や技能を活かし意欲的に仕
事に取組んでいる。会社にとっての重要で貴
重な戦力となっている。今後も継続して優秀
な人材の育成、輩出を望みます。

• 物事を数学的物理的に考える訓練を行なって
ほしい。

• 貴高卒業生は、技術的専門知識や弊社に必要
な資格取得についても優れています。コミュ
ニケーション能力も必要となりますが、弊社
への就職者は、この能力も高いと感じます。
今後ともよろしくお願いいたします。

• まだ、研修中ではありますが、高専で学んだ
知識を活かし更に高め業務に励んでおります。
今後とも良き関係であればと思います。

• 純粋な業務だけではなく、社会人としての姿
勢も感心する部分があり、優秀な人材を確保
できたことを嬉しく思っております。
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令和６年度参与会
令和７年１月２９日

令和５年度参与会 R6.1.23

研究活動方針
「本校の研究活動に関する基本方針」校⾧裁定より抜粋

本校における研究活動は、教員によって本校創立以来継続され、教育の質を保証す
る上での重要な手段となっている。あわせて、重要な知的情報の発生源でもあり、
また、研究活動を通して地域に貢献することへの期待が大きい。そこで、上記のよ
うな社会的背景あるいは本校研究活動の活性化の状態を受けて、研究の主たる目的
を以下のように明確化するものとする。

(1) 地域と連携し、かつ地域と密着した研究活動を行う。
(2) 産学官金の共同研究を推進する。
(3) 研究活動を本校の教育の向上に反映させる
(4) 国際的、および学際的な研究を推進する。
(5) 社会の安寧と人類の幸福、平和に資する研究を推進する

研究活動と地域連携を加速する目的で「⾧野高専オープンラボ」（企業か
ら持ち込まれた課題を解決するための研究室研究連携）を設置しました。
（2024年10月1日から開始、開所式10月29日）

令和６年度参与会 R7.1.29 2

資料6
長野高専オープンラボ

第21回参与会
R7.1.29
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⾧野高専オープンラボ

令和６年度参与会 R7.1.29 3

企業から持ち込まれた課題について関連分野を研究する教員（2名以上）や
学生が共同研究に取り組み、研究活動の活性化と学生の実践力を高める。
・共同研究費700万円/企業拠出、期間2年間（希望により延⾧可）

令和５年度参与会 R6.1.23

⾧野高専オープンラボ

令和６年度参与会 R7.1.29 4

⾧野高専オープンラボは、進捗のステージに応じた様々な支援体制が受
けられる枠組みの中で活動しています。
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⾧野高専オープンラボ
アピックヤマダ 未来技術研究室 山洋電気 パワエレ未来研究室

スタートチーム
富岡研究室、姜研究室、田中研究室

スタートチーム
中島研究室、田中研究室

相談窓口:地域共同テクノセンター特命教授
（オープンラボ推進担当）浅沼 和志

e-mail:asacoordi@nagano-nct.ac.jp
TEL:026-295-7106

令和５年度参与会 R6.1.23

外部資金科研費獲得目標と状況
■目標設定
「５／１５に開催された第１回研究推進・産学連携本部会議」にて設定
１）科研費獲得目標 全種目平均１７％以上。全種目での採択数３３０件以上。（各高専6.5件以上）

基盤Ｂ以上の新たな採択件数１５件以上。（各高専1件以上）
２）外部資金獲得目標 高専機構全体で２.５億円増加（各高専500万円増加）

■状況（科研費採択数14件（基盤B:3件含む）200%達成外部資金:69,478千円89.9%達成）
科研費及び外部資金合計の獲得状況としては、合算では517万円の増加

令和６年度参与会 R7.1.29 6

■外部資金受入状況

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

共同研究 18 14,040 23 18,827 15 13,325 16 19,585 32 25,979 15 25,656
受託研究 1 614 5 2,775 5 3,127 6 4,091 5 3,440 6 4,260

受託事業・補助金他 2 650 5 2,900 13 16,797 5 3,104 5 3,332 4 2,501
寄附金（長野高専基金を含む） 58 49,721 133 43,511 134 24,521 131 43,322 252 39,514 113 37,061

合計 79 65,025 166 68,013 167 57,770 158 70,102 294 72,265 138 69,478

■科学研究費補助金交付決定状況

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

挑戦的研究（萌芽） 1 624 2 1040 0 0 0 0 0 0 1 780
基盤研究（A） 0 0 0 0 1 1,300 0 0 0 0 0 0
基盤研究（B） 4 1,278 3 988 2 585 4 1,365 2 195 3 13,260
基盤研究（C） 5 12,968 7 17,485 7 17,268 10 20,696 8 15,444 10 19,851
若手研究 2 8,450 1 2,730 1 4,810 2 8,970 3 10,292 0 0
奨励研究 2 990 2 830 0 0 0 0 0 0 0 0

研究活動スタート支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学術図書 0 0 0 0 0 0 1 1,800 0 0 0 0

厚生労働科学研究費補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 14 24,310 15 23,073 11 23,963 17 32,831 13 25,931 14 33,891

名称

研究種目

※2024年11月末まで

225



令和５年度参与会 R6.1.23

令和６年度参与会
令和７年１月２９日

令和５年度参与会 R6.1.23

高速信号伝送評価センター

令和６年度参与会 R7.1.29 2

令和3年度・国立高専機構高度設備共同利用拠点整備事業として
高速信号伝送評価センターを2023年度に⾧野高専内へ設置した．







資料7
高速信号伝送評価センター

第21回参与会
R7.1.29
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Society 5.0 時代の高速信号伝送の課題

令和６年度参与会 R7.1.29 3

信号周波数の高周波化
パラレル伝送による
大容量データの送受信

Beyond5G/6G時代に対応した
信号伝送や電磁材料測定・解析装置が必要

信号の高速化に伴うSI・EMI
クロストークの劣化

GHz帯の測定器は高額なので，高専教員の
研究・教育で活動できるように，⾧野高専が
拠点校になり整備された

令和５年度参与会 R6.1.23

高速信号伝送評価センターの活用事例

• AIなどのビッグデータを処理するための高速通信
の評価

令和６年度参与会 R7.1.29 4

基板やコネクタ・ケーブルを
CTでモデル化

電磁界解析

実測

GHz帯の信号伝送評価
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高速信号伝送評価センターの利用状況

令和６年度参与会 R7.1.29 5

表 2024年上期利用時間 [h]

外部個別利用数 ：6件
共同研究数 ：4件

総利用時間共同研究利用時間外部個別利用時間設備名

3774022VNA

000電波暗室

221.769.514CT-Scan

5500レーザー顕微鏡

主な利用内容：
• 電波吸収体の吸収特性評価
• 新しい低損失基板の電気特性評価
• CT-Scanによる機械的内部構造評価
• CT-Scanと電磁界解析を連携した特性評価解析
• 生ハムやサツマイモの特性評価試験
（高専機構・食品組成測定技術プロジェクト）

空洞症のサツマイモ 正常なサツマイモ
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令和６年度参与会
令和７年１月２９日

令和５年度参与会 R6.1.23

ソーシャルイノベーション・
サポートセンター

令和６年度参与会 R7.1.29 2

「高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業」
交付申請書より抜粋

本事業では，新たにソーシャルイノベーション・サポートセンターを設置し，学生
の自主的活動や「エンジニアリングデザイン」の実施を支援する「ものづくり」環
境の充実だけでなく，FD研修などを通じた教員のスキルアップを図り，⾧野高専全
体としてスタートアップ人材育成体制の基盤整備と体制強化を行うものである。

(1) ソーシャルイノベーション・サポートラボを設置
(2) 学生の起業マインド醸成
(3) 起業経験者や卒業生,技術振興会による支援体制の強化
(4) 「エンジニアリングデザイン入門・実践」の指導体制の整備
(5) 起業相談窓口を新たに設置

学生の支援のためソーシャルイノベーション・サポートセンターと
ソーシャルイノベーション・サポートラボを設置しました。

資料8
ソーシャルイノベーション・サポートセンター

第21回参与会
R7.1.29
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ソーシャルイノベーション・
サポートラボ概要

フリースペース

メインスタジオ

⾧野高専専攻科棟3階
ソーシャルイノベーション・サポートラボ

飲食等をしながら気軽
に集える場

アトリエスペース
工具等を利用しなが
ら自由創作できる場

メインスタジオ
リモート環境が整備され
た学びや発表の場

工房スペース
高度な加工機器を利活用し
実装を目指す場

講義・演習形式による専門知識の
学びや発表等ができる場づくり

工房スペース

フリー
スペース アトリエ

スペース
コワーキング
スペース

簡単な試作品や加工等の作業を行い
実装に向けた検証をする場づくり

高度な加工設備を利活用しながら
必要に応じて企業等とも連携しな
がら起業や新たなビジネスの創出
を目指す場づくり

アイディアをカタチに

実装に向けた挑戦

更なる学び・発表

フリースペースやコワーキングスペースを活用
した学生同士が気軽に「交流・議論・アイディ
ア出し」ができる、仲間が集える場づくり

マインドセット

令和５年度参与会 R6.1.23

ソーシャルイノベーション・
サポートラボ使用状況

令和６年度参与会 R7.1.29 4

総利用時間教員研究利用時間学生試作利用時間設備名

3712.524.5レーザー加工機

202インクジェットカ
ラープリンタ

53.547.06.53Dプリンタ

660プリント基板設計

利用時間(R6年11月26日現在) [h]

ラボ利用の様子 3Dプリンタを使用した試作
(学生作成の樹脂玉軸受け)

外部講師による
装置活用講座の様子
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ソーシャルイノベーション・
サポートセンター活動状況

令和６年度参与会 R7.1.29 5

技術振興会企業による講演会の様子

●学生の起業マインド醸成
10/1 起業家によるエンジニアリングデザイン入門講座
11/4 卒業生によるキャリア講演会
11/18技術振興会企業様による講演会
12/9 起業家によるエンジニアリングデザイン実践講座

●学生のビジネスコンテスト出場状況
-DCON2025

1次審査通過 4チーム
ぷぐなる制作委員会，HearOes, 未来稲作研究所，ReGlass Tech

-GCON2024

エントリー 2チーム さかちゃんズ，⾧生きし隊
-信州ベンチャーコンテスト
本選出場 1チーム TanbaProject

● エンジニアリングデザイン入門・実践の指導体制の整備
9/30 教職員向けFD研修
学生のモチベーションを高めるメンタリングとは

2/中教職員向け研修(予定)

メンタリング相談会 起業家による講演会の様子

令和５年度参与会 R6.1.23令和６年度参与会 R7.1.29 6

ソーシャルイノベーション・
サポートセンター活動状況
●起業相談窓口の整備
5/20 起業を目指す学生のオンライン相談①

6/20学生向け技術講座

8/05ビジコン同好会オンライン相談①

9/24ビジコン同好会オンライン相談②

11/13起業を目指す学生のオンライン相談②

11/20 DCONブラッシュアップセミナー①

11/21 起業を目指す学生のオンライン相談③

11/25 DCONブラッシュアップセミナー②

11/25 DCONブラッシュアップセミナー③

11/28 信州ベンチャーコンテストブラッシュ
アップセミナー

12/5 DCONブラッシュアップセミナー④

 DCONブラッシュアップセミナーは3チーム
をフォローし全12回予定

 相談窓口は学生からの希望があれば随時開
催予定

信州ベンチャーコンテスト
ブラッシュアップセミナーの様子

学生向け技術講座の様子
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令和６年度参与会
令和７年１月２９日

令和５年度参与会 R6.1.23

本校におけるいじめの防止等の対策
を総合的かつ効果的に推進するため、
「⾧野工業高等専門学校いじめ防止等
基本計画」を定めている。この計画は、
• 「いじめ防止対策推進法」
• 「いじめの防止等のための基本的な
方針」

• 「独立行政法人国立高等専門学校機
構いじめ防止等対策ポリシー」

• 「独立行政法人国立高等専門学校機
構いじめ防止等ガイドライン」
を踏まえて作成している。
いじめの防止等に関する措置を実効

的に行うため、複数の教職員、心理、
福祉等に関する専門的な知識を有する
者その他の関係者により構成される
「学校いじめ対策委員会」を設置して、
定期的に会議を開催している。

令和６年度参与会 R7.1.29 2

いじめ防止対策への取り組みについて

資料9
いじめ防止対策への取り組み

第21回参与会
R7.1.29
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いじめ防止等基本計画の構成
１．いじめの防止等のための基本的な方針
いじめの定義、いじめの禁止、基本理念、学校及び教職員の責務、学校

いじめ対策委員会
２．いじめの未然防止
いじめ防止プログラムの策定、教職員の指導力向上、人権意識、道徳的

実践力の向上、家庭や関係機関との連携及び学生が自主的に行う活動への
支援
３．いじめの早期発見
日常生活における教職員による観察や情報交換、個人面談等の実施、相

談体制の整備や相談機関の周知、早期発見・対処マニュアルの策定
４．いじめに対する対応
いじめの発見や相談を受けたときの対応、事実調査、組織的対応、いじ

めを受けた学生やその保護者への支援、いじめた学生やその保護者への助
言、いじめを行った学生への懲戒、継続的な指導
５．インターネット等のいじめへの対応 未然防止、早期発見、早期対応、
６．重大事態への対応 ７．実効的なＰＤＣＡサイクルの確保
８．学校いじめ基本計画の周知

令和６年度参与会 R7.1.29 3

令和５年度参与会 R6.1.23令和６年度参与会 R7.1.29 4

いじめ防止等基本計画PDCAサイクル
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いじめ防止プログラム（前期）

令和６年度参与会 R7.1.29 5

4月18日（木）1・2年生で実施
6月5日（水）3～5年生で実施

学生会新聞「秀嶺」でいじめ防
止月間を周知
6月5日（水）3～5年生で「SNS
と向き合う」ワークを実施

実施済

実施済

令和５年度参与会 R6.1.23

いじめ防止プログラム（後期）

令和６年度参与会 R7.1.29 6

11月13日（水）学生相談講習会
スクールソーシャルワーカーに
よる講演を聴講

11月11日（月）学生主事講話
いじめ防止に関する講話を実施

学生会にいじめ防止啓発活動の
実施を依頼したが、実施できず

資料を配布
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いじめの未然防止
• いじめ防止プログラムの策定
・・・月毎に設定して実施

５月と１１月をいじめ防止月間に設定
• 教職員の指導力向上・・・１１月に研修会を実施
• 人権意識、道徳的実践力の向上
・・・学校行事や課外活動等を通じて向上させている

• 家庭や関係機関との連携及び学生が自主的に行う活動への
支援
・・・保護者向けにパンフレットを配布するなどして

家庭と連携している
学生が主体的にいじめ問題を考えるワークを実施
学生会等による啓発活動は、ほとんど実施できてい
ないこともあり、支援が不十分

令和６年度参与会 R7.1.29 7

令和５年度参与会 R6.1.23

いじめの未然防止・早期発見

令和６年度参与会 R7.1.29 8

パンフレットの配布 新入生の保護者向け いじめについて考えるワーク
（神奈川県作成「SNSと向き合う」）
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• いじめを覚知した場合には、学校い
じめ対策委員会に情報を集約して、
対処方針を決定する。

• いじめを受けた学生、いじめを行っ
た学生等から聞き取りを行う。

• 専門的な知識を有する職員を含め、
複数の教職員によって、心理、福祉
等に関する専門的な知識を有する者
の協力を得つつ、いじめを受けた学
生又はその保護者に対する支援を行
う。また、いじめを行った学生に対
する指導等又はその保護者に対する
助言等を継続的に行う。

• いじめ発覚後、24時間以内に高専機
構本部に報告を行い、助言を受ける。

令和６年度参与会 R7.1.29 9

いじめ等早期発見・事案対処マニュアル

令和５年度参与会 R6.1.23

いじめの早期発見・いじめに対する対応

• アンケートによる早期発見
友人間のトラブルなど、比較的早期に発見できている

• 早期の情報共有と対応
学生相談室ミーティングや、グループウェア（サイボ

ウズ）を校内メールを使い情報共有を早期に実施
大きな問題になる前に、早期に対処できている。
【解決できた事例】
・教員による観察を行い、本人から事情を聴取。実験グ
ループの編成を変えた。
・教員による観察を行い、本人から事情を聴取。授業内
で教員が全体的に注意を払うようにした。
・本人から事情を聴取し、周囲の学生へ対応した。

令和６年度参与会 R7.1.29 10
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学生自らが、いじめ問題に主体的に行動しようとする
（学生主体による防止プログラムの実施を含む）取組が
十分行えていない。学生会における啓発活動、ホーム
ルームの時間を使いいじめについて理解を深めるプログ
ラムを検討する必要がある。

今後の課題
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